
（１）

一
　

名
博
本
と
高
山
寺
本

　

和
名
類
聚
抄
（
以
下
、
和
名
抄
と
示
す
）・
名
古
屋
市
博
物
館
本
（
以
下
、

名
博
本
と
示
し
、
挙
例
の
際
な
ど
に
［名］
と
示
す
）
は
、
廿
巻
本
で
あ
り
、
永

禄
九
﹇1566

﹈
年
の
書
写
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋
市
博
物

館
資
料
叢
書
2
『
和
名
類
聚
抄

）
1
（

』
に
榎
英
一
氏
の
「
解
説
」
が
あ
り
、
ま
た
、

宮
澤
俊
雅
氏
「
倭
名
類
聚
抄
二
十
巻
本
諸
本
再
考
）
2
（

」
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

榎
氏
は
、「
概
し
て
い
え
ば
、
名
博
本
は
東
急
本
よ
り
は
高
山
寺
本
に
近

い
よ
う
で
あ
る
。」
と
さ
れ
、
ま
た
、
宮
澤
氏
は
、
榎
氏
が
「
名
博
本
は
辞

書
と
い
う
よ
り
語
彙
集
に
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
る）

3
（

の
を
引
い
て
、
名

博
本
は
、「
二
十
巻
本
倭
名
類
聚
抄
の
う
ち
高
山
寺
本
の
系
統
に
近
い
も
の

に
基
づ
い
て
、
本
文
記
事
の
殆
ど
を
削
り
、
中
世
の
辞
書
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
「
名
彙
集
」
の
体
裁
に
改
編
し
た
も
の
、
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
出
来
る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。」
と
結
論
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
「
語
彙
集
」「
単
語

集
」（
榎
氏
）・「
名
彙
集
」（
宮
澤
氏
）
の
形
に
「
改
編
」（
同
）
す
る
と
見

る
こ
と
は
、
巻
一

四
を
中
心
に
言
わ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
元
々
「「
名
彙

集
」
的
な
部
分
」（
宮
澤
氏
）
で
あ
る
巻
六

九
（
高
山
寺
本
）
4
（

）
の
「
國
郡
部
」

な
い
し
「
郷
里
部
」
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
な
こ
と
で
は
な
い
。

　

宮
澤
氏
は
「
郷
里
部
で
の
対
比
か
ら
、
高
山
寺
本
と
名
古
屋
本
と
の
間
に

類
縁
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
、」
と
も
言
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
、
榎
氏
・

宮
澤
氏
を
承
け
、
名
博
本
と
高
山
寺
本
（
以
下
、
挙
例
の
際
な
ど
に
［高］
と
示

す
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
名
博
本
「
國
郡
部
」
と
高
山
寺
本
「
郷
里
部
」

と
（
つ
ま
り
、
地
名
を
掲
載
す
る
部
分
）
を
対
照
す
る
こ
と
に
よ
り
検
討
し

た
い
と
考
え
る
。
本
稿
の
関
心
は
、
地
名
の
資
料
と
し
て
和
名
抄
を
見
る
と

こ
ろ
に
あ
る
の
で
、
和
名
抄
諸
本
の
関
係
の
こ
と
は
本
来
の
検
討
の
対
象
か

ら
些
か
離
れ
る
問
題
で
あ
る
が
、
避
け
て
通
れ
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
と
も
考

＊
人
文
学
部
教
授
―
国
語
学

和
名
類
聚
抄
・
名
古
屋
市
博
物
館
本
の
地
名

―
高
山
寺
本
と
対
照
し
て

―
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（２）

和名類聚抄・名古屋市博物館本の地名

え
て
い
る
。

　

さ
て
、
和
名
抄
・
廿
巻
本
は
、「
國
郡
部
」
な
い
し
「
郷
里
部
」
に
地
名

を
掲
載
し
て
い
る）

5
（

（
十
巻
本
に
は
な
い
）。
そ
の
中
で
、
大
東
急
記
念
文
庫

本
（
以
下
、
大
東
急
本
と
示
し
、
挙
例
の
際
な
ど
に
［急］
と
示
す
）
や
元
和
古

活
字
本
（
以
下
、
元
和
本
と
示
し
、
挙
例
の
際
な
ど
に
［元］
と
示
す
）
に
は
国

名
欄
・
郡
名
欄
と
郷
名
欄
と
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
高
山
寺
本
も
名
博
本
も

郷
名
欄
の
み
で
あ
る
）
6
（

。

　

そ
し
て
、
大
東
急
本
（
・
元
和
本
）
や
高
山
寺
本
は
、
郷
名
の
多
く
に
萬

葉
仮
名
中
心
の
訓
注
（
以
下
、
単
に
訓
注
と
呼
ぶ
）
が
付
さ
れ
て
い
る）

7
（

の
に

対
し
て
、
名
博
本
は
、
郷
名
の
多
く
に
片
仮
名
の
傍
訓
（
以
下
、
単
に
傍
訓

と
呼
ぶ
）
が
付
さ
れ
て
い
る
）
8
（

。
名
博
本
の
郷
名
の
傍
訓
に
つ
い
て
は
、
榎
氏

も
宮
澤
氏
も
特
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
、
高
山
寺
本
な
い
し
高

山
寺
本
系
の
訓
注
を
傍
訓
に
改
め
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
以

下
、
基
本
的
に
こ
の
方
向
で
検
討
し
て
行
き
た
い
と
考
え
る
。

　

な
お
、
北
川
和
秀
氏
「『
和
名
類
聚
抄
』
に
み
る
東
海
の
古
代
地
名
）
9
（

」
は
、

「
名
博
本
の
附
訓
は
郡
名
も
郷
名
も
共
に
カ
タ
カ
ナ
で
あ
る
。
附
訓
状
況
は

高
山
寺
本
と
共
通
性
が
高
い
。
高
山
寺
本
と
名
博
本
と
に
見
え
る
カ
タ
カ
ナ

訓
は
、
本
来
は
万
葉
仮
名
で
あ
っ
た
も
の
を
カ
タ
カ
ナ
に
変
更
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。」
と
述
べ
ら
れ
、
ほ
ぼ
同
様
の
方
向
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る）

10
（

（
郡

名
の
傍
訓
な
い
し
高
山
寺
本
の
傍
訓
に
つ
い
て
は
、
第
二
節
に
述
べ
る
）。

　

一
方
で
、
渡
辺
実
氏
の
高
山
寺
本
の
「
解
題
）
11
（

」
も
榎
氏
も
宮
澤
氏
も
北
川

氏
も
指
摘
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、「
郡
家
」「
驛
家
」「
神
戸
」「
餘
戸
」
な

ど
の
大
部
分
を
、
高
山
寺
本
は
郷
名
か
ら
削
除
し
て
い
る）

12
（

の
に
対
し
て
、
名

博
本
は
郷
名
に
挙
げ
て
い
る
。
高
山
寺
本
か
ら
名
博
本
へ
と
い
う
方
向
を
考

え
る
と
、
こ
れ
は
増
補
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

榎
氏
は
、
名
博
本
に
つ
い
て
、「
高
山
寺
本
に
近
い
よ
う
で
あ
る
。」
と
し

つ
つ
、「
高
山
寺
本
で
は
大
部
分
削
除
し
て
い
る
駅
家
や
余
戸
を
載
せ
て
い

て
、
相
違
箇
所
も
あ
る
か
ら
、
単
純
な
関
係
で
は
な
い
。」
と
さ
れ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、
宮
澤
氏
は
、「
こ
れ
ら
の
特
殊
郷
は
も
と
も
と
有
っ
た
も
の

が
省
か
れ
て
い
っ
た
と
考
え
」
ら
れ
、「
特
殊
郷
が
省
か
れ
る
以
前
の
高
山

寺
本
」
を
想
定
さ
れ
て
、「
名
古
屋
本
は
高
山
寺
本
の
系
統
に
属
し
、
こ
れ

を
改
編
抄
録
し
て
成
っ
た
本
と
見
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。」
と
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、「
郡
家
」「
驛
家
」「
神
戸
」「
餘
戸
」
な
ど
を
、
高
山
寺
本
の
祖
本

か
ら
高
山
寺
本
が
削
除
し
た
の
に
対
し
て
、
祖
本
を
承
け
た
名
博
本
は
削
除

し
て
い
な
い
、
と
い
う
関
係
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
よ
う
に
見

れ
ば
、
増
補
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
と
す
る
と
、
宮
澤
氏
も
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
名
博
本
は
「
現
高
山
寺
本
を
継
承
す
る
も
の
で
は
な
い
」
こ
と
に
な

る
の
で
、
高
山
寺
本
の
祖
本
を
含
め
た
高
山
寺
本
系0

と
高
山
寺
本
そ
の
も
の

と
を
区
別
し
て
述
べ
る
よ
う
に
し
た
い
（
既
に
そ
の
よ
う
に
述
べ
た
と
こ
ろ

が
あ
る
）。

二
　

郡
名
の
傍
訓

　

高
山
寺
本
の
（
郷
名
欄
の
）
郡
名
の
、
畿
内
と
東
海
道
の
伊
賀

尾
張
と

の
範
囲
の
多
く
に
は
傍
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
傍
訓

は
高
山
寺
本
に
元
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ

の
傍
訓
が
右
に
示
し
た
部
分
に
し
か
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
中
に
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他
本
と
一
致
し
な
い
（
場
合
に
よ
っ
て
は
、
正
し
く
な
い
）
訓
が
か
な
り
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
仮
名
遣
の
差
に
よ
る
も
の
を
省
略
し
て
、
他
本
と
一
致
し

な
い
訓
は
次
の
よ
う
で
あ
る
（
参
考
ま
で
に
、
大
東
急
本
（
・
元
和
本
）
の

訓
注
を
括
弧
内
に
示
す
）。

乙オ

訓タ
キ

郡（
於
止
久﹇
ニ
﹈）、
愛ア

宕タ
コ

郡（
於
多
支
、
［元］
於
多
岐
）、
相ア
ヒ

楽ラ
カ

郡（
佐
加
良
加
）

〔
以
上
、
山
城
国
〕

添カ
フ
ノ

上カ
ミ

郡（
曽
布
乃
加
美
）、
添カ
フ
ノ

 

下シ
モ

郡（
曽
布
乃
之
毛
）、
葛カ
ト
ノ

 

上カ
ミ

郡（
加
豆
良
支
乃
加
美
、

［元］
加
豆
良
岐
乃
加
美
）、
忍オ
キ
ノ

 
海ウ
ミ

郡（
於
之
乃
美
）、
髙タ
カ

市チ

郡（
多
介
知
）〔
以
上
、
大

和
国
〕

古コ

市チ

郡（
不
留
知
）、
讃サ
ヽ

良ラ

郡（
佐
良
、
［元］
佐
良
々
）〔
以
上
、
河
内
国
〕

豊ト

島シ
マ

郡（
手
嶋
）、
河カ
ハ

邊ヘ

郡（
加
波
乃
倍
）〔
以
上
、
摂
津
国
〕

　

こ
の
こ
と
か
ら
見
る
と
、
高
山
寺
本
の
郡
名
の
傍
訓
と
名
博
本
の
（
郷
名

欄
の
）
郡
名
の
傍
訓
と
を
対
照
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
高
山
寺
本
の
郡
名
の
傍
訓
は
と
り
挙
げ
な
い
こ
と
に
す
る
。

　

と
す
る
と
、
名
博
本
の
郡
名
の
傍
訓
は
、
大
東
急
本
（
・
元
和
本
）
の

（
郡
名
欄
の
）
郡
名
の
訓
注
と
対
照
す
る
し
か
な
い
。
こ
の
節
で
は
、
大
東

急
本
（
・
元
和
本
）
に
訓
注
等
が
あ
り
、
か
つ
、
名
博
本
に
傍
訓
が
あ
る
も

の
で
、
注
意
さ
れ
る
郡
名
の
み
を
挙
げ
る
。
先
に
名
博
本
の
例
を
挙
げ
、
そ

れ
に
対
応
す
る
大
東
急
本
（
・
元
和
本
）
の
例
を
括
弧
内
に
挙
げ
る
。
そ
の

際
に
、
両
者
に
一
致
す
る
（
字
体
の
差
は
問
わ
な
い
）
郡
名
は
、
大
東
急
本

（
・
元
和
本
）
の
方
を
省
略
す
る
（
つ
ま
り
、
訓
注
等
の
み
を
示
す
こ
と
に

し
、
両
者
が
異
な
る
表
記
で
あ
る）

13
（

な
ど
の
例
は
大
東
急
本
（
・
元
和
本
）
の

郡
名
も
括
弧
内
に
挙
げ
る
）。
名
博
本
で
「
郡
」
字
を
「
―
」
と
示
し
た
も

の
は
、「
郡
」
に
戻
し
て
示
す
こ
と
に
す
る
〔
以
下
、
同
様
〕。

　

左
に
は
、
大
東
急
本
（
・
元
和
本
）
の
オ
「
於
」
を
名
博
本
で
ヲ
と
し
た

例
（
オ
↓
ヲ
と
示
す
〔
以
下
、
同
様
〕）
が
多
い
（
12
例
）。
同
様
に
、
ハ

↓
ワ 

1
例
、
ヰ
↓
イ 

5
例
、
ヒ
↓
イ 

3
例
、
イ
↓
ヒ 

1
例
、
フ
↓
ウ 

5

例
、
ヱ
↓
エ 

1
例
、
エ
↓
ヘ 

1
例
、
ヱ
↓
ヘ 

1
例
、
ホ
↓
ヲ 

2
例
、
ヲ

↓
ホ 

1
例
、
ホ
↓
オ 

1
例
、
ム
↓
ン 

8
例
、
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら

仮
名
遣
の
差
に
よ
る
も
の
は
、
永
禄
九
年
の
書
写
と
し
て
そ
の
よ
う
で
も
あ

る
と
こ
ろ
な
の
で
、
一
々
に
述
べ
な
い
。

山
城
國 

乙ヲ
ト

訓ク
ニ

郡（
於
止
久﹇
ニ
﹈）
愛ヲ

宕タ
キ

郡（
於
多
支
、
［元］
於
多
岐
）
紀キ

伊イ

郡（
支
、

［元］
岐
）
相サ
カ

樂ラ 

郡
﹇
カ
﹈

（
佐
加
良
加
）、
大
和
國 

添ソ
ウ
ノ

上カ
ミ

郡（
曽
布
乃
加
美
）
忍ヲ
シ

海ノ
ミ

郡（
於

之
乃
美
）
十ト
ヲ

市チ

郡（
止
保
知
）、
河
内
國 

古フ
ル

市イ
チ

郡（
不
留
知
）
安ヤ
ス

宕ヘ

郡（
安
宿
安
須

加
倍
）
大
縣ア
カ 

郡
タ

（
於
保
加
多
）
茨マ
イ　

田
丶

郡

﹇
衍
﹈タ

（
万
牟
多
）
若ワ
カ

江ヘ

郡（
和
加
江
）、
和
泉

國 

大ヲ
ホ

鳥ト
リ

郡（
於
保
止
利
）、
攝
津
國 

東ヒ
カ
シ

生ナ
リ

郡（
比
牟
我
志
奈
里
）
八ヤ
タ
ヘ部
郡（
夜
多

倍
）

　

山
城
國
「
乙ヲ
ト

訓ク
ニ

郡（
於
止
久﹇
ニ
﹈）」
は
、「
弟
國
」（
記
垂
仁
、
垂
仁
紀
十

五
年
八
月
、
継
体
紀
十
二
年
三
月
）
の
例
も
あ
り
、
ニ
を
補
う
の
が
よ
い
。

「
紀キ

伊イ

郡（
支
）」
は
、
一
字
地
名
の
二
字
化）

14
（

に
関
連
し
て
、
長
音
キ
ー
を
表

す
例
で
あ
る
。「
相サ
カ

樂ラ 

郡
﹇
カ
﹈

（
佐
加
良
加
）」
は
、
［急］
に
よ
り
（
同
名
の
郷
名
を
も

参
照
）
カ
を
補
う
の
が
よ
い
。

　

大
和
國
「
十ト
ヲ

市チ

郡（
止
保
知
）」
は
、
ヲ
が
本
来
で
あ
る
。

　

河
内
國
「
古フ
ル

市イ
チ

郡（
不
留
知
）」
は
、
フ
ル
﹇
古
﹈
＋
イ
チ
﹇
市
﹈
の
後
行
母

音
イ
の
脱
落
の
有
無
の
差
で
あ
る
。「
安ヤ
ス

宕ヘ

郡（
安
宿
安
須
加
倍
）」
は
、「
安
宕
」

を
ヤ
ス
ヘ
と
訓
む
の
が
困
難
で
あ
り
、
［急］
に
よ
り
三
字
地
名
「
安
宿
部
」

┌
城
イ
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（４）

和名類聚抄・名古屋市博物館本の地名

（
以
下
、
三
字
地
名
を
二
字
化
す
る
際
に
省
略
す
る
字
を

で
囲
ん
で
示
す
）

の
省
略
と
見
ら
れ
て
、
ア
ス
カ
ベ
と
訓
む
の
が
よ
い
と
見
ら
れ
る
）
15
（

。「
大
縣ア
カ
タ

郡（
於
保
加
多
）」
は
、
オ
ホ
﹇
大
﹈
＋
ア
ガ
タ
﹇
縣
﹈
の
後
行
母
音
ア
の
脱
落

の
有
無
の
差
で
あ
る
。「
茨マ
イ　

田
ヽ

郡

﹇
衍
﹈タ

（
万
牟
多
）」
は
、
本
来
ウ
マ
ラ
ダ
か
と
見

ら
れ
、
語
頭
ウ
の
脱
落
と
ラ
の
撥
音
便
化
し
た
も
の
が
「
万
牟
多
」
で
、
そ
れ

が
マ
イ
タ
と
も
表
記
さ
れ
た
か
と
見
ら
れ
よ
う
（
マ
イ
ヽ
タ
の
踊
り
字
は
衍

字
と
見
ら
れ
る
）。

　

攝
津
國
「
東ヒ
カ
シ

生ナ
リ

郡（
比
牟
我
志
奈
里
）」
の
ヒ
カ
シ
ナ
リ
は
、
ム
の
撥
音
便
の

脱
落
と
見
ら
れ
る
。「
八ヤ
タ
ヘ部
郡（
夜
多
倍
）」
は
、
三
字
地
名
「
八
田
部
」
の
省

略
と
見
ら
れ
る
。

伊
勢
國 

員イ
ナ

辨ヘ

郡（
爲
奈
倍
）
河カ
ハ

曲コ﹇
ワ
﹈

 

郡（
加
波
和
）
奄ア
ン

藝キ

郡（
阿
武
義
）
度ワ
タ

會ラ
ヘ

郡

（
和
多
良
比
）、
參
河
國 

碧ア
ウ
ミ海
郡（
阿
乎
美
）
寶ホ

飫ヨ

郡府（
穂 

国
府
）、
遠
江
國 

引ヒ﹇
イ
﹈ 

佐ナ
サ
郡（
伊
奈
佐
）
長ナ
カ

上カ
ミ

郡（
准
上
、
［元］
長
乃
加
美
）
長ナ
カ

下シ
モ

郡（
長
乃
加
美
、
［元］
准
上
）

城キ

飼カ
ウ

郡（
城
伺﹇
飼
﹈支
加
布
）、
甲
斐
國 

八ヤ

代シ
ロ

郡府（
夜
豆
之
呂
）、
相
模
國 

愛ア
イ

甲カ
フ

郡

（
阿
由
加
波
）、
武
蔵
國 

多タ

磨マ

郡（
太
婆 

国
府
）
都ツ

筑キ

郡（
豆

支
、
［元］
豆
々
岐
）

播ハ
ン

澤サ
ハ

郡（
榛
澤
伴波牟
　佐
波
、
［元］
波
牟
佐
波
）、
安
房
國 

平ヘ

郡ク
リ

郡府（
平
群
倍
久
利 
国
府
）

朝ア
サ

夷イ
ナ

郡（
阿
古
﹇
左
﹈比

奈
、
［元］
阿
左
比
奈
）、
上
総
國 

周ス

淮エ

郡（
季
）、
下
総
國 
猨サ
ル

嶋シ
マ

郡（
佐
之
万
）
埴ハ
ニ

生フ

郡（
波
牟
布
）、
常
陸
國 

河カ
フ
チ内
郡（
甲
和
﹇
知
﹈、

［元］
甲
知
）
信シ
ノ

太タ

郡多
イ（
志
多
）

　

伊
勢
國
「
河カ

ハ

曲コ

 

郡
﹇
ワ
﹈

（
加
波
和
）」
は
、
［急］
に
よ
り
カ
ハ
ワ
と
訓
む
の
が
よ
い
。

「
度ワ
タ

會ラ
ヘ

郡（
和
多
良
比
）」
は
、
ア
フ
﹇
会
﹈〔
四
段
・
下
二
段
〕
の
差
で
あ
る
。

　

參
河
國
「
碧ア
ウ
ミ海
郡（
阿
乎
美
）」
は
、
ア
ヲ
﹇
碧
﹈
＋
ウ
ミ
﹇
海
﹈
の
後
行
母

音
ウ
の
脱
落
か
先
行
母
音
オ
の
脱
落
か
の
差
で
あ
る
。「
寶ホ

飫ヨ

郡府（
穂 

国
府
）」

┌
城
イ

┌
名
イ

の
「
飫
」
は
、
漢
音
ヨ
で
あ
る
が
、
一
字
地
名
「
穂
」
の
二
字
化
に
関
連
し

て
、
呉
音
オ
に
よ
っ
て
長
音
ホ
ー
を
表
す
例
で
あ
る
。

　

遠
江
國
「
引ヒ

 

佐ナ
サ
郡

﹇
イ
﹈

（
伊
奈
佐
）」
の
ヒ
ナ
は
、
訓
ヒ
ク
﹇
引
﹈
に
影
響
さ
れ

た
誤
り
と
見
ら
れ
る
。「
長ナ
カ

上カ
ミ

郡（
准
上
、
［元］
長
乃
加
美
）
長ナ
カ

下シ
モ

郡（
長
乃
加
美
）
16
（

、
［元］
准

上
）」
は
、
い
ず
れ
も
連
体
助
詞
ノ
の
有
無
の
差
で
あ
る
が
、「

上
」「

下
」
は
連
体
助
詞
ノ
を
読
み
添
え
る
例
が
多
い）

17
（

の
で
ノ
の
あ
る
方
が
よ
い
で

あ
ろ
う
。

　

甲
斐
國
「
八ヤ

代シ
ロ

郡（
夜
豆
之
呂
）」
は
、
助
数
詞
ツ
の
有
無
の
差
で
あ
る
。

　

相
模
國
「
愛ア

イ

甲カ
フ

郡（
阿
由
加
波
）」
は
、
ア
イ
は
ア
ユ
の
イ
音
便
と
も
見
ら
れ
、

カ
ハ
・
カ
フ
は
二
合
仮
名
「
甲
」
の
差
で
あ
る
が
、
ア
イ
・
カ
フ
は
い
ず
れ

も
固
有
名
詞
で
は
な
い
「
愛
」「
甲
」
の
読
み
に
よ
っ
た
か
と
も
見
ら
れ
る
。

　

武
蔵
國
「
多タ

磨マ

郡（
太
婆 

国
府
）」
は
、
バ
行

－

マ
行
の
子
音
交
替
で
あ
る
が
、

タ
マ
と
訓
む
方
が
一
般
的
で
あ
る
。「
都ツ

筑キ

郡（
豆

支
、
［元］
豆
々
岐
）」
の
ツ
キ

は
、
ツ
ヽ
キ
の
踊
り
字
の
脱
落
と
見
ら
れ
る
。「
播ハ
ン

澤サ
ハ

郡（
榛
澤
伴波牟
　佐
波
、
［元］
波

牟
佐
波
）」
は
、「
伴
」
が
撥
音
表
記
で
あ
る
の
で
、
ハ
ン
ザ
ハ
と
訓
む
と
見
ら

れ
る
（
［名］「
播
」
も
［急］「
榛
」
も
ハ
ン
と
訓
め
る
）。

　

安
房
國
「
平ヘ

郡ク
リ

郡府

」
は
、「
平
群
」
で
な
く
「
平
郡
」
に
な
っ
て
い
る
。

　

上
総
國
「
周ス

淮エ

郡（
季
）」
は
、
一
字
地
名
「
季
」
の
二
字
化
と
見
ら
れ
る
。

　

下
総
國
「
猨サ
ル

嶋シ
マ

郡（
佐
之
万
）」
は
、
ル
の
脱
落
の
有
無
の
差
で
あ
る
。「
埴ハ
ニ

生フ

郡（
波
牟
布
）」
は
、「
波
牟
布
」
が
ハ
ニ
フ
の
撥
音
便
を
表
す
と
見
ら
れ
る
。

　

常
陸
國
「
河カ
フ
チ内
郡（
甲
和
﹇
知
﹈、

［元］
甲
知
）」
は
、「
甲
」
が
カ
フ
を
表
し
て
い
る
。

「
信シ
ノ

太タ

郡多
イ（
志
多
）」
の
「
志
多
」
は
、
シ
ノ
ダ
の
ノ
の
撥
音
便
が
脱
落
し
た
も

の
と
見
ら
れ
る
。
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近
江
國 

栗ク
リ

太モ
ト﹇

本
﹈郡府（
久
留
毛
止 

国
府
）
神カ
ン

﨑サ
キ

郡（
加
无
佐
伎
）
浅ア
サ

井イ

郡（
阿
佐
井
）、

美
濃
國 

大ヲ
ホ

野ノ

郡（
於
保
乃
）、
信
濃
國 

諏ス

訪ワ

郡（
諏
方
須
波

チ
ク

）
筑ツ
ク

摩マ

郡府（
豆
加

万 
国
府
）
安ア

曇ト
ミ

郡（
阿
都
之
﹇
三
﹈）、

上
野
國 

甘カ
ン

樂ラ

郡（
加
牟
良
）
多タ

胡コ

▢故
イ（（
胡
）音

如
呉
）

緑ミ
ト

野リ
ノ

郡（
美
止
乃
）
新ニ

ツ

田タ

郡（
尓
布
太
）
邑ヲ

ホ

樂ラ
キ

郡（
色﹇

邑
﹈

樂
於
波
良
支
）、
下
野
國

寒サ
ン

河カ
ハ

郡（
佐
无
加
波
）、
陸
奥
國 

會ア
イ

津ツ

郡（
阿
比
豆
）

ナ﹇
ヤ
﹈

﹇
耶
﹈麻マ

郡（
耶
麻
山
）
安ア

積サ
キ

郡（
阿
佐
加
）
苅カ
ツ

田タ

郡（
葛
太
）
標シ
ナ 

葉ハ

郡

﹇
メ
﹈

（
志﹇
メ
﹈波
）
邑シ
カ﹇

色
﹈麻マ

郡（
色
麻
志
加

万
）
磐イ
ハ

井イ

郡（
伊
波
井
）
遠ト
ヲ

田タ

郡（
止
保
太
）
登ト

米ヨ
子

郡（
止
与
未
、
［元］
止
與
米
）
氣ケ
ツ

仙セ
ン

郡（
介
世
）、
出
羽
國 

村ム
ラ

上カ
ミ

郡（
村
山
牟
良
夜
末
）
置ヲ
ヒ

賜タ
ミ

郡（
於
伊
太
三
）

　

近
江
國
「
栗ク
リ

太モ
ト﹇

本
﹈郡府（
久
留
毛
止 
国
府
）」
は
、
被
覆
形
ク
ル
・
露
出
形
ク
リ

の
差
で
あ
る
。

　

信
濃
國

チ
ク

「
筑ツ
ク

摩マ

郡府（
豆
加
万 

国
府
）」
は
、
二
合
仮
名
ツ
カ
・
ツ
ク
・
チ
ク

「
筑
」
の
差
で
あ
る
。「
安ア

曇ト
ミ

郡（
阿
都
之
﹇
三
﹈）」

は
、
ツ（
ヅ
）「
都
」
を
ト（
ド
）と
訓
ん
だ
と

見
ら
れ
る
。

　

上
野
國
「
多タ

胡コ

□故
イ（（
胡
）音
如
呉
）」
は
、
タ
ゴ
と
濁
る
と
見
ら
れ
る
。「
緑ミ

ト

野リ
ノ

郡（
美
止
乃
）」
は
、
リ
の
脱
落
の
有
無
の
差
で
あ
る
。「
新ニ
ツ

田タ

郡（
尓
布
太
）」
の

ニ
ツ
は
、
ニ
フ
が
促
音
便
化
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。「
邑ヲ
ホ

樂ラ
キ

郡（
色﹇
邑
﹈樂
於
波
良

支
）」
は
、
二
合
仮
名
オ
ハ
・
オ
ホ
「
邑
」
の
差
で
あ
る
。

　

陸
奥
國
「

ナ﹇
ヤ
﹈

﹇
耶
﹈麻マ

郡（
耶
麻
山
）」
は
、
一
字
地
名
「
山
」
を
「
耶
麻
」
と

す
る
二
字
化
と
見
ら
れ
、「
耶
」
を
「
那
」
と
見
誤
っ
て
ナ
の
訓
が
付
さ
れ

た
か
と
見
ら
れ
る
。「
安ア

積サ
キ

郡（
阿
佐
加
）」
は
、
二
合
仮
名
サ
カ
・
サ
キ
「
積
」

の
差
で
あ
る
。「
苅カ
ツ

田タ

郡（
葛
太
）」
は
、「
葛
」
が
促
音
表
記
で
あ
る
の
で
、
カ

ツ
タ
の
ツ
も
促
音
と
見
ら
れ
る
。「
標シ
ナ

葉
﹇
メ
﹈ハ

郡（
志﹇
メ
﹈波
）」
は
、
シ
メ
ハ
と
訓

む
の
が
よ
い
と
見
ら
れ
る
）
18
（

。「
登ト

米ヨ
子

郡（
止
与
未
、
［元］
止
與
米
）」
は
、
三
字
地
名

ト
ヨ
メ
「
登
▢
米
」
の
省
略）

19
（

に
対
し
て
、「
米
」
を
ヨ
ネ
と
訓
ん
だ
と
考
え

ら
れ
よ
う
。「
氣ケ
ツ

仙セ
ン

郡（
介
世
）」
は
、
同
名
の
郷
名
に
［高］「
氣
仙
氣

如
結
」
と
あ

る
「
結
」
が
促
音
表
記
で
あ
り
、「
仙
」
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
が
、
ケ

ッ
セ
ン
と
訓
む
と
見
ら
れ
る
（
工
藤
力
男
氏
「
古
代
地
名
の
西
東

）
20
（

」
参
照
）。

　

出
羽
國
「
村ム
ラ

上カ
ミ

郡（
村
山
牟
良
夜
末
）」
は
、
［急］
か
ら
見
て
「
上
」
は
「
山
」

の
誤
り
で
、
誤
ら
れ
た
「
上
」
の
訓
が
カ
ミ
と
見
ら
れ
る
。

若
狭
國 

遠ヲ
ニ

敷フ

郡府（
乎

不
）
大ヲ
ホ

飯イ

郡（
於
保
伊
太
）、
越
中
國 

婦メ

負イ

郡

子
　
イ

（
婦
屓﹇
負
﹈

祢
比
）、
越
後
國 

魚イ
ホ

沼ヌ
マ

郡（
伊
乎
乃
）

　

若
狹
國
「
遠ヲ
ニ

敷フ

郡府（
乎

不
）」
は
、
三
字
地
名
「
小
丹
生
」
の
二
字
化
で
あ

る
。「
大ヲ
ホ

飯イ

郡（
於
保
伊
太
）」
は
、「
於
保
伊
太
」
に
よ
り
三
字
地
名
「
大
飯
田
」
の

省
略
で
、
省
略
さ
れ
た
「
田
」
に
当
た
る
タ
が
脱
落
し
た
か
と
見
ら
れ
る
。

　

越
中
國
「
婦メ

負イ

郡

子
　
イ

（
婦
屓﹇
負
﹈祢
比
）」
は
、「
婦め

負ひ

の
野
の
〈
賣
比
能
野
能
〉

…
」（
萬
四
○
一四〇
六四〇
）
な
ど
の
例
も
あ
り
、
メ
﹇
婦
﹈
＋
オ
ヒ
﹇
負
﹈
の
後

行
母
音
オ
が
脱
落
し
た
メ
ヒ
が
本
来
か
と
見
ら
れ
る
。

　

越
後
國
「
魚イ
ホ

沼ヌ
マ

郡（
伊
乎
乃
）」
は
、「
沼
」
を
ヌ
・
ヌ
マ
の
い
ず
れ
に
訓
む

か
の
差
で
、「
乃
」
は
ヌ
の
母
音
交
替
と
見
ら
れ
る
）
21
（

。

丹
波
國 

舩フ
ナ

井イ

郡（
不
奈
内
﹇
井
﹈、

［元］
不
奈
井
）、
但
馬
國 

美ミ
フ

含﹇
ク
﹈ミ

郡（
美
具
美
）、
因

幡
國 

邑ヲ
ホ

美ミ

郡（
於
不
美
）、
伯
耆
國 

會ア
ヒ

見ミ

郡（
安
不
美
）、
出
雲
國 

嶋シ
マ

根子

郡

（
三
﹇
之
﹈末

祢
）、
石
見
國 

邑ヲ
ウ

知チ

郡（
於
保
知
）

　

但
馬
國
「
美ミ
フ

含﹇
ク
﹈ミ

郡（
美
具
美
）」
の
フ
ミ
は
、
訓
フ
ク
ム
﹇
含
﹈
に
影
響
さ

れ
た
誤
り
と
見
ら
れ
る
。

　

因
幡
國
「
邑ヲ
ホ

美ミ

郡（
於
不
美
）」
は
、
二
合
仮
名
オ
フ
・
オ
ホ
「
邑
」
の
差
で

あ
る
。
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伯
耆
國
「
會ア
ヒ

見ミ

郡（
安
不
美
）」
は
、
ア
フ
﹇
会
﹈〔
四
段
〕
の
終
止
形
・
連

用
形
の
差
で
あ
る
。

　

出
雲
國
「
嶋シ
マ

根子

郡（
三
﹇
之
﹈末
祢
）」
は
、
［元］「
之
末
禰
」
が
参
照
さ
れ
る
。

　

石
見
國
「
邑ヲ
ウ

知チ

郡（
於
保
知
）」
は
、
二
合
仮
名
オ
ホ
・
オ
フ
「
邑
」
の
差
で

あ
る
。美

作
國 

勝カ
ツ

田マ
タ

郡（
加
豆
万
多
）、
備
前
國 

磐イ
ハ

梨ナ
シ

郡（
伊
波
奈
須
）、
備
後
國 

安ア

那ナ

郡（
夜
須
奈
）
奴ヌ

下カ

郡（
奴
可
奴
加
）
甲カ
フ

奴ノ

郡（
加
不
乃
）
三ミ

次ス
キ

郡茨
イ（
美
与
之
）

　

美
作
國
「
勝カ
ツ

田マ
タ

郡（
加
豆
万
多
）」
は
、
三
字
地
名
「
勝
間
田
」
の
省
略
で
あ

る
。

　

備
前
國
「
磐イ

ハ

梨ナ
シ

郡（
伊
波
奈
須
）」
は
、
郷
名
「
石イ

ス　

生
﹇
ハ
﹈ナ
ス（

［高］
以
波
奈
須
、
［急］
伊
波
奈

須
）」
が
本
来
か
と
見
ら
れ
る
。

　

備
後
國
「
安ア

那ナ

郡（
夜
須
奈
）」
は
、「
夜
須
奈
」
と
も
ア
ナ
と
も
あ
る
が
、「
備

後
國
（
略
）
婀
娜
國
膽
殖
屯
倉
（
略
）」（
安
閑
紀
二
年
五
月
）
の
例
か
ら
す

る
と
ア
ナ
と
訓
む
方
が
よ
い
か
。「
甲カ
フ

奴ノ

郡（
加
不
乃
）」
の
ノ
は
、
ヌ
の
母
音

交
替
と
見
ら
れ
る
。「
三ミ

次ス
キ

郡茨
イ（
美
与
之
）」
は
、
ミ
ヨ
シ
の
訓
も
ミ
ス
キ
の
訓

も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

阿
波
國 

麻ヲ

殖ヘ

郡（
乎
恵
）、
讃
岐
國 

大ヲ
ホ

内チ

郡（
於
布
知
）
寒サ
ン

河カ
ハ

郡（
佐
无
加
波
）

ウ
﹇
鵜
﹈
足タ
リ

郡（
鵜
足
宇
多
利
）
苅カ
リ

田タ

郡
或
豊
田
イ（
葛
多
）、
伊
豫
國 

新ニ
ヒ

居イ

郡（
仁
比

井
）
周シ

敷ウ

郡（
主
布
）、
土
左
國 

吾サ﹇
ア
﹈河カ
ハ

郡（
安
加
波
）

　

讃
岐
國
「
大ヲ

ホ

内チ

郡（
於
布
知
）」
は
、
オ
ホ
﹇
大
﹈
＋
ウ
チ
﹇
内
﹈
の
先
行
母

音
オ
の
脱
落
か
後
行
母
音
ウ
の
脱
落
か
の
差
で
あ
る
。「
苅カ
リ

田タ

郡
或
豊
田
イ（
葛

多
）」
は
、「
葛
」
が
促
音
表
記
で
あ
る
の
で
、「
葛
多
」
は
カ
リ
タ
の
促
音
便

を
表
す
と
見
ら
れ
る
。

　

伊
豫
國
「
周シ

敷ウ

（
主
布
）」
の
「
主
」
は
呉
音
ス
・
漢
音
シ
ュ
で
あ
り
、
シ
ウ

は
シ
ュ
フ
の
変
化
し
た
も
の
か
と
見
ら
れ
る
。

　

土
左
國
「
吾サ﹇
ア
﹈

 

河カ
ハ

郡（
安
加
波
）」
は
、
［急］
に
よ
っ
て
よ
い
。

筑
前
國 

宗ム
子

像カ
タ

郡（
牟
奈
加
多
）
下
座
郡（
下シモ
ト都
安
佐
久
良
）
上カ
ン
ツ
ア
サ

　

 

座ク
ラ

郡（
准
上
）、

筑
後
國 

竹タ
カ

野ム
ノ

郡（
多
加
乃
）
上カ

ン

妻ツ
マ

郡（
加
牟
豆
万
）、
豊
前
國 

企キ

救ク

郡（
支
多
﹇
久
﹈）

築ツ
ク

城キ

郡（
豆
伊
支
）
上カ
ン

毛ツ
ケ

郡
ミ

（
加
牟
豆
美
介
）、
豊
後
國 

日ヒ

高タ
カ

郡（
比
多
）
直ナ
ヲ

入リ

郡（
奈
保
里
）
大ヲ
オ

分ニ﹇
イ
﹈タ

郡府（
於
保
伊
多
）、
肥
前
國 

高タ
カ

米ク
﹇
来
﹈郡（
髙
来
多
加
久
）、

肥
後
國 

菊キ
ク

池チ

郡（
久

知
）
合カ
ウ

志シ

郡（
令﹇
合
﹈志
加
波
志
）、
日
向
國 

兒コ

湯ユ

郡府（
古

田
﹇
由
﹈
国
府
）
諸ム
ナ 

縣カ
タ

郡

﹇
ラ
﹈

（
牟
良
加
多
）、
大
隅
國 

噌ソ

唹ヲ

郡或
府（
曽
於
）、
薩
摩
國 

鹿カ

兒コ

嶋シ
マ

郡（
加
古
志
万
）、
對
馬
國 

上カ
ン
ツ

縣ア
カ
タ

郡（
加
无
津
阿
加
多
）

　

筑
前
國
「
宗ム
子

像カ
タ

郡（
牟
奈
加
多
）」
は
、
被
覆
形
ム
ナ
・
露
出
形
ム
ネ
の
差
で

あ
る
。「
下
座
郡（
下シモ
ト都

安
佐
久
良
）
上カ
ン
ツ
ア
サ

　

座ク
ラ

郡（
准
上
）」
は
、
三
字
地
名
「
下
朝

座 

上
朝
座
」
の
省
略
で
、
［高］「
下シモ
ト都

」
の
ト
は
ツ
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ

る
の
で
、
訓
注
の
傍
訓
シ
モ
ト
は
第
二
節
に
見
た
［高］
郡
名
の
傍
訓
と
同
様
に

見
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
カ
ン
ツ
は
カ
ミ
ツ
の
撥
音
便
で
あ
る
。

　

筑
後
國
「
竹タ
カ

野ム
ノ

郡（
多
加
乃
）」
の
タ
カ
ム
ノ
は
、
タ
カ
ノ
に
撥
音
が
挿
入
さ

れ
た
も
の
か
と
見
ら
れ
る
。

　

豊
前
國
「
企キ

救ク

郡（
支
多
﹇
久
﹈）」

は
、「
豊
国
の
企
救く

の
池
な
る
〈
企
玖
乃
池
奈

流
〉
…
」（
萬
三
八
七三八

九
八六
）
の
例
が
参
照
さ
れ
る
。「
築ツ
ク

城キ

郡（
豆
伊
支
）」
は
、

ツ
ク
﹇
築
﹈
の
連
用
形
イ
音
便
か
終
止
形
か
の
差
で
あ
る
。「
上カ

ン

毛ツ
ケ

郡
ミ

（
加
牟
豆

美
介
）」
は
、
三
字
地
名
「
上
▢
毛
」
の
省
略
で
あ
る
。

　

豊
後
國
「
日ヒ

高タ
カ

郡（
比
多
）」
の
「
比
多
」
は
、
豊
後
国
風
土
記
に
「
日
田
郡
」

「
日
田
川
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
ヒ
タ
カ
の
カ
の
脱
落
と
は
見
ず
、
タ
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を
「
高
」
で
表
し
た
と
と
ら
え
る
こ
と
に
し
た
い
。「
大ヲ
オ

分ニ﹇
イ
﹈タ

郡府（
於
保
伊
多
）」

は
、「
碩
田
國
（
略
）
碩
田
此
云

於
保
岐
陁
」（
景
行
紀
十
二
年
十
月
）
の
例
が
あ
り
、
オ

ホ
キ
タ
の
イ
音
便
で
あ
る
。

　

肥
後
國
「
菊キ
ク

池チ

郡（
久

知
）」
は
、
二
合
仮
名
ク
ク
・
キ
ク
「
菊
」
の
差
で

あ
る
。「
合カ
ウ

志シ

郡（
令﹇
合
﹈志
加
波
志
）」
は
、
二
合
仮
名
カ
ハ
・
カ
フ
「
合
」
の
差

で
あ
る
が
、
固
有
名
詞
で
な
い
「
合
」
の
読
み
に
よ
っ
た
と
も
見
ら
れ
る
。

　

日
向
國
「
諸ム
ナ 

縣カ
タ

郡

﹇
ラ
﹈

（
牟
良
加
多
）」
は
、
［急］
に
よ
っ
て
よ
い
。

　

大
隅
國
「
噌ソ

唹ヲ

郡或
府（
曽
於
）」
は
、
一
字
地
名
の
二
字
化
に
関
連
し
て
、
長

音
ソ
ー
を
表
す
例
で
あ
る
。

　

薩
摩
國
「
鹿カ

兒コ

嶋シ
マ

郡（
加
古
志
万
）」
は
、
三
字
地
名
の
ま
ま
で
あ
る
。

三
　

郷
名
の
訓
が
特
殊
な
例

　

以
下
、
郷
名
の
訓
に
つ
い
て
検
討
す
る
が
、
高
山
寺
本
に
訓
注
が
な
く
、

か
つ
、
名
博
本
に
傍
訓
が
な
い
も
の
は
、
基
本
的
に
と
り
挙
げ
な
い
〔
第
四

節
以
降
も
同
様
〕。

　

先
に
名
博
本
の
例
を
挙
げ
、
そ
れ
に
対
応
す
る
高
山
寺
本
の
例
を
括
弧
内

に
挙
げ
る
。
そ
の
際
に
、
基
本
的
に
、
両
者
に
一
致
す
る
（
字
体
の
差
は
問

わ
な
い
）
郷
名
は
、
高
山
寺
本
の
方
を
省
略
す
る
（
つ
ま
り
、
訓
注
等
の
み

を
示
す
こ
と
に
し
、
両
者
が
異
な
る
表
記
で
あ
る
な
ど
の
例
は
高
山
寺
本
の

郷
名
も
括
弧
内
に
挙
げ
る
）〔
第
四
節
以
降
も
同
様
〕。
第
四
節
に
重
ね
て
挙

げ
る
1
例
に
は
★

印
を
付
す
。

　

こ
れ
以
降
、
高
山
寺
本
と
表
記
・
訓
が
一
致
す
る
名
博
本
の
例
に
左
実
線

を
、
仮
名
遣
の
み
が
異
な
る
そ
れ
に
左
破
線
を
、
表
記
の
漢
字
が
類
似
し
て

い
て
（
類
似
し
た
字
に
誤
っ
た
も
の
を
含
む
）
同
訓
で
あ
る
そ
れ
（
仮
名
遣

が
異
な
る
も
の
を
含
む
）
に
左
波
線
を
付
す
こ
と
に
す
る
。

　

さ
て
、
特
殊
な
例
を
い
く
ら
か
先
に
挙
げ
る
。

　

ま
ず
、
特
殊
な
例
と
し
て
、
促
音
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。

攝
津
國　

有ア
リ

馬マ

郡 

幡ハ

多タ

（
發
多 

有
上
下
）、
伊
勢
國　

壹
志
郡 

八ハ
ツ

太タ

（
鉢
多
）、

武
蔵
國　

足ア

立タ
チ

郡 

★

堀ホ
ツ

津ト

（
發
度
）、
近
江
國　

栗ク
リ

太モ
ト﹇

本
﹈
郡府 

治ハ
ツ

田タ

（
發
多
）、

陸
奥
國　

氣ケ
ツ

仙セ
ン

郡 

（い）
氣
仙）
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（
氣

如
結
）、
美
作
國　

真マ

嶋シ
マ

郡 

鹿カ
ツ

田タ

（
渇
多
）、

備
前
國　

上カ
ン 

道ミ
チ

郡

ツ

 

播ハ

多タ

（
發
多
）、
安
藝
國　

高タ
カ

宮ミ
ヤ

郡 

苅カ
ツ

田タ

（
葛
太
）

　
「
發
」（
4
例
）・「
鉢
」（
1
例
）
は
促
音
表
記
で
あ
る
の
で
、
ハ
タ
（
2

例
）
は
促
音
の
脱
落
と
、
ハ
ツ
タ
（
2
例
）・
ホ
ツ
ト
の
ツ
は
促
音
と
見
ら

れ
る
。「
結
」
に
つ
い
て
は
、
第
二
節
に
見
た
。「
渇
」「
葛
」
は
い
ず
れ
も
促

音
表
記
で
あ
る
の
で
、
カ
ツ
タ
（
2
例
）
の
ツ
は
促
音
と
見
ら
れ
る
。

　

次
い
で
、
特
殊
な
例
と
し
て
、
撥
音
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。

和
泉
國　

和
泉
郡府 

信シ
ム

太タ

（
臣
多
）、
遠
江
國　

麁ア
ラ

玉タ
マ

郡 

覇ハ

田タ

（
反
多
）、
駿

河
國　

安ア

倍ヘ

郡府 

埴ハ
ニ

生フ

（
反
布
）、
武
蔵
國　

荏エ

原ハ
ラ

郡 

滿マ
ン

田タ

（
上
音 

下
訓
）、

備
後
國　

御ミ

調ツ
キ

郡 

因イ
ノ

嶋シ
マ（
印
乃
之
末
）、
阿
波
國　

麻ヲ

殖ヘ

郡 

忌イ
ン

部ヘ

（
淫
閇
）、

筑
前
國　

志
麻
郡 

韓カ
ラ

良カ
チ（
加
良
漢
知
）

　
「
臣
」
は
撥
音
表
記
で
あ
る
の
で
、
シ
ム
タ
の
ム
は
撥
音
と
見
ら
れ
る
。

「
反
」（
2
例
）
は
撥
音
表
記
で
あ
る
の
で
、
ハ
タ
は
撥
音
の
脱
落
と
見
ら
れ
、

ハ
ニ
フ
は
撥
音
便
化
の
前
の
形
態
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。
ま
た
、「
滿マ
ン

田タ

」

は
、「
上
音 
下
訓
」
に
よ
り
「
滿
」
が
撥
音
を
含
む
マ
ン
を
表
す
と
見
ら
れ
る
。

「
印
」
は
撥
音
表
記
で
あ
る
の
で
、
イ
ノ
シ
マ
は
撥
音
の
脱
落
と
見
ら
れ
る
。

「
淫
」
は
撥
音
表
記
で
あ
る
の
で
、
イ
ン
ベ
と
訓
む
と
見
ら
れ
る
。「
漢
」
は
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撥
音
表
記
で
あ
る
の
で
、
カ
ラ
カ
チ
は
撥
音
の
脱
落
と
見
ら
れ
る
。

　

促
音
・
撥
音
の
他
に
、
こ
こ
に
挙
げ
る
の
が
よ
い
か
と
見
ら
れ
る
も
の
も

若
干
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
第
四
節
の
中
で
見
る
こ
と
に
す
る
。

　

合
わ
せ
て
、
三
字
地
名
の
二
字
化
に
関
す
る
郷
名
を
こ
こ
に
挙
げ
て
お
く

（
二
字
化
に
よ
っ
て
訓
み
が
難
し
く
な
っ
た
も
の
が
多
い
）。
い
ず
れ
も
、
第

四
節
に
重
ね
て
挙
げ
る
方
が
よ
い
も
の
で
あ
る
が
、
重
ね
て
挙
げ
る
こ
と
を

省
略
す
る
。

山
城
國　

乙ヲ
ト

訓ク
ニ

郡 

羽ハ

束ツ
カ

志シ

（
波
津
加
之
―
本
用
羽
束
志
三
字
）
愛ヲ

宕タ
キ

郡 

栗ク
ル

栖ス

野ノ

（
久
流
須
乃
）
錦ニ
シ

織コ
リ

部（
邇
之
古
利
）
宇ウ

治チ

郡 

小ヲ

栗ク
ル

栖ス

（
乎
久
流
須
）、
大
和
國 

山
邊
郡 

服ハ
ト
リ織

部（
波
止
利
）、
和
泉
國　

大ヲ
ホ

鳥ト
リ

郡 

田ク
サ

部ヘ

（

日
イ

部
久
散
倍
）、
攝

津
國　

住ス
ミ

郡

ヨ
シ

 

大ヲ
ホ

依ヨ
サ
ミ羅（
於
保
与
佐
美
）
嶋
上
郡 

服ハ
ト
リ織
部（
波
止
利
）

　

和
泉
國
「
田ク
サ

部ヘ

」

日
イ

は
、「
日
下
部
」
が
、
［高］「

部
」
の
よ
う
に
合
字
を
作

っ
た
り
、
［急］「
日
下
部
久
佐
倍
」
の
よ
う
に
「
下
」
を
省
略
し
た
り
し
て
、
二

字
化
し
た
も
の
で
あ
る
（「
田
」
は
「
日
」
の
誤
り
と
見
ら
れ
る
）。
［高］ 

［名］
一

致
す
る
（
［急］
も
）
ク
サ
ベ
の
訓
は
、「
下
」
を
省
略
し
た
際
に
、「
下
」
に
当

た
る
と
も
見
ら
れ
る
カ
が
脱
落
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

遠
江
國　

蓁ハ
イ

原ハ
ラ

郡 

勝カ
ツ

間マ

田タ

（
加
知
末
多
）、
甲
斐
國　

巨コ

麻マ

郡 

等ト

々ヽ

刀ロ
キ﹇

力
﹈

（
等
々
力
止

呂
支
）
真マ

衣キ
ノ
国
用
真
木
野
三
字（
國
用
真

　
　
末木野
三
字
木
乃
）
都
留
郡 

相サ
カ

模ン

野ノ

（
左

加
无
乃
）
多タ　

良
ハ
　
ラ

（
太
波
良
）、
武
蔵
國　

久ク

良ラ
キ

°郡
岐
イ 

服ハ

織ト

田タ

（
波
度
多
）、
上
総

國
　

長ナ
カ
ラ柄

郡 

長ハ
　
セ谷

部ヘ

（
長
谷
部
波
世
倍
）

　

遠
江
國
「
勝カ

ツ

間マ

田タ

（
加
知
末
多
）」
は
、
カ
ツ
﹇
勝
﹈
の
連
用
形
・
終
止
形
の

差
で
あ
る
が
、
［急］「
加
都
万
多
」
と
合
わ
せ
て
カ
ツ
マ
タ
と
訓
ん
で
お
く
。
甲

斐
國
「
真マ

衣キ
ノ

」
は
、
［高］ 

［名］
一
致
し
て
「
国
用
真
木
野
三
字
」
と
あ
る
（
異
な
り
は

あ
る
が
［急］
も
）
よ
う
に
、「
真
衣
」
は
「
真
木
野
」
の
二
字
化
で
あ
る
。

　

武
蔵
國
「
服ハ

織ト

田タ

（
波
度
多
）」
は
、
ハ
ト
リ
タ
の
リ
の
脱
落
と
見
ら
れ
る
。

　

上
総
國
「
長ハ
　
セ谷
部ヘ

（
長
谷
部
波
世
倍
）」
は
、「
長
谷
部
」
の
二
字
化
が
よ
く

見
え
る
例
で
あ
る
）
23
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近
江
國　

滋シ

賀カ

郡 

錦ニ
シ

織コ
リ

部（
邇
之
古
利
）
野ヤ

洲ス

郡 

服ハ
ト
リ織

部（
波
止
利
）、
坂サ

カ

田タ

郡 

上カ
ン
ツ

丹ニ

生フ

（
加
无
津
邇
布
）
浅ア
サ

井イ

郡 

錦ニ
シ

織コ
リ

部（
邇
之
古
利
）、
上
野
國 

利ト

根ネ

郡
ナ

 　

呉ク
ル
ミ桃（
奈
久
留
美
）

若
狹
國　

遠ヲ
ニ

敷フ

郡府 

（い）
遠
敷（
乎
邇
布
）
大ヲ
ホ

飯イ

郡 

（い）
大
飯（
於
保
比
）、
越
前

國　

丹ニ

生フ

郡 

朝ア
サ
フ

　

津ツ

（
安
左
不
豆
）
今イ
マ

立タ
テ

郡 

服ハ
ト
リ織
部（
波
止
利
）、
越
後
國

頸ク
ヒ

城キ

郡府 

五イ十
公キ

ミ（
以
支
美
）

　

若
狹
國
遠
敷
郡
「
（い）
遠
敷（
乎
邇
布
）」
は
、
第
二
節
に
見
た
郡
名
と
同
様
に

郷
名
も
三
字
地
名
「
小
丹
生
」
の
二
字
化
で
あ
る
。
大
飯
郡
「
（い）
大
飯（
於
保

比
）」
は
、
第
二
節
に
見
た
郡
名
「
大
飯
田
」
と
合
わ
せ
て
見
る
と
、
タ
の

脱
落
し
た
も
の
が
［高］ 

［名］
仮
名
遣
の
み
の
差
で
あ
る
。

　

越
後
國
「
五イ十
公キ

ミ（
以
支
美
）」
は
、
［急］「
五
十
公
以
木
美
」
に
対
し
て
、
三
字

地
名
で
あ
る
こ
と
［高］ 

［名］
一
致
し
て
い
る
。

丹
波
國　

氷ヒ

上カ
ミ

郡 

春カ
ス
カ日
部ヘ

（
加
須
可
倍
）

美
作
國　

勝カ
ツ

田マ
タ

郡 

（い）
勝
間
田（
加
豆
末
太
）、
備
前
國　

邑
久
郡 

服ハ
ト
リ織
部

（
波
止
利
）、
安
藝
國　

賀
茂
郡 

訓ヤ
ナ

養ク
ニ（
夜
奈
久
邇
）

　

安
藝
國
「
訓ヤ

ナ

養ク
ニ（
夜
奈
久
邇
）」
は
、「
養
訓
」
の
転
倒
と
見
ら
れ
、
三
字
地

名
「
養

訓
」
の
省
略
と
見
ら
れ
て
）
24
（

、
［急］「
也
万
久
尓
」
を
参
照
す
る
と
、
［高］ 

［名］
一
致
と
言
え
る
。

土
左
國　

香カ
ヽ

美ミ

郡 

宗ソ

我カ

部ヘ

（
宗
我
部
曽
加
ヘ
）
長ナ
カ

岡ヲ
カ

郡府 

宗ソ

我カ

部ヘ

（
宇﹇
宗
﹈我

部
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曽
加
ヘ
）
大ヲ
ホ

曽ソ

祢ネ

（
大
曽
祢
於
保
曽
祢
）

　

土
左
國
「
宗ソ

我カ

部ヘ

（
宗
我
部
曽
加
ヘ
）」「
宗ソ

我カ

部ヘ

（
宇﹇
宗
﹈
我
部
曽
加
ヘ
）」
お
よ
び

「
大ヲ
ホ

曽ソ

祢ネ

（
大
曽
祢
於
保
曽
祢
）」
は
、「
宗
我
部
」「
大
曽
祢
」
の
二
字
化
が
よ

く
見
え
る
例
で
あ
る

）
25
（

。

筑
前
國　

早サ
ハ
ラ良

郡 

曽ソ

我カ

部（
曽
加
ヘ
）、
日
向
國　

諸ム
ナ

　

縣カ
タ

郡

﹇
ラ
﹈

 

瓜
生
野
国

内
加
野
字
云
宇
利
布
乃（
國
内
加
野
字
云
宇
利
布
乃
）、
大
隅
國　

桑
原
郡府 

仲
津
川
国
用

仲
津
川
三
字（
國
用
仲
津
川
三
字
）

　

筑
前
國
「
曽ソ

我カ

部（
曽
加
ヘ
）」
は
、
［高］「
曽
加
ヘ
」
か
ら
見
て
三
字
地
名
の
省

略
で
、
省
略
さ
れ
た
「
部
」
に
当
た
る
ベ
が
脱
落
し
た
か
と
見
ら
れ
る
。

　

日
向
國
「
瓜
生
野
国
内
加
野
字
云
宇
利
布
乃（
國
内
加
野
字
云
宇
利
布
乃
）」・
大
隅
國
「
仲

津
川
国
用
仲
津
川
三
字（
國
用
仲
津
川
三
字
）」
は
、
名
博
本
に
傍
訓
が
な
い
が
注
に
よ

り
訓
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
に
挙
げ
る
が
、「
国
内
…
」「
国
用
…
」
の
注
に

よ
り
三
字
地
名
の
省
略
と
見
ら
れ
、「
国
内
…
」「
国
用
…
」
の
注
が
い
ず
れ
も
［高］ 

［名］
一
致
し
て
い
る
（
異
な
り
は
あ
る
が
［急］
も
）。

四
　

高
山
寺
本
の
訓
注
と
名
博
本
の
傍
訓
（
一
）

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
名
博
本
の
郷
名
の
多
く
に
は
傍
訓
が
付
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
高
山
寺
本
の
郷
名
の
訓
注
と
対
応
し
て
い
る
も
の

が
多
い
。
つ
ま
り
、
高
山
寺
本
系
の
訓
注
を
名
博
本
の
傍
訓
に
改
め
た
か
と

考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

無
論
、
高
山
寺
本
の
郷
名
に
訓
注
が
あ
る
の
に
名
博
本
の
郷
名
に
傍
訓
が

な
い
も
の
も
あ
り
、
高
山
寺
本
の
郷
名
に
訓
注
が
な
い
の
に
名
博
本
の
郷
名

に
傍
訓
が
あ
る
も
の
も
あ
る
。
以
下
、
高
山
寺
本
の
訓
注
と
名
博
本
の
傍
訓

と
を
対
照
し
て
検
討
し
た
い
が
、
第
三
節
に
挙
げ
た
例
を
除
い
て
（
★

印
の

1
例
は
再
度
挙
げ
る
）、
と
り
あ
え
ず
、

（イ）
高
山
寺
本
に
訓
注
等
が
あ
り
、
名
博
本
に
傍
訓
が
あ
る
も
の

（ロ）
高
山
寺
本
に
訓
注
等
が
あ
り
、
名
博
本
に
傍
訓
が
な
い
も
の

（ハ）
高
山
寺
本
に
訓
注
等
が
な
く
、
名
博
本
に
傍
訓
が
あ
る
も
の

（ニ）
そ
の
他

の
よ
う
に
分
類
し
て
挙
げ
よ
う
と
考
え
る
。「
訓
注
等
」
と
し
た
の
は
、
訓

注
で
は
な
い
注
に
よ
っ
て
訓
が
知
ら
れ
る
も
の
を
含
む
意
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
、
こ
の
分
類
で
は
（ロ）
に
当
た
る
も
の
の
中
に
、
注
意
さ
れ
る
も
の

が
い
く
ら
か
あ
る
。
そ
れ
は
、
高
山
寺
本
の
郷
名
に
訓
注
が
あ
り
、
名
博
本

の
郷
名
に
傍
訓
が
な
い
が
、
そ
の
郷
名
と
同
名
の
郡
名
が
あ
り
、
名
博
本
の

（
郷
名
欄
の
）
郡
名
に
傍
訓
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
既
に
郡
名
に

傍
訓
を
付
し
た
の
で
、
改
め
て
郡
名
と
同
名
の
郷
名
に
傍
訓
を
付
す
の
を
省

略
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
（イ）
に
準
じ
た
も
の

と
見
て
、
（い）
と
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
中
に
は
、
郡
名
と
同
名
の
郷
名
に

も
傍
訓
を
付
し
た
も
の
も
あ
る
（
（イ）
の
ま
ま
＊

印
を
付
す
）。
ま
た
、
（ロ）
か
ら

（い）
を
除
い
た
も
の
を
（ろ）
と
示
す
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
、
（イ）
・
（い）
の
例
を
一
括
し
て
挙
げ
る
。
郷
名
に
傍
訓
が
あ
れ
ば
（イ）
、

傍
訓
が
な
け
れ
ば
（い）
で
あ
る
が
、
後
者
は
、
（い）
と
示
し
、「
［名］
郡
名
に
傍
訓
」

と
示
す
の
を
省
略
す
る
。
な
お
、
訓
注
で
「
末
」
字
が
「
未
」
に
な
っ
て
い

る
も
の
も
「
末
」
と
示
す
こ
と
に
し
、
ま
た
、
傍
訓
の
「
子
」
字
は
「
子
」

の
ま
ま
示
す
こ
と
に
す
る
。

　

以
下
に
一
々
述
べ
な
い
が
、
名
博
本
の
郷
名
の
傍
訓
に
お
い
て
、
第
二
節
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に
見
た
郡
名
の
傍
訓
と
同
様
に
、
ワ
↓
ハ 

3
例
、
ハ
↓
ワ 

2
例
、
ヰ
↓
イ 

28
例
、
ヒ
↓
イ 

8
例
（
う
ち
、
第
三
節
（い） 

1
例
）、
イ
↓
ヒ 

4
例
、
ヒ
↓

ヰ 
1
例
、
フ
↓
ウ 

3
例
、
ウ
↓
フ 

1
例
、
エ
↓
ヘ 

5
例
、
ヱ
↓
ヘ 

3

例
、
オ
↓
ヲ 
47
例
（
う
ち
、
（い） 

1
例
、
第
三
節
2
例
、
第
三
節
（い） 

1
例
）、

ホ
↓
ヲ 

3
例
、
ム
↓
ン 

23
例
（
う
ち
、
第
三
節
2
例
）、
ウ
↓
ム 

1
例
、

の
よ
う
な
仮
名
遣
の
差
に
よ
る
も
の
が
多
く
見
え
て
、
永
禄
九
年
の
書
写
と

し
て
は
、
そ
の
よ
う
で
も
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

山
城
國　

乙ヲ
ト

訓ク
ニ

郡 

物モ

集ス
メ（
毛
都
米
）
大ヲ
ホ

岡ヲ
カ（
於
保
乎
賀
、
葛
野
郡
）
石
作 

石イ
シ

川ツ
ク
リ（
石
作
以
之
都
久
利 

石
川
）、
カ
ト

野ノ

郡 

川カ
ハ

邊ノ
ヘ（
賀
波
乃
倍
）
（い）
葛
野（
賀
止
乃
）

川カ
ハ

嶋シ
マ（
加
波
之
万
）
上カ

ン
ツ

 

林ハ
ヤ
シ（
加
无
都
波
也
之
）
田タ

邑ム
ラ（
多
牟
良
）、
愛ヲ

宕タ
キ

郡 

蓼タ
テ

倉ク
ラ

（
多
弖
久
良
）
粟ア
ハ

田タ

有
上
下（
阿
波
太 

有
上
下
）
小ヲ

野ノ

（
乎
乃
）
八ヤ

坂サ
カ（
也
佐
賀
）
鳥ト
リ

戸﹇
ヘ
﹈

（
度
利
戸
）
＊

愛ヲ

宕タ
キ（
於
太
支
）
出イ
ツ
モ雲
有
上
下（
以
都
毛 
有
上
下
）、
紀キ

伊イ

郡 

岡ヲ
カ

田タ

（
乎

賀
多
）
鳥ト

羽ハ

（
止
波
）
拜ハ
ヤ

志シ

（
波
夜
之
）、
久ク

世セ

郡 
竹タ
カ

渕フ
チ（
太
賀
布
智
）
那ナ

羅ラ

（
奈

良
）
那ナ
イ
キ紀（
奈
癸
）
26
（

）
栗ク
リ

隈ク
マ（
久
利
久
万
）
富ト
ン

野ノ

（
止
无
乃
）、
相サ
カ

樂ラ﹇
カ
﹈

郡 

＊

相サ
カ

樂ラ
カ（
佐

賀
良
賀
）
水イ

ツ
ミ泉（
以
豆
美
）

大
和
國　

添ソ
ウ
ノ

 

上カ
ミ

郡 

楊ヤ
キ

生フ

（
也
支
布
）
八ヤ

嶋シ
マ（
八
島
也
之
万
）
春カ
ス
カ日（
賀
須
賀
）、

添
下
郡 

鳥ト
リ

貝カ
ヒ（
止
利
加
比
）、
平ヘ

群ク
リ

郡 

飽ア
ク

波ナ
ミ（
阿
久
奈
美
）
＊

平ヘ

郡ク
リ（
倍
久
利
）
額ヌ
カ

田タ

（
奴
可
多
）、
カ
ツ

　

 

上カ
ミ

郡

ラ
キ
ノ

 

楢ナ
ラ

原ハ
ラ（
奈
良
波
良
）、
宇ウ

智チ

郡 

阿ア

陀ダ

（
二
音
可
濁
讀
）、

宇ウ

陀タ

郡 

漆ヌ
リ

部ヘ

（
奴
利
倍
）
浪ナ
ム

坂サ
カ（
奈
无
左
賀
）
笠カ
サ

間マ

（
加
左
万
）、
城シ
キ

上
ノ
カ
ミ

郡 

大ヲ
ホ

神ム
ハ（
於
保
无
和
）
長ハ

谷セ（
波
都
世
）
忍ヲ

坂サ
カ（
於
左
賀
）、
城
下
郡 

大ヲ
ホ

和ヤ
マ 

（ト

於
保
也
万
止
）

三ミ

宅ヤ
ケ（
美
也
介
）
鏡カ
ヽ
ミ

 

作ツ
ク
リ（
加

美
都
久
利
）、
高タ
ケ
チ市

郡府 

檜ヒ
ノ

前ク
マ（
比
乃
久
万
）
雲ウ
ナ

梯テ

（
宇
奈
弖
）、
山
邊
郡 

長ナ
カ

屋ヤ

（
奈
賀
夜
）
石イ
シ

生ナ
リ（
以
之
奈
利
）
石イ
ソ
ノ

 

上カ
ミ（
以
曽
乃
加
美
）

河
内
國　

高タ
カ

安ヤ
ス

郡 

玉タ
マ
ノ

祖ヲ
ホ﹇
ヤ
﹈（
多
万
乃
於
乎
﹇
也
﹈）、

河カ
ウ
チ内

郡 

額ヌ
カ

田タ

（
沼
賀
太
）、
茨マ
イ 

﹇ 
 

﹈

田
﹇ヽ
衍
﹈タ

郡 

伊イ

香カ
コ（
以
加
古
）、
交カ
タ

野ノ

郡 

葉
ク
ス
ハ
（
久
須
波
）、
澁シ
フ

河カ
ハ

郡 

竹タ
カ

渕フ
チ（
多
加
不

千
）、
志シ

紀キ

郡府 

井イ
ノ
ヘ於（
為
乃
倍
）、
丹タ
チ

比ヒ

郡 

三ミ

宅ヤ
ケ（
美
也
計
）
狹サ

山ヤ
マ（
左
夜
万
）

和
泉
國　

大ヲ
ホ

鳥ト
リ

郡 

（い）
大
鳥（
於
保
止
利
）
和ワ﹇
ニ
﹈

 

田キ
タ（
邇
岐
多
）
上カ
ツ

神ミ
ハ（
加
都
美
和
）

大ヲ
ウ

村ム
ラ（
於
保
无
良
）
土ハ
ニ

師シ

（
波
邇
之
）
蜂ハ
チ

田タ

（
波
智
太
）
石イ
シ

津ツ

（
以
之
都
）
塩シ
ホ

穴ア
ナ（
之
保

阿
奈
）
常ツ﹇

フ
﹈

 

陵カ
ヒ
今
為
深
井（
今
為
深
井 

布
賀
為
）、
和
泉
郡府 

上カ
ン
ツ

泉イ
ツ
ミ（
加
无
津
以
豆
美
）

山ヤ
マ

直タ
ヘ（
夜
末
太
倍
）
木キ
ノ

嶋シ
マ（
岐
乃
之
万
）、
日ヒ

根子

郡 

鳥ト

取ヽ
リ（
止

利
）

攝
津
國　

住ス
ミ

郡

ヨ
シ

 

住ス
ン

道チ

（
須
无
知
）
杭ク

全マ
タ（
久
万
太
）
榎エ
ナ
ツ津（
江
奈
都
）、
嶋
上

郡 

真マ

上カ
ミ（
万
賀
美
）、
嶋
下
郡 

新ニ
ヒ

野ヤ

（
邇
比
夜
）
安ア

威イ

（
阿
井
）、
豊テ

嶋シ
マ

郡 

大ヲ
ホ

明ア
ケ（
於
保
阿
計
）
桑ク
ハ

津ツ

（
久
波
都
）、
河カ
ハ

邊ノ
ヘ

郡 

雄ヲ

家ヘ

（
乎
倍
）
大ヲ
ホ

神ン
ハ（
於
保
无
和
）、

武
庫
郡 

雄ヲ

田タ

（
乎
多
）、
有ア

リ

馬マ

郡 

羽ハ

束ツ
カ（
波
都
賀
）
忍ヲ

シ

壁カ
ヘ
有
上
下（
於
之
加
倍 

有
上

下
）、
八ヤ
タ
ヘ部

郡 

生イ
ク

田タ

（
伊
久
多
）、
能
勢
郡 

雄ヲ

村ム
ラ（
乎
无
良
）
枳キ

根子

（
岐
祢
）

　

山
城
國
乙
訓
郡
「
物モ

集ス
メ（
毛
都
米
）」
は
、
［高］
に
よ
る
モ
ヅ
メ
と
四
つ
仮
名
が

合
わ
な
い
が
、
永
禄
九
年
に
は
混
同
が
始
ま
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。「
石

作 

石イ
シ

川ツ
ク
リ（
石
作
以
之
都
久
利 

石
川
）」
は
、
二
つ
の
郷
名
を
混
同
し
て
傍
訓
を

付
す
箇
所
を
誤
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
愛
宕
郡
「
鳥ト

リ

戸﹇
ヘ
﹈（
度
利
戸
）」
は
、
［急］「
度
利

倍
」
も
参
照
さ
れ
る
。
紀
伊
郡
「
拜ハ
ヤ

志シ

（
波
夜
之
）」
は
、
［急］「
波
以
之
」
を
参
照

す
る
と
、
［高］ 

［名］
一
致
と
言
え
る
。
久
世
郡
「
那ナ
イ
キ紀（
奈
癸
）」
は
、
［高］
に
よ
り

ナ
キ
と
訓
む
方
が
よ
い
と
見
ら
れ
て
（
［急］
無
訓
）、
ナ
イ
キ
の
イ
は
不
明
で
あ

る
。
相
楽
郡
「
水イ
ツ
ミ泉（
以
豆
美
）」
は
、
一
字
地
名
「
泉
」
の
二
字
化
で
あ
る
。

　

大
和
國
平
群
郡
「
平ヘ

郡ク
リ（
倍
久
利
）」
は
、
郡
名
「
平
群
」
に
対
し
て
、
郷
名

は
［高］ 
［名］「
平
郡
」（
［急］「
平
群
倍
久
利
」）
で
あ
り
、
通
常
で
な
い
表
記
が
［高］ 

［名］
一

致
し
て
い
る
。
宇
智
郡
「
阿ア

陀ダ

（
二
音
可
濁
讀
）」
は
、傍
訓
に
濁
点
が
あ
る
。
城

上
郡
「
長ハ

谷セ（
波
都
世
）」
は
、
ツ
の
促
音
便
の
脱
落
と
見
ら
れ
る
。

﹇ 
 

﹈

119



（11）

人文学部研究論集（第32号）

　

河
内
國
高
安
郡
「
玉タ
マ
ノ

 

祖ヲ
ホ﹇
ヤ
﹈（
多
万
乃
於
乎
﹇
也
﹈）」

は
、
［急］「
多
末
乃
於
也
」
に
よ
り
タ

マ
ノ
オ
ヤ
が
本
来
と
見
ら
れ
る
）
27
（

。
茨
田
郡
「
伊イ

香カ
コ（
以
加
古
）」
は
、
二
合
仮
名

カ
ゴ
・
カ
ガ
の
差
で
あ
る
［急］「
以
加

」
を
参
照
す
る
と
［高］ 

［名］
一
致
と
言
え

る
。

　

和
泉
國
大
鳥
郡
「
和ワ﹇
ニ
﹈

 

田キ
タ（
邇
岐
多
）」
の
ワ
キ
は
、
音
ワ
﹇
和
﹈
に
影
響
さ

れ
た
誤
り
と
見
ら
れ
る
。「
上カ
ツ

神ミ
ハ（
加
都
美
和
）」
は
、
［急］「
加
无
都
美
和
」
を
参
照

す
る
と
、
［高］ 

［名］
仮
名
遣
の
差
の
み
で
あ
る
。「
大ヲ
ウ

村ム
ラ（
於
保
无
良
）」
の
ヲ
ウ
の

ウ
は
、
ホ
が
ハ
行
転
呼
し
た
ヲ
の
変
化
か
と
見
ら
れ
る
が
、
字
形
の
近
い
ヲ

の
誤
り
と
見
る
方
が
よ
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。「
塩シ

ホ

穴ア
ナ（
之
保
阿
奈
）」
は
、

［急］「
之
保
乃
阿
奈
」
を
参
照
す
る
と
、
［高］ 
［名］
一
致
と
言
え
る
。「
常ツ﹇
フ
﹈

 

陵カ
ヒ（
布
賀
為
）」

は
、
［高］ 

［名］
一
致
し
て
（
［急］
も
）「
今
為
深
井
」
と
あ
る
。

　

攝
津
國
住
𠮷
郡
「
榎エ
ナ
ツ津（
江
奈
都
）」
は
、
［急］「
以
奈
都
」
を
参
照
す
る
と
、
［高］ 

［名］
一
致
と
言
え
る
。
有
馬
郡
「
羽ハ

束ツ
カ（
波
都
賀
）」
は
、
［急］「
波
都
加
之
」
に
よ
る

と
、
三
字
地
名
「
羽
束
志
」
の
省
略
で
、
省
略
さ
れ
た
「
志
」
に
当
た
る
シ

が
脱
落
し
た
と
と
ら
え
ら
れ
、
［高］ 

［名］
一
致
し
て
い
る
。

伊
賀
國　

名ナ

張ハ
リ

郡 

（い）
名
張（
奈
波
里
）

伊
勢
國　

桒ク
ハ

名ナ

郡 

野ノ

代シ
ロ（
能
之
呂
）
尾ヲ

津ツ

（
乎
豆
）
熊ク
マ

口ク
チ（
久
万
久
知
）、
┌
名

員イ
ナ

辨ヘ

郡イ 

耶ヤ

摩マ

（
夜
万
）
笠カ
サ

間マ

（
加
左
万
）
石イ
シ

加カ

（
以
之
賀
）
美ミ

耶ヲ

（
美
乎
）、
朝ア
サ
ケ明

郡

田タ

光ヒ
カ（
太
比
加
）
大ヲ

ホ

金カ
子（
於
保
加
祢
）
訓ク

ル

覇ヘ

（
久
流
倍
）、
三ミ

重ヘ

郡 

采ウ
子

女メ

（
宇
祢
米
）

河カ
ハ

後シ
リ（
加
波
之
利
）
柴シ
ハ

田タ

（
之
波
多
）
刑ヲ
サ

部カ
ヘ（
於
佐
賀
倍
）、
河カ
ハ

曲コ﹇
ワ
﹈

郡 

中ナ
カ

跡ト

（
奈
賀

止
）
海ア
マ

部ヘ

（
安
万
）、
賀カ

美ミ

（
加
美
）
資シ

母モ

（
之
毛
）
深フ
カ

田タ

（
布
賀﹇
タ
﹈）、

鈴ス
ヽ

鹿カ

郡

英ア
カ

太タ

（
阿
賀
多
）
長ナ
カ

世セ

（
奈
賀
勢
）
（い）
鈴
鹿（
須

加
）
枚ヒ
ラ

田タ

（
比
良
多
）、
奄ア
ン

藝キ

郡

田タ

井イ

（
太
井
）
窪ク
ホ

田タ

（
久
保
多
）、
安ア

濃ノ

郡 

建タ
ケ

部ヘ

（
多
計
倍
）
村ス
ク
リ主（
須
久
利
）
内ウ
チ

田タ

（
宇
知
多
）
英ア
カ

太タ

（
須阿
賀
多
）
跡ア
ト

部ヘ

（
阿
度
倍
）
長ナ
カ

生ヤ

（
奈
賀
夜
）
石イ
シ

田タ

（
以
波
多
）

片カ
タ

縣カ
タ（
賀
太
加
多
）、
壹
志
郡 

嶋シ
マ

抜ヌ
キ（
之
万
沼
支
）
民ミ
ノ

太タ

（
美
乃
多
）
須ス

可カ

（
須
加
）

呉ク
レ

部ヘ

（
久
礼
ヘ
）、
飯イ
ヒ

高タ
カ

郡 

上カ
ン
イ

　

 

枚
﹇
ツ
﹈ヒ
ラ（
上
牧﹇
枚
﹈加
无
津
比
良
）
丹ニ

生フ

出
水
銀（
邇
布 

出

水
銀
）、
飯イ

ヒ

野ノ

郡 

乳チ

熊ク
マ（
千
久
万
）
兄エ

國ク
ニ（
江
久
尓
）、
多タ

氣ケ

郡 

相ア
フ

可カ

（
阿
布
加
）

有ウ

貳ニ

（
宇
尓
）
（い）
多
氣（
多
計
）
麻ヲ

積ウ
ミ（
乎
宇
美
）
流ナ
カ

田レ
タ（
奈
加
礼
多
）
櫛ク
シ

田タ

（
久
之

多
）、
度ワ
タ

會ラ
ヘ

郡 

田タ
ノ
ヘ邊（
多
乃
倍
）
城キ

田タ

（
岐
多
）
湯ユ

田タ

（
由
太
）
伊イ

蘓ソ

（
以
曽
）
高タ
カ

田ン
タ（
多
加
无
古
）
箕ミ
ノ

田タ

（
美
乃
和
）
継ツ
キ

橋ハ
シ（
津
岐
波
之
）
二フ
タ

見ミ

（
布
多
美
）
伊イ

氣ケ

（
以
計
）

尾
張
國　

中ナ
カ

嶋シ
マ

郡 

小ヲ

塞セ
キ（
乎
世
支
）
茜ア
カ 

部
子
ナ
ヘ（
阿
加
祢
倍
）、
山
田
郡 

兩フ
タ

村ム
ラ（
雨﹇
兩
﹈

村
布
多
无
良
）、
愛
智
郡 

成ナ
ル
ミ海（
奈
留
美
）

參
河
國　

碧ア
ウ
ミ海

郡 

依ヨ
ル
ミ網（
依
納﹇
網
﹈与
流
美
）
鷲ワ
シ

取ト
リ（
和
之
止
利
）
大ヲ
ホ

市イ
チ（
於
保
以
知
）、

幡ハ

豆ツ

郡 

礒シ

泊ハ
ト（
之
波
止
）
大ヲ
ホ

川カ
ハ（
於
保
加
波
）、
寶ホ

飫ヨ

郡府 

形カ
タ
ノ

原ハ
ラ（
加
多
乃
波
良
）

赤ア
カ

孫ヒ
コ（
阿
加
比
古
）
篠サ
ヽ

束ツ
カ（
之
乃
豆
加
）
豊ト
ヨ

川カ
ハ（
止
夜
加
波
）、
涯ア
ツ﹇

渥
﹈
美ミ

郡 

高タ
カ
シ蘆（
太

加
之
）
大ヲ
ホ

壁カ
ヘ（
於
保
加
ヘ
）

遠
江
國　

敷フ

知チ

郡 

蛭ヒ
ル

田タ

（
比
留
太
）
赤ア

カ

坂サ
カ（
安
加
左
賀
）
柴シ

ハ

江エ

（
之
波
江
）
海ア

間マ

（
阿
万
）、
引ヒ﹇
イ
﹈

 

佐ナ
サ

郡 

京ミ
ヤ

田コ
タ（
美
夜
古
太
）
渭イ

伊ヽ

（
為
以
）
伊イ
フ

福﹇
ク
﹈（
以
布
久
）、
麁ア
ラ

玉タ
マ

郡 

碧ア
ヲ

田タ

（
安
乎
多
）
赤ア
カ

狹サ

（
安
加
左
）、
長ナ
カ

上カ
ミ

郡 

茅チ

原ハ
ラ（
知
波
良
）
碧ア
ヲ

海ウ
ミ（
阿
乎
宇

三
）
河カ
ハ

邊ヘ

（
加
波
ヘ
）、
豊ト
ヨ

田タ

郡府 

蟾ヒ
キ

沼ヌ
マ（
比
支
奴
末
、
長
上
郡
）
壹イ
チ

志シ

（
以
知
之
、

同
）、
長ナ
カ

下シ
モ

⃞ 

貫ヌ
キ

名ナ

（
沼
岐
奈
）
老ヲ
ヒ

馬マ

（
於
以
万
）
通ト
ヲ
リ

 

張シ﹇
ク
﹈マ

﹇
隈
﹈（
通
隈
止
保
利
久
万
）、

周ス

智チ

郡 

小ヲ﹇
ヤ
マ
﹈山（
乎
也
末
）、
山ヤ
マ

名ナ

郡 

衾フ
ス

田マ
タ（
不
須
末
多
）、
佐サ

野ノ

郡 

邑イ
ヒ

代シ
ロ（
以
比

之
呂
）、
城キ

飼カ
ウ

郡 

新ニ
ヒ

井イ

（
邇
比
為
）
鹿カ
ラ
コ城（
加
良
古
）
朝ア
サ

夷イ
ナ（
阿
佐
比
奈
）
松マ
ツ

渕フ
チ（
末

豆
不
知
）
土ヒ
チ

形カ
タ（
比
知
可
多
）
狹サ

束ツ
カ（
左
豆
加
）

駿
河
国　

益マ
シ

頭ツ

郡 

澤サ
ハ
イ會（
佐
波
比
）
飽ア
ク

波ナ
ミ（
阿
久
奈
美
）
八ヤ

田タ

（
夜
太
）
高タ
カ

楊ヤ
ナ
キ 

（
太
加
夜
支
）、
有ウ

度ト

郡 

内ウ
ツ

屋ノ
ヤ（
宇
都
乃
夜
）
真マ

壁カ
ヘ（
末
加
倍
）
他ヲ
サ

田タ

（
乎
左
多
）
新ニ
イ
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居ヽ

（
尓
比
井
）
詫タ

ク﹇
託
﹈美ミ

（
太
久
美
）、
安ア

倍ヘ

郡府 

川カ
ハ

邊ノ
ヘ（
加
八
乃
ヘ
）
廣ヒ

ロ

伴ト
モ（
比
呂
止
毛
）

葛
間
カ
ツ
ラ
マ（
加
豆
良
末
）
川カ
ハ

津ツ

（
加
波
都
）
八ヤ

社ケ
シ（
夜
計
之
）
横ヨ
コ

太タ

（
与
古
太
）、
廬イ
ホ

原ハ
ラ

郡

西セ

奈ナ

（
世
奈
）
河カ
ハ

名ナ

（
加
波
奈
）
蒲カ
ン

原ハ
ラ（
加
无
八
良
）
奥ヲ
キ

津ツ

（
息
津
於
岐
豆
）、
富
士

郡 
小ヲ

坂サ
カ（
乎
左
加
）
姬ヒ

名ナ

（
比
奈
）、
駿ス
ル

河カ

郡 

矢ヤ

集ツ
メ（
夜
豆
米
）
子子

松マ
ツ（
古
末
ツ
）

横ヨ
コ

走ハ
シ
リ（
与
古
波
之
利
）

伊
豆
國　

田タ

方カ
タ

郡府 

直タ
シ 

見ミ（
多
久
美
）

甲
斐
國　

山ヤ
マ

梨ナ
シ

郡 
井イ
ノ

上ウ
ヘ（
為
乃
ヘ
）
石イ
サ
ハ禾（
以
左
和
）
表ウ
ワ

門ト

（
寄
﹇
宇
﹈波

止
）、
八ヤ

代シ
ロ

郡府 

（い）
八
代（
也
都
之
呂
）
長ナ
カ

江ヘ

（
奈
加
江
）
白シ
ラ

井イ

（
之
良
為
）
沼ヌ
マ

尾ノ
ヲ（
奴
末
乃
乎
）、

巨コ

麻マ

郡 

逸ヘ

見ミ

（
速
見
倍
美
）
栗ク
リ

原ハ
ラ（
久
利
波
良
）
靑ア
ヲ

沼ヌ
マ（
安
乎
奴
末
）、
都
留
郡

 

福フ
シ 

地
﹇
ク
﹈チ（
布
久
知
）

相
模
國　

足
下
郡 

足ア
シ

柄カ
ラ（
安
之
加
良
）、
餘ヨ

綾ロ
キ

郡 

（い）
餘
綾（
与
呂
支
）、
高タ
カ

座ク
ラ

郡 

深フ
カ

見ミ

（
不
加
美
）
寒サ
ン

川カ
ハ（
左
无
加
八
）、
御ミ

浦ウ
ラ

郡

┌
三
イ

（い）
御
浦（
御
津﹇
浦
﹈美
宇
良
）
氷ヒ

蛭ヽ
ル（
比

留
）
御ミ

﨑サ
キ（
御
美
左
支
）

武
蔵
國　

多タ

磨マ

郡 

小ヲ﹇
シ
マ
﹈嶋（
乎
之
末
）
石イ
シ

津ツ

（
以
之
都
）
狛コ
マ

江ヘ

（
古
万
江
）、
都ツ

筑キ

郡 

幡ハ
タ

屋ノ
ヤ（
波
多
乃
也
）、
久ク

良ラ
キ

°郡
岐
イ 

鮎フ
シ 

浦
﹇
ク
﹈ラ（
布
久
良
）
諸モ

ロ

岡ヲ
カ（
毛
呂
乎
加
）
洲ス

名ナ

（
須
奈
）
良ヨ
シ

﨑ハ
シ（
良
与
之﹇
ハ
シ
﹈）、

橘タ
チ

樹ハ
ナ

郡 

高タ
カ

田タ

（
多
賀
太
）
（い）
橘
樹（
多
知
波

奈
）
御ミ

宅ヤ
ケ（
美
也
計
）
縣ア
カ
タ

 

守モ
リ（
阿
加
多
毛
利
）、
荏エ

原ハ
ラ

郡 

蒲カ
マ

田タ

（
加
万
多
）
田タ

本モ
ト

（
多
毛
止
）
覺カ
ヽ

志シ

（
加

志
）
美ミ

田タ

（
三
多
）
木キ

田タ

（
支
太
）
櫻サ
ク

田ラ
タ（
左
久
良
多
）、
豊ト

嶋シ
マ

郡 

日ヒ
ノ
ト頭（
比
乃
止
）
占ウ
ラ

方カ
タ（
宇
良
加
多
）
荒ア
ラ

墓ハ
カ（
阿
良
波
加
）、
足ア

立タ
チ

郡 

★

堀ホ
ツ

津ト

（
發
度
）
殖ウ

ヘ

田タ

（
宇
恵
太
）
稲イ

ナ
ホ直（
伊
奈
保
）、
入イ

ル

間マ

郡 

麻ア
ロ

羽ハ

（
阿
露
波
）
大ヲ

ホ

家ヤ
ケ（
於

保
夜
計
）
廣ヒ
ロ

瀬セ

（
比
呂
世
）、
高コ
　
マ麗

郡 

（い）
高
麗（
古
万
）、
比ヒ

企キ

郡 

渭ヌ
ノ

後シ
リ（
沼
乃
之

利
）
都ツ

家ケ

（
豆
計
）
醎カ
ラ

瀬セ

（
加
良
世
）、
﨑サ
イ

玉タ
マ

郡 

太ヲ
ホ

田タ

（
於
保
多
）
笠カ
サ

原ハ
ラ（
加
左
波

良
）
草カ
ヤ

原ハ
ラ（
萱
原
加
夜
波
良
）、
男ヲ
フ

衾ス
マ

郡 

榎エ
ナ
ツ津（
江
奈
豆
）、
幡ハ

羅ラ

郡 

霜シ
モ

見ミ

（
之

﹇
﹈

﹇ 
 

﹈

保
三
）

安
房
國　

安ア

房ハ

郡 

太オ
ホ

田タ

（
於
保
多
）
塩シ
ホ

海ミ

（
之
保
三
）
麻ヲ

原ハ
ラ（
乎
波
良
）
神カ
ン
ノ

餘ア
マ
リ 

（
加
无
乃
安
末
利
）、
朝ア
サ

夷イ
ナ

郡 

御ミ

原ハ
ラ（
三
波
良
）
新ニ
フ

田タ

（
邇
布
多
）
大ヲ
ホ

瀦ヌ
マ（
於
保
奴
末
）

滿マ

禄ロ

（
万
呂
）、
長ナ

カ

狹サ

郡 

置ヲ
キ

津ツ

（
日
置
於
支
豆
）
田タ

原ハ
ラ（
多
波
良
）
酒サ

カ

井イ

（
左
加
井
）

伴ト
モ

部ヘ

（
止
毛
ヘ
）
丈ハ
セ
ツ

 

部カ
ヒ（
波
世
豆
加
比
）

上
総
國　

市イ
チ

原ハ
ラ

郡府 

海ア
マ

部ヘ

（
安
万
）、
江ヤ﹇
エ
﹈タ田（
衣
多
）
濕ウ
ル

津ヒ
ツ（
宇
流
比
豆
）
菊ク
ヽ

麻マ

（
久

万
）、
海ウ
ナ

上カ
ミ

郡 

稲イ
ナ

庭ニ
ハ（
伊
奈
尓
波
）
福フ
ク

良ラ

（
布
久
良
）
馬ム
マ

野ノ

（
无
万
乃
）、
望マ
ウ

陀タ

郡 

畔ア

治ハ
ル（
安
波
留
）
飲ヲ
﹇
飫
﹈布フ

（
飯﹇
飲
﹈冨
於
布
）、
周ス

淮エ

郡 

山ヤ
マ

家イ
ヘ（
也
万
以
ヘ
）、
長ナ
カ
ラ柄

郡 

管ツ
ヽ

見ミ

（
豆

美
）

常
陸
國　

新ニ
イ

治ハ
リ

郡 

月ツ
キ

波ハ

（
豆
支
波
）、
筑ツ
ク

波ハ

郡 

水ミ

守モ
リ（
三
毛
利
）

　

伊
勢
國
員
辨
郡
「
美ミ

耶ヲ

（
美
乎
）」
は
、「
美
耶
」
を
ミ
ヲ
と
訓
む
の
が
困
難

で
、
［急］「
美
耶
三
也
」
に
よ
り
ミ
ヤ
と
訓
む
の
が
よ
い
と
見
ら
れ
て
、
困
難
な

訓
み
が
［高］ 

［名］
一
致
し
て
い
る
。
三
重
郡
「
采ウ
子

女メ

（
宇
祢
米
）」
は
、
マ
行
―
バ
行

の
子
音
交
替
で
あ
る
［急］「
宇
祢
倍
」
を
参
照
す
る
と
、
［高］ 

［名］
一
致
と
言
え
る
。

河
曲
郡
「
海ア
マ

部ヘ

（
安
万
）」
は
、「
部
」
字
の
訓
ベ
の
な
い
例
の
方
が
多
い
）
28
（

。

「
深フ
カ

田タ

（
布
賀﹇
タ
﹈）」
は
、
［急］「
布
加
多
」
が
参
照
さ
れ
る
。
安
濃
郡
「
建タ
ケ

部ヘ

（
多
計

倍
）」
は
、
［急］「
太
介
无
倍
」
と
あ
り
、
タ
ケ
ル
ベ
の
撥
音
便
タ
ケ
ン
ベ
の
撥
音

が
脱
落
し
た
と
見
ら
れ
る
が
、
［高］ 

［名］
一
致
し
て
い
る
。「
長ナ
カ

生ヤ

（
奈
賀
夜
）」
は
、

「
長
生
」
を
ナ
ガ
ヤ
と
訓
む
の
が
困
難
で
、
［急］「
長
屋
奈
加
也
」
に
よ
り
「
長

屋
」
と
す
る
方
が
よ
い
と
見
ら
れ
、
訓
み
の
困
難
な
表
記
が
［高］ 

［名］
一
致
し
て

い
る
。「
石イ
シ

田タ

（
以
波
多
）」
は
、「
石
」
の
訓
イ
ハ
・
イ
シ
の
差
で
あ
る
が
、
［急］

「
伊
波
多
」
と
合
わ
せ
て
イ
ハ
タ
と
訓
ん
で
お
く
。
飯
高
郡
「
丹ニ

生フ

出
水
銀（
邇
布

出
水
銀
）」
は
、「
出
水
銀
」
が
［高］ 

［名］
一
致
し
て
い
る
。
度
會
郡
「
田タ
ノ
ヘ邊（
多
乃
倍
）」
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は
、
［急］「
田
部
多
乃
倍
」
を
参
照
す
る
と
、
表
記
が
［高］ 

［名］
一
致
と
言
え
る
。「
高タ
カ

田ン
タ（
多
加
无
古
）」
は
、
両
者
の
訓
が
異
な
る
が
、
訓
タ
カ
ム
コ
で
あ
れ
ば
「
高

向
」
と
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
）
29
（

。「
箕ミ
ノ

田タ

（
美
乃
和
）」
は
、
両
者
の
訓
が
異
な

る
が
、
訓
ミ
ノ
ワ
で
あ
れ
ば
「
箕
曲
」
と
あ
る
と
こ
ろ
で
、
［急］「
箕
曲
美
乃
和
」

が
本
来
と
見
ら
れ
る
。

　

尾
張
國
中
嶋
郡
「
茜ア
カ 

部
子
ナ
ヘ（
阿
加
祢
倍
）」
は
、
［高］
に
よ
り
ア
カ
ネ
ベ
と
訓
む

の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
［急］「
阿
加
奈
倍
」
に
よ
る
と
ア
カ
ナ
ベ
と
訓
む）

30
（

こ
と
に
な
り
、
ア
カ
ネ
ベ
と
ア
カ
ナ
ベ
と
が
混
淆
し
た
結
果
が
傍
訓
ア
カ
子

ナ
ヘ
に
な
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う

）
31
（

。

　

參
河
國
碧
海
郡
「
依ヨ
ル
ミ網（
依
納﹇
網
﹈与
流
美
）」
は
、
ヨ
ル
﹇
依
﹈
＋
ア
ミ
﹇
網
﹈

が
後
行
母
音
ア
の
脱
落
に
よ
っ
て
ヨ
ル
ミ
に
な
る
こ
と
は
あ
り
に
く
い
の
で

疑
問
が
持
た
れ
て
、
［急］「
依
与
佐
美
」
の
よ
う
に
ヨ
サ
ミ
と
訓
む
方
が
本
来

と
見
ら
れ
（
ヨ
ス
﹇
依
﹈
＋
ア
ミ
﹇
網
﹈
が
先
行
母
音
ウ
の
脱
落
に
よ
っ
て

ヨ
サ
ミ
に
な
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
）、
疑
問
の
あ
る
訓
が
［高］ 
［名］
一
致
し
て

い
る
。
寶
飫
郡
「
篠サ
ヽ

束ツ
カ（
之
乃
豆
加
）」
は
、
両
者
の
訓
が
異
な
る
が
、
［急］「
之
乃

都
加
」
と
合
わ
せ
て
シ
ノ
ヅ
カ
と
訓
む
の
が
よ
い
と
見
ら
れ
る
。「
豊ト
ヨ

川カ
ハ（
止
夜

加
波
）」
の
「
夜
」
は
、
通
常
、
音
仮
名
ヤ
に
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
訓

仮
名
ヨ
に
用
い
て
い
る
点
で
注
意
さ
れ
る
。

　

遠
江
國
引
佐
郡
「
伊イ
フ﹇
ク
﹈福（
以
布
久
）」
は
、
［急］「
以
布
久
」
も
参
照
さ
れ
る
。
長

上
郡
「
河カ
ハ

邊ヘ

（
加
波
ヘ
）」
は
、
［急］「
加
波
乃
倍
」
を
参
照
す
る
と
、
［高］ 

［名］
一
致
と
言

え
る
。
長
下
郡
「
通ト
ヲ
リ

 

張シ﹇
ク
﹈マ

﹇
隈
﹈（
通
隈
止
保
利
久
万
）」
は
、「
久
」
を
「
之
」
と
誤
っ

た
こ
と
に
よ
り
シ
マ
に
な
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
以
下
に
一
々
述
べ
な
い
が
、

こ
の
誤
り
は
他
に
も
例
が
多
い
）
32
（

。
周
智
郡
「
小ヲ﹇
ヤ
マ
﹈山（
乎
也
末
）」
は
、
［急］
「
乎
也
万
」

116

も
参
照
さ
れ
る
。
城
飼
郡
「
鹿カ
ラ
コ城（
加
良
古
）」
は
、
表
記
・
訓
が
［高］ 

［名］
一
致
し

て
い
る
（
［急］
も
）
が
、
カ
ラ
コ
と
訓
む
理
由
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
）
33
（

。

　

駿
河
國
益
頭
郡
「
高タ
カ

楊ヤ
ナ
キ（
太
加
夜
支
）」
は
、
連
体
助
詞
ナ
の
無
有
の
差
で
あ

る
が
、
［急］「
多
加
也
奈
木
」
と
合
わ
せ
て
タ
カ
ヤ
ナ
ギ
と
訓
ん
で
お
く
。
有
度

郡
「
詫タ
ク﹇

託
﹈美ミ（
太
久
美
）」
は
、
［急］「
託
美
多
久
美
」
を
参
照
す
る
と
、「
詫
」
の
表

記
が
［高］ 

［名］
一
致
し
て
い
る
。
安
倍
郡
「
八ヤ

社ケ
シ（
夜
計
之
）」
は
、「
社
」
を
ケ
シ

と
訓
め
る
か
問
題
で
あ
る
が
、
コ
ソ
の
母
音
交
替
で
あ
ろ
う
か
。
廬
原
郡

「
奥ヲ
キ

津ツ

（
息
津
於
岐
豆
）」
は
、
両
者
の
表
記
が
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
オ
キ
ツ

と
訓
む
こ
と
が
で
き
る
。
駿
河
郡
「
子子

松マ
ツ（
古
末
ツ
）」
の
傍
訓
は
、「
子
」
を

ネ
で
は
な
く
コ
に
用
い
て
い
る
点
で
注
意
さ
れ
る
。

　

伊
豆
國
田
方
郡
「
直タ
シ 

見ミ（
多
久
美
）」
は
、
［急］「
多

美
」
が
参
照
さ
れ
る
）
34
（

。
一

々
述
べ
な
い
が
、「
久
」「
之
」
と
「
」
と
の
誤
り
は
他
に
も
あ
る
。

　

甲
斐
國
山
梨
郡
「
井イ
ノ

上ウ
ヘ（
為
乃
ヘ
）」
は
、
後
行
母
音
ウ
が
脱
落
す
る
か
否
か

の
差
で
あ
る
が
、
［急］
「
井
乃
倍
」
と
合
わ
せ
て
ヰ
ノ
ヘ
と
訓
ん
で
お
く
。「
石イ

サ
ハ禾

（
以
左
和
）」
は
、
［急］「
伊
佐
波
」
の
よ
う
に
ハ
が
本
来
で
あ
る
。「
表ウ
ワ

門ト

（
寄
﹇
宇
﹈波

止
）」

は
、
［急］「
宇
波
止
」
が
参
照
さ
れ
る
。
八
代
郡
「
（い）
八
代（
也
都
之
呂
）」
は
、
第

二
節
に
見
た
郡
名
が
［急］「
夜
豆
之
呂
」・
［名］
ヤ
シ
ロ
で
あ
り
、
［急］
郡
名
と
［高］
郷
名

と
が
一
致
し
て
い
る
）
35
（

。
巨
麻
郡
「
逸ヘ

見ミ

（
速
見
倍
美
）」
は
、
工
藤
氏
「
古
代

形
容
詞
の
形
成
に
関
す
る
一
つ
の
問
題

―
ス
ミ
ノ
エ
と
ス
ミ
ヨ
シ
を
め
ぐ

っ
て

―
」）

36
（

の
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
「
速
見
」
を
ヘ
ミ
と
訓
む
こ
と
が
で
き

て
、「
逸ヘ

見ミ

」
も
同
様
に
ヘ
ミ
と
訓
む
こ
と
が
で
き
る
と
見
ら
れ
る
。

　

武
蔵
國
多
磨
郡
「
小ヲ﹇
シ
マ
﹈嶋（
乎
之
末
）」
は
、
［急］「
乎
之
万
」
も
参
照
さ
れ
る
。
久

良
郡
「
良ヨ
シ

﨑ハ
シ（
良
与
之﹇
ハ
シ
﹈）」
は
、
［急］「
良
椅﹇
埼
﹈与
之
波
之
」
が
参
照
さ
れ
る
。

﹇
﹈

﹇ 
 

﹈
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足
立
郡
「
堀ホ

ツ

津ト

（
發
度
）」
は
、
第
三
節
の
「
促
音
に
関
す
る
も
の
」
に
も
挙

げ
た
が
、「
津
」
を
ト
と
訓
む
の
は
ツ
の
母
音
交
替
と
見
ら
れ
て
、
［高］ 

［名］
一

致
し
て
い
る
。
入
間
郡
「
麻ア
ロ

羽ハ

（
阿
露
波
）」
は
、「
麻
羽
」
を
ア
ロ
ハ
と
訓
む

の
が
困
難
で
、
［急］「
阿
佐
波
」（
［元］「
安
佐
波
」）
の
訓
が
よ
く
、
困
難
な
読
み
が
［高］ 

［名］
一
致
し
て
い
る
。
幡
羅
郡
「
霜シ

モ

見ミ

（
之
保
三
）」
は
、
［急］「
之
毛
美
」
の
よ
う
に

モ
が
本
来
で
あ
る
。

　

安
房
國
長
狭
郡
「
置ヲ
キ

津ツ

（
日
置
於
支
豆
）」
の
［高］「
日
置
」
は
、
オ
キ
ツ
と
訓

む
の
が
困
難
で
、
［急］「
日
置
無
訓
」「
置
津
乎
木
津
」
が
誤
っ
て
一
つ
の
郷
名
に

な
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
（
［高］「
置
津
」
項
な
し
、
［名］「
日
置
」
項
な
し
）、
［名］「
置ヲ
キ

津ツ

」
は
本
来
の
も
の
に
よ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

上
総
國
市
原
郡
「
海ア
マ

部ヘ

（
安
万
）」
は
、
伊
勢
國
河
曲
郡
の
同
名
の
例
と
同

様
で
あ
る
。「
江ヤ﹇
エ
﹈タ田（
衣
多
）」
は
、
［急］「
衣
多
」
も
参
照
さ
れ
る
）
37
（

。
海
上
郡
「
稲イ
ナ

庭ニ
ハ（
伊
奈
尓
波
）」
は
、
撥
音
便
か
と
見
ら
れ
る
［急］「
伊
奈
无
波
」
を
参
照
す
る
と
、

［高］ 

［名］
一
致
と
言
え
る
。
望
陀
郡
「
飲ヲ
﹇
飫
﹈布フ

（
飯﹇
飫
﹈冨
於
布
）」
は
、
［急］「
飫
冨
於
布
」

の
よ
う
に
、
［名］「
飲
」・
［高］「
飯
」
と
も
に
「
飫
」
の
誤
り
と
見
ら
れ
る
。

近
江
國　

滋シ

賀カ

郡 

古フ
ル

市チ

（
布
留
知
）
真マ

野ノ

（
末
乃
）
大ヲ
ホ

友ト
モ（
於
保
止
毛
）、
栗ク
リ

太モ
ト

﹇
本
﹈
郡府 

物モ
ノ

部ヽ
ヘ（
毛
乃
ヽ
倍
）
木キ
ノ

河カ
ハ（
木
川
岐
乃
加
波
）、
甲カ
ウ

賀カ

郡 

老ヲ
イ

上カ
ミ（
於
支
加
三
）

夏ナ
ツ

身ミ

（
奈
豆
美
）
蔵ク
ラ

部フ

（
久
良
倍
）、
野ヤ

洲ス

郡 

三ミ

上カ
ミ
有
上
下（
有
上
下 

美
加
无
）
明ア
カ

見ミ

有
南
北（
安
加
三 

有
南
北
）
篠シ
ノ

原ハ
ラ（
之
乃
波
良
）、
蒲カ
マ

原フ

郡 

安ア

吉キ

（
阿
支
）、
坂サ
カ

田タ

郡

上カ
ン

坂サ
カ（
加
无
左
賀
）
下シ

モ

坂サ
カ（
之
毛
左
賀
）
細ホ

ソ

江ヘ

（
保
曽
江
）、
浅ア

サ

井イ

郡 

岡ヲ
カ

本モ
ト（
乎
加
毛

止
）
湯ユ

次ス
キ（
由
須
岐
）
河カ
ハ

道チ

（
川
道
加
波
知
）
丁ヨ
ヲ

野ノ

（
与
於
乃
）
朝ア
サ

日ヒ

（
安
左
比
）
塩シ
ホ

津ツ

（
之
保
豆
）、
高タ
カ

嶋シ
マ

郡 

三ミ

尾ヲ

（
美
乎
） 

（い）
高
嶋（
多
加
之
万
）
木コ

津ツ

（
古
豆
）
鞆ト
モ

結ユ
ヰ（
度
毛
由
比
）

飛

國　

益マ
シ

田タ

郡 

（い）
益
田（
末
之
多
）、
大
野
郡府 

三サ
ヒ

枝ク
サ（
左
以
久
佐
）
阿ア
ハ

拜ヨ
ミ

（
安
波
）、
荒ア
ラ

城キ

郡 

深フ
カ

河ヽ
ハ（
布
加

波
）
飽ア
シ 

見
﹇
ク
﹈ミ（
阿
久
美
）
遊ア
ソ

口フ
﹇
部
﹈（
阿
曽
布
）

信
濃
國　

諏ス

訪ワ

郡 

山ヤ
マ

鹿カ

（
也
万
加
）、
チ
ク筑

ツ
ク

摩マ

郡府 

宗ソ

賀カ

（
崇﹇
宗
﹈賀
曽
加
）
辛カ
ラ

犬イ
ヌ（
加

良
以
奴
）
錦ニ

シ

服コ
リ（
邇
之
古
利
）、
更サ

ラ

級シ
ナ

郡 

麻ヲ

續ミ

（
乎
美
）
當タ

ウ

信シ
ナ（
唐﹇
シ
﹈奈
）
小ヲ

谷ウ
ナ

（
乎
宇
奈
）
淸シ

水ミ
ツ（
之
美
豆
）
斗ト

女メ

（
止
米
）
池イ

郷ケ（
以
計
）
氷ヒ

鉇カ
ナ（
比
加
奈
）、
水ミ
ノ
チ内

郡 

芋イ
モ

伊サ

（
芋
井
伊
毛
為
）
大ヲ
ホ

田タ

（
於
保
太
）
尾ヲ

張ハ
リ（
乎
波
利
）、
埴ハ
ニ

科シ
ナ

郡 

倉ク
ラ

科シ
ナ

（
久
良
之
奈
）
礒イ
ソ

部ヘ

（
以
曽
ヘ
）
舩フ
ナ

山ヤ
マ（
不
奈
夜
万
）
英エ

多タ

（
叡
太
）
坂サ
カ

城キ

（
左
加
支
）、

小
縣
郡 

童ヲ
ン
ナ女（
乎
无
奈
）
山ヤ
マ

家カ

（
也
末
加
）
安ア

宗ソ

（
阿
曽
）
海ア
マ

部ヘ

（
阿
末
ヘ
）

上
野
国　

碓ウ
ス

氷ヒ

郡 

飽ア
キ

馬マ

（
安
支
末
）
石イ

ハ

井イ

（
以
波
為
）
野ノ

後シ
リ（
能﹇
之
﹈利
）、
片カ

タ

岡ヲ
カ

郡 

若ワ
カ

田タ

（
和
加
太
）
多タ

胡コ

（
多
古
）
高タ
カ

渠ン
ソ（
太
加
无
曽
）、
甘カ
ン

樂ラ

郡 

貫ヌ
キ
ノ

前サ
キ（
奴
支

乃
左
岐
）、
多タ

胡コ

⃞故
イ 

山ヤ
マ

字ナ

（
也
末
奈
）
織ヲ
リ

裳モ

（
於
利
毛
）
辛カ
ラ

科シ
ナ（
加
良
之
奈
）、
那ナ

波ハ

郡 

朝ア
サ

倉ク
ラ（
安
左
久
良
）
鞘サ
ヤ

田タ

（
左
也
太
）
田タ

後シ
リ（
多
之
利
）
韮ニ
ラ

束ツ
カ（
荒
束
ア
ラ
ツ
カ
）、

群ク
ル

馬マ

郡府 

長ナ
カ

野ノ

（
奈
加
乃
）
井ヰ

出テ

（
為
弖
）
上カ
ン
ツ

 

郊サ
ノ（
加
无
豆
左
乃
）
畔ハ﹇
ア
﹈

 

切キ
リ（
安
岐
利
）

嶋シ
マ

名ナ

（
之
末
奈
）、
吾ア

カ

妻ツ
マ

郡 

長ナ
カ

田タ

（
ナ
カ
タ
）
伊イ

參サ
マ（
以
左
末
）、
利ト

根子

郡 

渭ヌ
マ

田タ

（
沼
末
多
）
男ナ
マ

信シ
ナ（
奈
末
之
奈
）
笠カ
サ

科シ
ナ（
加
左
之
奈
）、
勢セ

多タ

郡 

芳ハ

賀カ

（
波
可
）
桂カ
イ﹇

挂
﹈

萱カ
ヤ（
加
以
加
也
）、
佐サ

位イ

郡 

渕フ
チ

名ナ

（
布
知
奈
）、
山
田
郡 

園ソ
ノ

田タ

（
ソ
ノ
タ
）
真マ

張ハ
リ

（
マ
ハ
リ
）、
邑ヲ
ホ

樂ラ
キ

郡 

疋ヒ
キ

田タ

（
比
支
多
）
八ヤ

田タ

（
也
多
）

陸
奥
國　

會ア
イ

津ツ

郡 

倉ク
ラ

精ハ
シ（
久
良
波
之
）、
行ナ
メ

方カ
タ

郡 

𠮷ヨ
シ

名ナ

（
与
之
奈
）
子コ

鶴ツ
ル（
古

豆
留
）、
宇ウ

多タ

郡 

長ナ
カ

伴ト
モ（
奈
加
止
毛
）
高タ
カ

階シ
ナ（
多
加
之
奈
）
仲ナ
カ

村ム
ラ（
奈
加
无
良
）
飯イ
ヒ

豊ト
ヨ

（
餘﹇
飯
﹈
豊
以
比
止
与
）、
曰ワ
タ

理リ

郡 

望マ
ウ

多タ

（
末
宇
多
）、
宮ミ
ヤ

城キ

郡府 

赤ア
カ

瀬セ

（
安
加
世
）
大ヲ
ホ

村ム
ラ（
於
保
无
良
）、
黒ク
ロ

河カ
ハ

郡 

新ニ
ウ

田タ

（
邇
布
多
）、
玉タ
マ

造ツ
ク
リ

郡 

信シ

太タ

（
之
多
）、
志シ

太タ

郡多
イ 

酒サ
カ

水ミ
ツ（
左
賀
美
豆
）

　

近
江
國
甲
賀
郡
「
老ヲ
イ

上カ
ミ（
於
支
加
三
）」
は
、「
支
」
に
誤
り
が
あ
ろ
う
（
［急］「
於
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保
加
美
」
の
「
保
」
は
「
伊
」
の
誤
り
か
）。「
蔵ク
ラ

部フ

（
久
良
倍
）」
は
、
フ
に
誤
り

が
あ
る
か
と
も
疑
わ
れ
る
が
、
［急］「
久
良
布
」
と
あ
り
、「
あ
ふ
み
の
く
ら
ぶ
の

さ
と
と
い
ふ
所
に
て
」（
輔
親
集
二
六
詞
書
）
の
例
も
あ
る）

38
（

の
で
、
ク
ラ
ブ

と
訓
む
方
が
よ
い
と
も
考
え
ら
れ
る

）
39
（

。
野
洲
郡
「
三ミ

上カ
ミ
有
上
下（
有
上
下 

美
加
无
）」

は
、
ミ
カ
ミ
の
訓
の
方
が
一
般
的
で
あ
る
（
尤
も
、
［急］「
美
加
无
」
で
あ
る
）。

浅
井
郡
「
丁ヨ
ヲ

野ノ（
与
於
乃
）」
は
、
本
来
ヨ
ホ
ロ
ノ
で
あ
り
、
ロ
が
脱
落
し
（
［急］

「
与
保
乃
」
参
照
）、
ホ
が
ハ
行
転
呼
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

飛
驒
國
大
野
郡
「
阿ア
ハ

拜ヨ
ミ（
安
波
）」
の
ヨ
ミ
は
、
不
審
で
あ
る
（
［高］
に
従
う
）。

荒
城
郡
「
遊ア

ソ

口フ
﹇
部
﹈（
阿
曽
布
）」
は
、
大
和
國
高
市
郡
「
遊
部（
無
訓
）」
が
参
照

さ
れ
る
）
40
（

。

　

信
濃
國
更
級
郡
「
當タ
ウ

信シ
ナ（
唐﹇
シ
﹈奈
）」
は
、「
唐
」
が
タ
ウ
を
表
し
て
い
る
。

「
池イ

郷ケ（
以
計
）」
は
、
一
字
地
名
「
池
」
の
二
字
化
で
あ
る
。
水
内
郡
「
芋イ
モ

伊サ

（
芋
井
伊
毛
為
）」
は
、「
伊
」
を
サ
と
訓
む
の
が
困
難
で
、
［高］
の
方
が
本
来
と

見
ら
れ
る
。「
尾ヲ

張ハ
リ（
乎
波
利
）」
は
、
［急］「
乎
波
利
倍
」
に
よ
る
と
、
三
字
地
名

「
尾
張
部
」
の
省
略
で
、
［高］ 

［名］
一
致
と
言
え
る
。
小
縣
郡
「
海ア
マ

部ヘ

（
阿
末
ヘ
）」

は
、
［急］「
安
末
无
倍
」
と
あ
り
こ
れ
は
撥
音
が
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る

が
、
［高］ 

［名］
一
致
と
言
え
る
。

　

上
野
國
那
波
郡
「
韮ニ
ラ

束ツ
カ（
荒
束
ア
ラ
ツ
カ
）」
は
、
［急］「
韮
束
尓
良
都
加
」
に
よ
る

の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
群
馬
郡
「
上カ
ン
ツ

 

郊サ
ノ（
加
无
豆
左
乃
）」
は
、「
郊
」
を
サ

ノ
と
訓
む
の
が
困
難
で
、
む
し
ろ
、
［急］「
加
无
佐
止
」（
那
波
郡
）
の
よ
う
に
サ

ト
と
訓
む
（
本
来
は
カ
ミ
ツ
サ
ト
で
あ
ろ
う
）
と
見
ら
れ
、
困
難
な
訓
が
［高］ 

［名］
仮
名
遣
の
差
の
み
で
あ
る
。「
畔ハ﹇
ア
﹈

 

切キ
リ（
安
岐
利
）」
の
ハ
は
、
音
ハ
ン
﹇
畔
﹈

に
影
響
さ
れ
た
誤
り
と
見
ら
れ
る
。
勢
多
郡
「
桂カ
イ﹇

挂
﹈
萱カ
ヤ（
加
以
加
也
）」
は
、

「
挂カ
キ

萱カ
ヤ

」
の
イ
音
便
と
見
ら
れ
、
表
記
・
訓
が
［高］ 

［名］
一
致
し
て
い
る
（
［急］
も
）。

　

陸
奥
國
會
津
郡
「
倉ク

ラ

精ハ
シ（
久
良
波
之
）」
は
、「
精
」
を
ハ
シ
と
訓
め
る
か
問

題
で
あ
る
が
、
ク
ハ
シ
の
ハ
シ
で
あ
ろ
う
か
。

若
狹
國　

遠ヲ
ニ

敷フ

郡府 

丹ニ

生フ

（
邇
布
）
玉タ

マ

置キ

（
多
末
支
）

越
前
國　

敦ツ
ル

賀カ

郡 

鹿カ

蒜ヒ
ル（
加
比
留
）、
丹ニ

生フ

郡 

野ノ

田タ

（
能
多
）
（い）
丹
生（
邇

布
）
三ミ

多タ

（
三
太
美﹇
タ
﹈）、

今イ
マ

立タ
テ

郡 

大ヲ
ホ

屋ヤ

（
於
保
也
）
勝イ
ソ

戸ヘ

（
以
曽
ヘ
）
中ナ
カ
ツ

 

山ヤ
マ

（
奈
加
豆也
末
）
曽ソ
ハ

博シ﹇
ク
﹈（
曽
波
之
﹇
久
﹈）、

足ア
ス

羽ハ

郡 

安ア

味ミ

（
阿
美
）
（い）
足
羽（
阿
須
波
）
利ト

苅カ
リ（
止
加
利
）
曰ワ
タ

理リ

（
和
多
利
）、
坂サ
カ

井ノ
イ

郡 

坪ツ
ホ

江エ

（
豆
保
江
）
福フ
シ 

留
﹇
ク
﹈ロ（
布
久
呂
）
海ア
マ

部ン
ヘ（
安
末
无
倍
）

加
賀
國　

江エ

沼ヌ

郡

ヨ
　
子

菅ス
カ

浪ナ
ミ（
須
加
奈
三
）
八ヤ

田タ

（
夜
多
）
三サ
ヒ

枝ク
サ（
左
以
久
佐
）、 

能ノ

美ミ

郡府 

輕カ
ル
ミ海（
加
流
美
）
野ノ

身ミ

（
乃
三
）
莵ム

橋ハ
シ（
宇
波
之
）、
石イ
シ

河カ
ハ

郡 

富ト

樫カ
シ（
止
无
加

之
）
笠カ
サ

間マ

（
加
左
末
）、
加
賀
郡 

大ヲ
ホ

桒ク
ワ（
於
保
久
波
）
大ヲ
ホ

野ノ

（
於
保
乃
）
芹セ
リ

田タ

（
世
利

太
）
井イ
ノ

家イ
ヘ（
為
乃
以
倍
）
玉タ
マ

戈ホ
コ（
多
末
保
古
）
田タ

上カ
ミ（
多
加
美
）

越
中
國　

礪ト

波ナ
ミ

郡 

河カ
ハ

上カ
ミ（

川
上
加
波
加
美
）、
射
水
郡府 

古フ
ル

江ヘ

（
布
流
衣
）
布ヌ

ノ

師シ

（
奴
乃
之
）、
婦メ

イ

郡

子
　
イ

小チ
ヒ

子サ
コ（
知
比
左
古
）
大ヲ
ホ

山ヤ
マ（
於
保
夜﹇
マ
﹈）
菅ス
カ

田タ

（
須
加
太
）、

新ニ
ヒ

河カ
ハ

郡 

長ハ

谷セ（
波
世
）
石イ
ハ

勢セ

（
以
波
世
）

越
後
國　

頸ク
ヒ

城キ

郡府 

沼ヌ
ノ

河カ
ハ（
奴
乃
加
波
）
都ツ

有ウ

（
豆
宇
）
板イ
タ

倉ク
ラ（
坂﹇
板
﹈倉
以
多
久
良
）

高タ
カ

津ツ

（
奈
﹇
太
﹈加

津
）
夷イ﹇
ヒ
﹈

　

守
ナ
モ
リ（
比
奈
毛
利
）、
魚イ
ホ

沼ヌ
マ

郡 

千チ

屋ヤ

（
知
夜
）、
蒲カ
ン

原ハ
ラ

郡 

勇イ
ク

礼レ

（
以
久
例
）
靑ア
ウ
ミ海（
阿
乎
美
）、
沼ヌ

垂タ
リ

郡 

足ア
ス

羽ハ

（
阿
須
波
）
（い）
沼
垂（
奴
太
利
）

佐
渡
國　

羽ハ

茂モ
チ

郡 

八ヤ

桑ク
ハ（
也
久
波
）
松マ
ツ

前サ
キ（
末
都
左
岐
）
大ヲ
ホ

目メ

（
於
保
女
）
菅ス
カ

生フ

（
須
加
宇
）
星ホ
シ

越コ
ヘ（
保
之
古
之
）
高タ
キ
ヘ家（
多
岐
ヘ
）
水ミ
ナ
ト湊（
美
奈
止
）、
賀
茂
郡 

太ヲ
ホ

野ノ

（
大
野
於
保
乃
）
勲ク

知チ

（
久
知 

下
音
）

　

越
前
國
今
立
郡
「
勝イ
ソ

戸ヘ

（
以
曽
ヘ
）」
は
、「
勝
」（
［急］
も
）
を
イ
ソ
と
訓
む
の
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が
困
難
で
、「
礒
」
の
誤
り
か
と
も
見
ら
れ
る
）
41
（

。「
曽ソ
ハ

博シ﹇
ク
﹈（
曽
波
之
﹇
久
﹈）」

は
、
［急］

「
曽
波
久
」
と
合
わ
せ
て
「
之
」
が
「
久
」
の
誤
り
で
あ
る
が
（
遠
江
國
長
下
郡

「
通ト

ヲ
リ

 
張シ﹇

ク
﹈

﹇
隈
﹈」
マ

の
項
で
見
た
が
、
そ
の
例
は
多
い
）、
誤
り
の
訓
ソ
ハ
シ
が
［高］

 

［名］
一
致
し
て
い
る
。

　

加
賀
國
石
河
郡
「
富ト

樫カ
シ（
止
无
加
之
）」
の
ト
カ
シ
は
、
撥
音
便
の
脱
落
で
あ

る
。

　

越
中
國
婦
負
郡
「
大ヲ
ホ

山ヤ
マ（
於
保
夜﹇
マ
﹈）」
は
、
［急］「
於
保
也
万
」
が
参
照
さ
れ
る
。

　

越
後
國
頸
城
郡
「
都ツ

有ウ

（
豆
宇
）」
は
、
一
字
地
名
の
二
字
化
に
関
連
し
て
、

長
音
ツ
ー
を
表
す
例
で
あ
る
。「
高タ
カ

津ツ

（
奈
﹇
太
﹈加

津
）」
は
、
［急］「
多
加
都
」
が
参
照
さ

れ
る
。「
夷イ﹇
ヒ
﹈ナ

　

守モ
リ（
比
奈
毛
利
）」（
［急］「
比
奈
毛
里
」）
の
イ
ナ
は
、
音
イ
﹇
夷
﹈
に

影
響
さ
れ
た
誤
り
と
見
ら
れ
る
。
蒲
原
郡
「
勇イ
ク

礼レ

（
以
久
例
）」
は
、
二
合
仮

名
イ
グ
「
勇
」
の
例
で
あ
る
。「
靑ア
ウ
ミ海（
阿
乎
美
）」
は
、
ア
ヲ
﹇
青
﹈
＋
ウ
ミ

﹇
海
﹈
の
後
行
母
音
ウ
の
脱
落
か
先
行
母
音
オ
の
脱
落
か
の
差
で
あ
る
。

　

佐
渡
國
羽
持
郡
「
菅ス
カ

生フ

（
須
加
宇
）」
は
、
［急］「
須
加
布
」
が
参
照
さ
れ
、
フ
が

本
来
で
あ
る
。「
星ホ
シ

越コ
ヘ（
保
之
古
之
）」
は
、
他
動
詞
コ
ス
・
自
動
詞
コ
ユ
の
差

で
あ
る
が
、
［急］「
保
之
古
之
」
と
合
わ
せ
て
ホ
シ
コ
シ
と
訓
ん
で
お
く
。「
高タ
キ
ヘ家

（
多
岐
ヘ
）」
は
、
先
行
母
音
ア
の
脱
落
か
後
項
母
音
イ
の
脱
落
か
の
差
で
あ
る

［急］「
多
加
倍
」
を
参
照
す
る
と
、
［高］ 

［名］
一
致
と
言
え
る
。「
水ミ

ナ
ト湊（
美
奈
止
）」
は
、

一
字
地
名
「
湊
」
の
二
字
化
で
あ
る
。

丹
波
國　

桑ク
ハ

田タ

郡府 

小ヲ

河カ
ハ（
山﹇
小
﹈川
乎
加
波
）
河カ
ハ

人ム
ト（
川
人
加
波
无
止
）、
多
紀
郡

草ク
サ
ノ

上カ
ミ（
久
左
乃
加
三
）、
氷ヒ

上カ
ミ

郡 

栗ク
リ

作ツ
ク
リ（
ク
リ
ツ
ク
リ
）
舉ソ﹇
ア
﹈

 

田ク
タ（
宗
﹇
安
﹈久
多
）
石イ
ソ
フ負

（
原﹇
石

屓負
﹈以
曽
不
）
舩フ
ナ

城キ

（
布
奈
支
）
前サ
キ

山ヤ
マ（
左
支
也
末
）
石イ
ハ

前サ
キ（
以
波
左
岐
）
葛カ
ト

野ノ

（
加

止
乃
）
井イ

原ハ
ラ（
為
波
良
（
略
））

丹
後
國　

加カ

佐サ

郡府 

凡オ
フ
シ

海ア
マ（
於
布
之
安
末
）
志シ

託タ
カ（
之
多
加
）
有ア
リ

道チ

（
安
里
知
）、

與ヨ

謝サ

郡 

拜ハ
ヤ

師シ

（
波
夜
之
）、
竹タ
カ

野ノ

郡 

木キ

津ツ

（
岐
都
）

但
馬
國　

朝ア
サ

來コ

郡 

賀カ

都ツ

（
加
豆
）
枚ヒ
ラ

田タ

（
牧﹇
枚
﹈田
比
良
多
）
東ト

河カ
ハ（
度
加
波
）
粟ア
ハ

賀カ

（
阿
波
賀
）、
養ヤ

父フ

郡 

石イ
サ
チ禾（
以
左
和
）
輕カ

ル

部ヘ

（
加
流
倍
）
養ヤ

耆キ

（
夜
叡
美
須
）、

出イ
ツ

石シ

郡 

小ヲ

坂サ
カ（
乎
左
加
）
埴ハ
ニ

野ノ

（
波
邇
乃
）、
氣
多
郡府 

高タ
カ

生フ

（
多
加
布
）
狹サ

沼ノ

（
佐

乃
）、
城キ
ノ

﨑サ
キ

郡 

田タ

結ユ
ヒ（
多
由
比
）、
美ミ
フ

含
﹇
ク
﹈ミ

郡 

香カ

住ス
ミ（
加
須
美
）、
二フ
タ

方カ
タ

郡 

久ク

斗ト

（
久
止
）
田タ

公キ
ミ（
多
支
美
）
温ユ泉（
由
）、
七シ
チ

美ミ

郡 

射イ

湊ソ
フ﹇

添
﹈（
射﹇
添
﹈以
曽
布
）

因
幡
國　

法ハ
フ

美ミ

郡府 

大ヲ
ホ

草カ
ヤ（
於
保
加
也
）
罵ト

城キ

（
度
岐
）
津ツ
ノ
ヰ井（
豆
乃
井
）
稲ナ

羽ハ

（
以

奈
波
）、
高タ

カ

草ク
サ

郡 

倭シ
ト
リ文（
之
止
利
）
味ア

チ

野ノ

（
阿
知
乃
）

石
見
國　

ニ

摩マ

郡 

託タ
ク

農ノ

（
多
之久
乃
）
津ツ

道チ

（
都
知
）、
那
賀
郡府 

杵キ

束ツ
カ（
岐
豆
加
）

伊イ

甘カ
ミ（
伊
加
三
）、
美
濃
郡 

都ツ

茂モ

（
豆
毛
）
益マ
ス

田タ

（
末
須
太
）
大ヲ
ホ

農ノ

（
於
保
乃
）

隠
岐
國　

知チ
フ
リ夫

郡 

三ミ

田タ

（
美
多
）、
周ス

吉キ

郡 

奄ア
ン

可カ

（
阿
无
加
）
新ニ
フ

野ノ

（
邇
比
乃
）

　

丹
波
國
氷
上
郡
「
舉ソ﹇
ア
﹈

 

田ク
タ（
宗
﹇
安
﹈久

多
）」
は
、
ア
グ
タ
と
訓
む
の
が
よ
く
、
ソ

ク
タ
に
誤
り
が
あ
る
と
見
ら
れ
、
誤
り
と
見
ら
れ
る
訓
が
［高］ 

［名］
一
致
し
て
い

る
。「
石イ
ソ
フ負（
原﹇
石

屓負
﹈以
曽
不
）」
は
、
［急］「
石
生
伊
曽
布
」
が
参
照
さ
れ
る
。

　

但
馬
國
朝
來
郡
「
東ト

河カ
ハ（
度
加
波
）」
は
、
［急］「
止
加
」
と
訓
む
こ
と
も
あ
り
得

て
）
42
（

、
［高］ 

［名］
一
致
と
言
え
る
。
養
父
郡
「
石イ
サ
チ禾（
以
左
和
）」
の
イ
サ
チ
の
チ
は
、

［急］「
伊
佐
波
」
と
合
わ
せ
て
、
本
来
は
ハ
の
「
和
」
を
「
知
」
と
誤
っ
た
こ
と
に

よ
る
と
見
ら
れ
る
。「
養ヤ

耆キ

（
夜
叡
美
須
）」
は
、
［急］「
也
木
」
か
ら
見
て
も
［高］「
夜
叡

美
須
」
に
疑
問
が
あ
る
。
氣
多
郡
「
狹サ

沼ノ

（
佐
乃
）」
の
ノ
は
、
ヌ
の
母
音
交
替

と
見
ら
れ
、
［高］ 

［名］
一
致
し
て
い
る
（
［急］
も
）。
城
﨑
郡
「
田タ

結ユ
ヒ（
多
由
比
）」
は
、

［急］「
多
田
﹇
由
﹈布

」
を
参
照
す
る
と
、
［高］ 

［名］
一
致
と
言
え
る
。
二
方
郡
「
温ユ泉（
由
）」

は
、
一
字
地
名
「
湯
」
の
二
字
化
で
あ
る
。
七
美
郡
「
射イ

湊ソ
フ﹇

添
﹈（
射﹇
添
﹈以
曽
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布
）」
は
、
［急］「
射
添
伊
曽
布
」
の
よ
う
に
、
［名］「
湊
」・
［高］「

」
と
も
に
「
添
」

の
誤
り
と
見
ら
れ
る
。

　

因
幡
國
法
美
郡
「
罵ト

城キ

（
度
岐
）」
は
、「
罵
」
を
ト
と
訓
む
の
が
困
難
で
、

困
難
な
訓
み
が
［高］ 

［名］
一
致
し
て
い
る
（
［急］
も
）
が
、
あ
る
い
は
「
富
」
の
誤

り
か
と
も
見
ら
れ
る
）
43
（

。「
稲ナ

羽ハ

（
以
奈
波
）」
の
ナ
ハ
は
、
イ
ナ
バ
の
イ
の
脱
落

で
あ
る
。

　

石
見
國

摩
郡
「
託タ
ク

農ノ

（
多
之久
乃
）」
は
、
誤
っ
た
「
之
」
を
「
久
」
に
改
め

た
例
で
あ
る
。
那
賀
郡
「
伊イ

甘カ
ミ（
伊
加
三
）」
は
、
［急］「
以
加
无
」
を
参
照
す
る
と
、

［高］ 

［名］
一
致
と
言
え
る
。

　

隠
岐
國
周
吉
郡
「
新ニ
フ

野ノ

（
邇
比
乃
）」
は
、
ヒ
―
フ
の
母
音
交
替
で
あ
る
）
44
（

。

播
磨
國　

明ア
カ

石シ

郡 

葛
江
フ
チ
エ

（
布
知
衣
）
邑ヲ
ホ

美ミ

（
於
保
見
）、
賀カ

古コ

郡 

望マ
カ

理リ

（
末
加

里
）、
印イ
ナ
ミ南

郡 

益マ
ス

田タ

（
末
須
太
）
佐サ

突ツ
チ

国
用
佐
土（
左
都
知 

國
用
佐
土
）、
餝シ
カ

磨マ

郡府 

菅ス
カ

生フ

（
須
加
布
）
英ア

賀カ

（
安
加
）
辛カ
ラ

室ム
ロ

今
改
安
屋（
加
良
牟
呂 

今
改
安
室
）
英ア

保ホ

（
安
母
）
ア穴ナ

元シ﹇
无
﹈（
穴
无
阿
奈
之
）
印イ

達タ
チ（
以
多
知
）
巨コ

智チ

（
古
知
）、

西

揖イ
ヒ

保ホ

郡東 

栗ク
□

栖ス

（
久
流
須
）

香カ
フ

山ヤ
マ（
加
宇
也
末
）
越コ
シ

部ヘ

（
古
之
倍
）
林ハ
ヤ

田シ
タ（
波
也
之
太
）
上カ
ン
ノ

 

岡ヲ
カ（
加
无
乃
乎
加
）
大ヲ
ホ

市チ

（
於
保
知
）

美
作
國　

勝カ
ツ

田マ
タ

郡 

塩シ
ホ

湯ユ

（
之
保
由
）
殖ウ
ヘ

月ツ
キ（
宇
倍
津
岐
）
香カ
ヽ

美ミ

（
加

美
）
新ニ
イ

野ノ

（
邇
比
乃
）、
苫ト
マ

東ヒ
カ 

郡
シ

 

苫ト
マ

田タ

（
止
万
多
）
綾ア
ヤ

部ヘ

（
安
也
倍
）
林ハ
ヤ

田シ
タ（
波
以
多
）、
苫
西

郡 

田タ
ノ

邑ム
ラ（
多
乃
无
良
）
布ヨ
シ

原ハ
ラ（
布
原
与
之
波
良
）
能ノ

雞ケ

（
乃
計
）、
久ク

米メ

郡 

倭シ
ト
リ文

（
之
止
利
）、
真マ

嶋シ
マ

郡 

美ミ

甘カ
モ（
三
賀
毛
）

備
前
國　

和ワ

氣ケ

郡 

益マ
ス

原ハ
ラ（
末
須
波
良
）
新ニ
フ

田タ

（
尓
布
多
）、
磐イ
ハ

梨ナ
シ

郡 

石イ
ス﹇
ハ
﹈
生ナ
ス

（
以
波
奈
須
）
肩カ
タ

背セ

（
加
多
世
）、
邑
久
郡

ケ

 

勒ユ
﹇
靫
﹈
負イ（
靫
屓﹇
負
﹈由
計
比
）
長ナ
カ

沼ヌ

（
奈
加

奴
）
尾ヲ

沼ヌ

（
乎
奴
）
拓ツ

梨ナ
シ（
都
奈
之
）
石イ
ソ
ノ

 

上カ
ミ（
以
曽
乃
加
美
）、
赤ア
カ

坂サ
カ

郡 

周ス

匝サ
ヒ（
須

　
　

𠮷

　
　
　

佐
比
）
宅タ
ク

美ミ

（
多
久
三
）、
御ミ

野ノ

郡府 

枚ヒ
ラ

石シ

（
比
良
之
）
出イ
ツ

石シ

（
以
豆
之
）
（い）
御
野（
美

乃
）、
兒コ

島シ
マ

郡 

三ミ

家ヤ
ケ（
美
也
介
）
都ツ

羅ラ

（
豆
良
）、
上カ
ン
ツ

 

道ミ
チ

郡 

可カ

知チ

（
加
知
）
居コ

都ツ

（
古
豆
）
豆マ
メ

田タ

（
末
女
多
）

備
中
國　

都
宇
郡 

河カ

面モ

（
賀
毛
）
撫ナ

ツ

河カ
ハ（
奈
豆
加
波
）
深フ

カ

井イ

（
不
加
為
）、
窪
屋

郡 

大ヲ
ホ

市チ

（
於
布
知
）
阿ア

知チ

（
阿
智
安
知
）
美ミ

ス

国
用
三
須（
國
用
三
須
）
輕カ
ル

部ヘ

国
用
加
陽

（
加
流
倍
）、
賀
夜
郡陽
イ 

庭ニ
ハ
セ

（
邇
波
世
）
板イ
タ

倉ク
ラ（
以
多
久
良
）
足ア
シ

守モ
リ（
安
之
毛
利
）
大ヲ
ホ

井イ

（
於
保
為
）
阿ア
ソ

曽宗
イ（
阿
曽
安
曽
）
生ヲ
ホ

石シ

（
於
保﹇
シ
﹈）
日ヒ

羽ハ

（
比
波
）
多タ

氣ケ

（
多
計
）

有ウ

漢カ
ニ（
宇
賀
邇
）、
下シ
モ
ツ

 

道ミ
チ

郡 

穗ホ

太ヒ
タ﹇

北
﹈（
保
以
太
）
八ヤ

田タ

（
也
多
）
邇ニ

磨マ

国
用
二
万（
尓

万 

國
用
二
万
）
秦ハ

タ

原ハ
ラ（
波
多
波
良
）
訓ク

代シ
ロ（
久
之
呂 

國
釧
字
）
近チ

カ

似ノ
リ（
知
賀
乃
利
）
成ナ

シ

羽ハ

（
奈
之
波
）
茅チ

醫イ
﹇
弟
翳
﹈（
弟
翳
弖 

國
用
手
字
）
穴ア
ナ

田タ

（
安
奈
多
）
出テ

妹マ

（
呈
妹
弖
末
）、

浅ア
サ

口ク
チ

郡 

阿ア

知チ

（
阿
智
安
知
）
間ハ
シ

人ウ
ト（
波
之
布
止
）
舩フ
ナ

穗ホ

（
布
奈
保
）
占ウ
ラ

見ミ

（
宇
良
美
）

川カ
ハ

村ム
ラ（
加
波
无
良
）
小ヲ

坂サ
カ（
乎
佐
賀
）
拜ハ
ヤ

師シ

（
波
也
之
）、
小
田
郡 

實ミ

成ナ
リ（
美
奈
利
）

拜ハ
ヤ

慈シ

（
波
也
之
）
草ク
サ

壁カ
へ（
久
佐
加
ヘ
）
小ヲ

田タ

（
乎
多
）
甲カ
ウ

努ノ

（
加
布
乃
）
魚イ
ヲ

渚ス
ナ（
以
乎
須

奈
）
驛ム

マ
ヤ里（
无
末
也
）、
哲
多
郡田

イ 

石イ
シ

蟹カ
ニ（
以
之
賀﹇
ニ
﹈）
新ニ

イ

見ミ

（
邇
比
美
）
神カ

ン

代シ
ロ（
加

无
之
呂
）
野ヲ

駄タ

（
乎
多
）
額ノ

部ヘ

（
乃
倍
）
大ヲ
ホ

飯イ

（
於
保
比
）、
英
賀
郡田
イ 

中ナ
カ

井ツ
イ（
奈
加
豆

為
）
水ミ
ツ

田タ

（
美
都
多
）
些ア
サ﹇

呰
﹈部ヘ

（
安
作
ヘ
）

備
後
國　

御ミ

調ツ
キ

郡 

柞ミ

原ハ
ラ（
美
波
良
）
佳カ

質シ
ト（
加
之
止
）
小ヲ

國ク
ニ（
乎
久
仁
）
歌ウ
タ
ノ

 

嶋シ
マ

（
宇
多
乃
之
末
）

安
藝
國　

沼ヌ

田タ

郡 

安ア

直チ
カ（
阿
知
賀
）、
賀
茂
郡 

志シ

芳ハ

（
之
波
）
造サ
ウ

果カ

（
佐
宇
加
）

高タ
カ

屋ヤ

（
太
加
夜
）
入ニ
ヒ

農ノ

（
邇
比
乃
）、
安
藝
郡府 

漢カ

辨へ

（
加
倍
）
弥ミ

理リ

（
美
利
）
田タ

門ト

（
太
度
）
幡ハ

良ラ

（
波
羅
）
養ヤ

隈ノ

（
夜
乃
）
阿ア

滿マ

（
阿
末
）、
高タ
カ

宮ミ
ヤ

郡 

内ウ
チ

部ヘ

（
宇
知
閇
）

丹タ
チ

比ヒ

（
多
知
比
）
訓ク
ル
ヘ
キ（
久
流
閇
岐
）、
高タ
カ

田タ

郡 

三ミ

田タ

（
美﹇
タ
﹈）
風カ
セ

速ハ
ヤ（
加
佐
波
也
）

川カ
ハ

立タ
チ（
加
波
多
知
）
粟ア
ハ

屋ヤ

（
安
波
夜
）
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周
防
國　

熊ク
マ

毛ケ

郡 

（い）
熊
毛（
久
末
計
）、
都ツ

濃ノ

郡 

富ト
ン

田タ

（
度
无
多
）、
佐サ

波ハ

郡府 

達タ
ヽ

良ラ

（
太

良
）
玉タ
マ

祖ノ
ヤ（
多
末
乃
也
）
勝カ
ツ

間マ

（
加
豆
万
）、
ヨ

敷キ

郡

シ

 

宇ウ

努ラ

（
宇﹇　

﹈）

益マ﹇
ヤ
﹈ケ

必ヒ
ト（
夜
介
比
止
）

長
門
國　

厚ア
ツ

狹サ

郡 

良ヨ
シ

田タ

（
与
之
多
）
小ヲ

幡ハ
タ（
乎
波
多
）
（い）
厚
狹（
阿
豆
佐
）
二フ

タ

家ヘ

（
不
多
閇
）、
豊ト
ヨ

浦ラ

郡府 

田タ

部ヘ

（
多
閇
）
田ヲ
テ
ヒ内（
日
内
宇
豆
比
）
生イ
ク
ラ倉（
以
久
良
）
室ム
ロ

津ツ

（
无
呂
豆
）
額カ
ク

部ム

（
加
久
无
）
栗ク
リ

原ハ
ラ（
久
利
波
良
）
神カ
ン

田タ

（
加
无
多
）、
美
祢
郡 

諸

鋤ハ（
久
之
波
）
住イ
﹇
位
﹈佐サ

（
位
佐
井
佐
）、
大
津
郡 

三ミ

隅ス
ミ（
美
須
見
）
深フ
カ

河ヽ
ハ（
深
川
不

加

波
）
稲イ
ナ

妻メ

（
以
奈
女
）、
阿
武奴
イ

郡 

椿ツ
ハ
キ木（
豆
波
支
）

　

播
磨
国
印
南
郡
「
佐サ

突ツ
チ

国
用
佐
土（
左
都
知 

國
用
佐
土
）」
は
、
［高］ 

［名］
一
致
し
て
「
國

用
佐
土
」
と
あ
る
。
餝
磨
郡
「
辛カ
ラ

室ム
ロ

今
改
安
屋（
加
良
牟
呂 

今
改
安
室
）」
は
、
［高］「
今
改
安

室
」
と
［名］「
今
改
安
屋

」
と
が
近
似
し
て
い
る
。「
英ア

保ホ

（
安
母
）」
は
、
マ
行
―
バ
行

の
子
音
交
替
で
あ
る
が
、「
保
」
は
ボ
の
方
が
よ
い
。
揖
保
郡
「
香カ
フ

山ヤ
マ（
加
宇
也

末
）」
は
、
［急］「
加
古
也
万
」
と
も
あ
る
が
、
播
磨
国
風
土
記
に
「
香
山
里
本
名
鹿
来

墓
」（
揖
保
郡
）
と
あ
る
の
で
、
カ
グ
ヤ
マ
の
ウ
音
便
と
見
ら
れ
る
。「
上カ

ン
ノ

岡ヲ
カ（
加
无
乃
乎
加
）」
は
、
［急］「
加
无
都
乎
加
」
に
よ
り
本
来
は
カ
ミ
ツ
ヲ
カ
と
訓
む

と
見
ら
れ
、
本
来
で
は
な
い
訓
が
［高］ 

［名］
仮
名
遣
の
差
の
み
で
あ
る
。「
大ヲ
ホ

市チ

（
於
保
知
）」
は
、
［急］「
於
布
知
」
を
参
照
す
る
と
、
［高］ 

［名］
仮
名
遣
の
差
の
み
で
あ

る
と
言
え
る
が
、
オ
ホ
﹇
大
﹈
＋
イ
チ
﹇
市
﹈
が
オ
フ
チ
に
な
る
こ
と
は
難

し
く
、
後
行
母
音
イ
が
脱
落
す
る
と
オ
ホ
チ
に
な
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

　

美
作
國
勝
田
郡
「
殖ウ
ヘ

月ツ
キ（
宇
倍
津
岐
）」
の
「
殖
」
は
、
本
来
ウ
ヱ
で
あ
る
が
、

［高］ 

［名］
一
致
し
て
ウ
ヘ
で
あ
る
。
苫
東
郡
「
苫ト
マ

田タ

（
止
万
多
）」
は
、
［急］「
止
毛
多
」

を
参
照
す
る
と
、
［高］ 

［名］
一
致
と
言
え
る
。「
林ハ
ヤ

田シ
タ（
波
以
多
）」
の
「
波
以
多
」
は
、

シ
が
脱
落
し
た
ハ
ヤ
タ
の
イ
音
便
か
と
見
ら
れ
る
（
後
掲
の
讃
岐
國
阿
野
郡

ク   

シ

　
　
　

「
林ハ
イ

田タ

（
波
以
多
）」
参
照
）。
苫
西
郡
「
布ヨ
シ

原ハ
ラ（
布
原
与
之
波
良
）」
は　
「
布
」
を
ヨ

シ
と
訓
む
の
が
困
難
で
、
［高］「
布
」
に
よ
り
「
𠮷
」
と
見
る
の
が
よ
い
か
。

　

備
前
國
磐
梨
郡
「
石イ
ス﹇
ハ
﹈

　

生ナ
ス（
以
波
奈
須
）」
に
つ
い
て
は
、
第
二
節
で
ふ
れ
た
。

　

備
中
國
窪
屋
郡
「
大ヲ
ホ

市チ

（
於
布
知
）」
は
、
［急］「
於
布
知
」
で
あ
る
が
、
播
磨
國

揖
保
郡
の
例
に
つ
い
て
見
た
よ
う
に
オ
フ
チ
に
な
る
こ
と
は
あ
り
に
く
い
。

「
美ミ

ス

国
用
三
須（
國
用
三
須
）」
は
、
訓
注
が
な
い
が
注
に
よ
り
訓
が
知
ら
れ
、「
國
用

三
須
」
は
［高］ 

［名］
一
致
し
て
い
る
。「
輕カ
ル

部ヘ

国
用
加
陽（
加
流
倍
）」
の
「
国
用
加
陽

」
は
、
位

置
を
誤
っ
て
い
て
、
本
来
次
の
「
賀
夜
郡陽
イ

」
に
対
す
る
注
で
あ
る
。
賀
夜
郡

「
庭ニ

ハ
セ

（
邇
波
世
）」
は
、
［急］「
尓
比
世
」
を
参
照
す
る
と
、
［高］ 

［名］
一
致
と
言
え
る

（
訓
ニ
ヒ
セ
は
あ
り
に
く
い
）。「
有ウ

漢カ
ニ（
宇
賀
邇
）」
は
、
［急］「
宇
万
」
を
参
照
す

る
と
、
［高］ 

［名］
一
致
と
言
え
る
（
訓
ウ
マ
は
不
審
で
あ
る
）。
下
道
郡
「
穗ホ

太ヒ
タ

﹇
北
﹈（
保
以
太
）」
は
、
［急］「
穂
北
保
伊
多
」
に
よ
り
「
穗
北
」
と
見
て
ホ
キ
タ
の
イ

音
便
と
見
ら
れ
る
が
、「
穗
太
」
の
表
記
は
［高］ 

［名］
一
致
し
て
い
る
。「
邇ニ

磨マ

国
用

二
万（
尓
万 

國
用
二
万
）」
は
、
［高］ 

［名］
一
致
し
て
「
國
用
二
万
」
と
あ
る
。「
訓ク

代シ
ロ（
久
之
呂 

國
釧
字
）」
は
、
一
字
地
名
「
釧
」
の
二
字
化
で
あ
る
。「
茅チ

醫イ
﹇
弟
翳
﹈（
弟
翳
弖 

國
用
手
字
）」
は
、
一
字
地
名
「
手
」
の
二
字
化
に
関
連
し
て
、
長
音
テ
ー
を

表
す
例
で
あ
り
、
ま
た
、「
弟
翳
」
を
「
茅
醫
」
と
誤
り
そ
れ
を
チ
イ
と
訓

ん
だ
と
見
ら
れ
る
。「
出テ

妹マ

（
呈
妹
弖
末
）」
は
、
語
頭
の
濁
音
が
あ
り
に
く
い

こ
と
を
考
慮
す
る
と
「
呈
」
が
本
来
と
見
ら
れ
る
。
浅
口
郡
「
間ハ
シ

人ウ
ト（
波
之
布

止
）」
は
、
本
来
は
ハ
シ
ヒ
ト
と
見
ら
れ
る
が
、
［急］「
万
无
止
」
を
参
照
す
る
と
、

［高］ 

［名］
仮
名
遣
の
差
の
み
と
言
え
る
。「
拜ハ
ヤ

師シ
（
波
也
之
）」
は
、
［急］「
林
八
也
之
」
と

あ
っ
て
、
一
字
地
名
「
林
」
の
二
字
化
で
あ
り
、
［高］ 

［名］
一
致
と
言
え
る
。
小

田
郡
「
驛ム
マ
ヤ里（
无
末
也
）」
は
、
一
字
地
名
「
驛
」
の
二
字
化
で
あ
る
。
哲
多
郡

𠮷

𠮷
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「
石イ
シ

蟹カ
ニ（
以
之
賀﹇
ニ
﹈）」
は
、
［急］「
伊
波
加
尓
」
を
参
照
す
る
と
イ
ハ
・
イ
シ
﹇
石
﹈

の
差
で
あ
り
、
訓
イ
シ
は
［高］ 

［名］
一
致
し
て
い
る
。「
野ヲ

駄タ

（
乎
多
）」
は
、「
野
」

を
ヲ
と
訓
む
の
が
困
難
で
、
［急］「
野
馳
乃
知
」
に
よ
る
の
が
よ
い
か
と
見
ら
れ

て
、
困
難
な
訓
み
が
［高］ 

［名］
一
致
し
て
い
る
。「
額ノ

部ヘ

（
乃
倍
）」
は
、「
額
」
を

ノ
と
訓
む
の
が
困
難
で
、
三
字
地
名
［急］「
額
田
部
奴
加
多
陪
」
の
省
略
に
よ
る

の
が
よ
い
か
と
見
ら
れ
て
、
困
難
な
訓
み
が
［高］ 

［名］
一
致
し
て
い
る
。

　

安
藝
國
賀
茂
郡
「
入ニ
ヒ

農ノ

（
邇
比
乃
）」
は
、
［急］「
伊
比
乃
」
と
あ
る
が
こ
れ
は
訓

イ
ル
﹇
入
﹈
に
影
響
さ
れ
た
誤
り
と
見
ら
れ
、
［高］ 

［名］
一
致
と
言
え
る
。
安
藝

郡
「
養ヤ

隈ノ

（
夜
乃
）」（
［急］「
也
乃
」
も
）
は
、「
隈
」
を
ノ
と
訓
む
の
が
困
難
で
、

「
濃
」
の
誤
り
か
と
見
ら
れ
て
、
困
難
な
訓
み
が
［高］ 

［名］
一
致
し
て
い
る
。
高

田
郡
「
三ミ

田タ

（
美﹇
タ
﹈）」
は
、
［急］「
美
多
」
が
参
照
さ
れ
る
。「
風カ
セ

速ハ
ヤ（
加
佐
波
也
）」

は
、
被
覆
形
カ
ザ
・
露
出
形
カ
ゼ
の
差
で
あ
る
が
、
［急］「
加
佐
波
也
」
と
合
わ

せ
て
カ
ザ
ハ
ヤ
と
訓
ん
で
お
く
。

　

周
防
國
佐
波
郡
「
玉タ
マ

祖ノ
ヤ（
多
末
乃
也
）」
は
、
母
音
オ
の
脱
落
の
無
有
の
差
で

あ
る
［急］「
多
万
乃
於
也
」
が
本
来
と
見
ら
れ
、
本
来
で
な
い
訓
が
［高］ 
［名］
一
致
し
て

い
る
。
𠮷
敷
郡
「
宇ウ

努ラ

（
宇﹇　

﹈）」
は
、
ラ
が
不
審
で
、
ノ
の
誤
り
か
と
も
見

ら
れ
る
。「
益マ﹇
ヤ
﹈

　

必
ケ
ヒ
ト（
夜
介
比
止
）」
の
マ
ケ
は
、
訓
マ
ス
﹇
益
﹈
に
影
響
さ
れ

た
誤
り
と
見
ら
れ
る
。

　

長
門
國
厚
狹
郡
「
二フ
タ

家ヘ

（
不
多
閇
）」
は
、
［急］「
二
處
布
多
井
」
を
参
照
す
る
と
、

［高］ 

［名］
一
致
と
言
え
る
。
豊
浦
郡
「
田ヲ
テ

内ヒ

（
日
内
宇
豆
比
）」
は
、「
日
内
」
が

「
内
日
」
の
転
倒
で
そ
れ
が
「
田
内
」
と
誤
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
ヲ
テ

ヒ
は
不
審
で
あ
る
（
ウ
↓
ヲ
、
ツ
↓
テ
の
誤
り
か
）。「
額カ
ク

部ム

（
加
久
无
）」
は
、

バ
行
―
マ
行
の
子
音
交
替
と
見
ら
れ
る
が
、
［急］「
奴
加
倍
」
に
よ
る
の
が
よ
い

と
も
見
ら
れ
て
、
訓
カ
ク
ム
は
［高］ 

［名］
一
致
し
て
い
る
。
美
祢
郡
「
諸ク
シ
ハ鋤（
久
之

波
）」
は
、「
諸
鋤
」
を
ク
シ
ハ
と
訓
む
の
が
困
難
で
、
［急］「
渚
鋤
須

木
」
に

よ
る
の
が
よ
い
か
と
見
ら
れ
る
が
、
困
難
な
訓
み
が
［高］ 

［名］
一
致
し
て
い
る
。

阿
武
郡
「
椿ツ

ハ
キ木（
豆
波
支
）」
は
、
一
字
地
名
「
椿
」
の
二
字
化
で
あ
る
。

紀
伊
國　

那
賀
郡 

埴ハ

﨑サ
キ（
埴
羽
佐
キ
）

淡
路
國　

津ツ

名ナ

郡 

來ク
ル

馬マ

（
久
流
万
）
育イ
ク

波ハ

（
以
久
波
）

阿
波
國　

板
野
郡 

河カ
ハ

嶋シ
マ（
川
島
加
波
之
万
）
井イ
ノ

隈ク
マ（
為
乃
久
末
）
津ツ
ノ
ヤ屋（
豆
乃
也
）

高タ
カ

野ノ

（
太
加
乃
）
小ヲ

嶋シ
マ（
乎
之
末
）
田タ
ノ

上カ
ミ（
多
乃
加
美
）
山ヤ
マ

下シ
タ（
也
末
之
多
）
松マ
ツ

嶋シ
マ（
松

島
万
豆
之
末
）、
阿
波
郡 

高タ
カ

井イ

（
多
加
為
）
秋ア

キ

月ツ
キ（
安
支
豆
支
）
香カ

ヽ

美ミ

（
加
久
三
）
拜ハ

ヤ

師シ

（
波
也
之
）、
美ミ

馬マ

郡 

蓁ハ
イ

原ハ
ラ（
波
以
波
良
）
三ミ

次ス
キ（
美
須
岐
）
大ヲ
ホ

嶋シ
マ（
於
保
之
末
）

大ヲ
ホ

村ム
ラ（
於
保
牟
良
）、
麻ヲ

殖ヘ

郡 

呉ク
レ

嶋シ
マ（
久
礼
之
末
）
射イ

立タ
チ（
伊
多
知
）、
名
西
郡府 

埴ハ

土ニ（
波
邇
、
麻
殖
郡
）
高タ
カ
シ足（
多
加
之
、
同
）
櫻サ
ク

間ラ
マ（
佐
久
良
末
、
同
）、
名
東
郡

名ナ

方カ
タ（
奈
加
多
）
新ニ
ヒ

井イ

（
邇
比
為
）
八ハ
チ

万マ

（
波
知
万
）、
勝カ
ツ
ラ浦

郡 

篠シ
ノ

原ハ
ラ（
之
乃
波
良
）

託タ
カ

羅ラ

（
多
加
良
）
新ニ

ヒ

居ノ
イ（
邇
比
乃
為
）、
那
賀
郡 

山ヤ
マ

代シ
ロ（
夜
末
之
呂
）
出イ

ツ

水ミ

（
伊
豆
三
）

坂サ
カ

野ノ

（
左
加
乃
）
幡ハ

羅ラ

（
波
良
）
海カ
イ

部フ

（
加
伊
布
）

讃
岐
國　

寒サ
ン

河カ
ハ

郡 

石イ
シ

田タ

（
以
之
多
）
長ナ
カ

尾ヲ

（
奈
加
乎
）、
三ミ

木キ

郡 

井イ
ノ
ヘ閉（
井
閇

為
乃
倍
）
池イ
ケ

邊ノ
ヘ（
以
介
乃
倍
）
武ム

例レ

（
无
礼
）
幡ハ

羅ラ

（
波
良
）、
山
田
郡 

殖ウ
ヘ

田タ

（
植

田
宇
恵
多
）
蘓ソ

甲カ
フ（
曽
加
波
）
三ミ

谷タ
ニ（
美
多
邇
）
宮ミ
ヤ

所ト
コ
ロ（
美
也
止
古
呂
）、
香
河
郡

井イ
ノ

原ハ
ラ（
為
乃
波
良
）
多タ

配ヲ

（
多
倍
）
笶ノ
ハ
ラ田（
能
波
良
）
成ナ
ラ
ヒ相（
奈
良
井
）
飯イ
ヒ

田タ

（
育
太
）

百モ
ヽ

相ナ
キ（
毛

奈
支
）
笠カ
サ

居ヲ
リ（
加
左
乎
利
）、
阿ア

野ヤ

郡府 

新ニ
ヒ

居ノ
ヘ（
邇
比
乃
美
）
羽ハ

床イ
カ（
波
以

可
）
氏ウ
チ

部ヘ

（
宇
知
倍
）
林ハ
イ

田タ

（
波
以
多
）、
ウ

﹇
鵜
﹈
足タ
リ

郡 

栗ク
リ

隈ク
マ（
久
利
久
末
）、
那
珂

郡 
良ヨ
シ

野ノ

（
与
之
乃
）
子コ

松マ
ツ（
古
末
豆
）
高タ
カ

篠シ
ノ（
多
加
之
乃
）
櫛ク
シ

無ナ
シ（
久
之
奈
之
）、
多タ

度ト

郡 

垂タ
ル

水ミ
ツ（
多
流
美
、
那
珂
郡
）、
三
野
郡 

勝カ
ツ

間マ

（
加
豆
末
）
熊ク
マ

岡ヲ
カ（
久
万
乎

﹇ 
 

﹈
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加
）
高タ
カ

瀬セ

（
多
加
世
）、
苅カ
リ

田タ

郡 

柞ク
ヌ

田イ
タ（
久
沼
以
多
）
姬ヒ
メ

江ノ
ヘ（
比
米
乃
江
）

伊
豫
國　

新ニ
ヒ

居イ

郡 

井イ
ノ

上ヘ

（
為
乃
倍
）、
周シ

敷ウ

郡 

田タ

野ノ

（
多
乃
）
吉ヨ
シ

田タ

（
与
之
多
）

石イ
シ

井イ

（
以
久
﹇
之
﹈井

）、
桑ク
ハ

村ム
ラ

郡 

籠コ

田タ

（
古
多
）
御ミ

井イ

（
三
為
）
津ツ
ノ

宮ミ
ヤ（
津
乃
美
也
）、
越ヲ

智チ

郡 
高タ

ケ
チ市（
多
計
知
）
櫻サ

ク

井ラ
ヰ（
佐
久
良
井
）
拜ハ

ヤ

志シ

（
波
也
之
）
給コ

ヲ

理リ

（
古
保
利
）
鴨カ

モ

部ヘ

（
加
毛
倍
）
日ヒ

𠮷ヨ
シ（
比
与
之
）、
和
氣
郡 

高タ
カ

尾ヲ

（
多
加
乎
）
姬ヒ
メ

野ノ

（
姫
原
比
女
乃
）、

温
泉
郡 

味ム
マ

酒サ
ケ（
无
万
左
介
）、
久
米
郡 

天ア
マ

山ヤ
マ（
安
末
也
末
）
𠮷ヨ
シ

井イ

（
与
之
為
）、
浮ウ
キ

穴ア
ナ

郡 

井イ

門ト

（
為
度
）
出イ
ツ

部ヘ

（
伊
豆
ヘ
）、
伊
豫
郡 

亜ア

川カ
ハ（
吾
川
阿
加
波
）
石イ
シ

田タ

（
以
之
田
）、
宇
和
郡 

石イ
ハ

野ノ

（
以
波
野
）
石イ
ハ

城キ

（
以
波
岐
）
立タ
チ

門マ
間
也（
立
門﹇
間
﹈多
知
末
）

土
左
國　

安
藝
郡 

室ム
ロ

津ツ

（
无
呂
豆
）
布ヌ

ノ

師シ

（
沼
乃
之
）
和ワ

食シ
キ（
知
﹇
和
﹈之

岐
）、
香カ

ヽ

美ミ

郡 

大ヲ
ホ

忍サ
ト（
於
保
左
止
）
深フ
カ

渕フ
チ（
布
加
布
知
）
石イ
ハ

村ム
ラ（
以
波
无
良
）、
長ナ
カ

岡ヲ
カ

郡府 

登ア
カ

利リ

（
安
賀
里
）
殖ウ
ヘ

田タ

（
宇
恵
多
）

　

阿
波
國
板
野
郡
「
山ヤ
マ

下シ
タ（
也
末
之
多
）」
は
、
連
体
助
詞
ノ
の
有
無
の
差
で
あ

る
［急］「
也
万
乃
之
多
」
を
参
照
す
る
と
、
［高］ 

［名］
一
致
と
言
え
る
。
阿
波
郡
「
香カ
ヽ

美ミ

（
加
久
三
）」
は
、
［急］「
加

美
」
と
合
わ
せ
て
カ
ガ
ミ
と
訓
む
の
が
よ
い
と
見
ら

れ
る
。
美
馬
郡
「
蓁ハ
イ

原ハ
ラ（
波
以
波
良
）」
は
、
不
審
で
あ
る
［急］「
波
都
波
良
」
を
参
照

す
る
と
、
［高］ 

［名］
一
致
と
言
え
る
。
那
賀
郡
「
出イ
ツ

水ミ

（
伊
豆
三
）」
は
、
［急］「
和
泉

伊
豆
美
」
を
参
照
す
る
と
、
表
記
が
［高］ 

［名］
一
致
と
言
え
る
。

　

讃
岐
國
山
田
郡
「
蘓ソ

甲カ
フ（
曽
加
波
）」
は
、
二
合
仮
名
カ
ハ
・
カ
フ
「
甲
」
の

差
で
あ
る
が
、
［急］「
曽
加
波
」
と
合
わ
せ
て
ソ
カ
ハ
と
訓
ん
で
、
カ
フ
は
固
有

名
詞
で
は
な
い
「
甲
」
の
読
み
に
よ
っ
た
か
と
見
ら
れ
る
。
香
河
郡
「
多タ

配ヲ

（
多
倍
）」
の
タ
ヲ
は
不
審
で
、
［急］「
多
倍
」
と
合
わ
せ
て
タ
ヘ
と
訓
む
と
見
ら

れ
る
。「
笶ノ
ハ
ラ田（
能
波
良
）」
は
、「
笶
」
を
ノ
と
訓
め
る
か
問
題
で
も
あ
る）

45
（

が
、

「
田
」
を
ハ
ラ
と
訓
む
の
は
困
難
で
、
ま
だ
し
も
［急］「
笶
原
乃
波
良
」
に
よ
る
の

﹇ 
 

﹈

が
よ
い
か
と
見
ら
れ
、
表
記
・
訓
が
［高］ 

［名］
一
致
し
て
い
る
。「
成ナ
ラ
ヒ相（
奈
良
井
）」

は
、
［急］「
奈
良
比
」
と
合
わ
せ
て
ヒ
が
本
来
で
あ
る
。「
飯イ
ヒ

田タ

（
育
太
）」
の
「
育
」

は
、
促
音
表
記
か
と
も
疑
わ
れ
る
。「
百モ
ヽ

相ナ
キ（
毛

奈
支
）」
は
、
［急］「
毛

奈
美
」

と
あ
り
、
モ
モ
ノ
ア
ヒ
の
約
ま
っ
た
モ
モ
ナ
ヒ
が
本
来
か
と
と
ら
え
ら
れ
る

の
で
、
ヒ
の
濁
音
化
し
た
ビ
と
子
音
交
替
し
た
ミ
を
考
え
れ
ば
［急］
の
方
が
本

来
に
近
い
か
と
見
ら
れ
、
本
来
に
近
く
な
い
訓
が
［高］ 

［名］
一
致
し
て
い
る
。
阿

野
郡
「
新ニ
ヒ

居ノ
ヘ（
邇
比
乃
美
）」
は
、
［急］「
尓
比
乃
美
」
と
合
わ
せ
て
ニ
ヒ
ノ
ミ
と
訓
む

も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
ミ
と
訓
む
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
多
度
郡
「
垂タ
ル

水ミ
ツ

（
多
流
美
、
那
珂
郡
）」
は
、「
水
」
を
ミ
・
ミ
ヅ
の
い
ず
れ
に
訓
む
か
の
差
で

あ
る
が
、
［急］「
多
留
美
」
と
合
わ
せ
て
タ
ル
ミ
と
訓
む
の
が
よ
い
と
見
ら
れ
る
。

　

伊
豫
國
周
敷
郡
「
石イ
シ

井イ

（
以
久
﹇
之
﹈井

）」
は
、
先
に
見
た
越
前
國
「
曽ソ
ハ

博シ﹇
ク
﹈（
曽
波

之
﹇
久
﹈）」

の
逆
で
「
之
」
は
「
久
」
の
誤
り
で
あ
る
。
越
智
郡
「
給コ
ヲ

理リ

（
古
保
利
）」

は
、「
給
」
が
呉
音
コ
フ
で
あ
る
の
で
、
二
合
仮
名
コ
ホ
と
し
て
用
い
ら
れ

る
。
和
氣
郡
「
姬ヒ

メ

野ノ

（
姫
原
比
女
乃
）」
は
、
［急］「
姫
原
比
女
乃
波
良
」
に
よ
れ
ば
ヒ

メ
ノ
ハ
ラ
の
ハ
ラ
の
脱
落
と
見
ら
れ
、
残
る
ヒ
メ
ノ
を
［名］「
姬
野
」
と
表
記

し
た
と
見
る
こ
と
に
な
る
。
温
泉
郡
「
味ム
マ

酒サ
ケ（
无
万
左
介
）」
は
、
ム
の
脱
落
し

た
［急］「
万
左
介
」
を
参
照
す
る
と
、
［高］ 

［名］
一
致
と
言
え
る
。
伊
豫
郡
「
亜ア

川カ
ハ（
吾

川
阿
加
波
）」
は
、
［急］「
吾
川
和
加
波
」
の
よ
う
に
ワ
ガ
ハ
の
訓
も
あ
る
が
、
［高］ 

［名］

一
致
す
る
訓
ア
ガ
ハ
に
よ
る
も
の
か
と
見
ら
れ
る
（「
亜
川
」
は
音
訓
混
用

で
あ
る
）。
宇
和
郡
「
立タ
チ

門マ
間
也（
立
門﹇
間
﹈多
知
末
）」
は
、
［急］「
立
間
多
知
万
」
と
合
わ

せ
て
「
立
間
」
が
本
来
と
見
ら
れ
る
。

　

土
左
國
安
藝
郡
「
和ワ

食シ
キ（
知
﹇
和
﹈之

岐
）」
は
、
［急］「
和
之
支
」
と
合
わ
せ
て
「
知
」
を

「
和
」
の
誤
り
と
見
る
の
が
よ
い
。
長
岡
郡
「
登ア
カ

利リ

（
安
賀
里
）」
は
、
［急］「
鳥
加
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利
」
に
よ
れ
ば
三
字
地
名
「
登　

利
」
の
省
略
と
見
る
こ
と
に
な
る
が
、
訓

が
［高］ 
［名］
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
と
、
ア
ガ
リ
と
訓
ん
で
三
字
地
名

の
省
略
と
見
な
い
の
が
よ
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

筑
前
國　

怡イ

土ト

郡 

飽ウ﹇
ア
﹈キ
タ田（
宗
﹇
安
﹈岐

多
）
石イ

シ

田タ

（
以
之
多
）、
志
麻
郡 

登ト

志シ

（
度

之
）、
早サ
ハ
ラ良

郡 

昆ヒ
﹇
毘
﹈伊（

伊
比
）
能ノ

解ケ

（
乃
計
）、
那
珂
郡 

曰ヲ

佐サ

（
乎
左
）

三ミ

宅ヤ
ケ（
美
也
介
）
板イ
タ

引ヒ
キ（
坂﹇
板
﹈引
以
多
比﹇
キ
﹈）、

席ム
シ

田ロ
タ

郡 

石イ
シ

田タ

（
以
之
多
）、
糟カ
ス

屋ヤ

郡 

柞ク

原ハ
ラ（
久
波
良
）
勢セ

門ト

（
世
止
）、
宗ム
子

像カ
タ

郡 

荒ア
ラ

自シ

（
安
良
之
）
席ム
シ

田ロ
タ（
席
内
无

之
呂
宇
治
）
蓑ミ
ノ

生フ

（
美
乃
布
）、
鞍ク
ラ

手テ

郡 

金カ
ナ

生フ

（
加
奈
布
）
二フ
タ

田丶

（
布
多

）
生イ
ク

見ミ

（
以
久
美
）
新ニ

ヒ 

分
ヘ﹇
イ
﹈タ（
邇
比
位
多
）
粥カ

イ

田タ

（
加
以
多
）、
嘉
麻
郡 

綱ツ
ナ

別ワ
キ（
都
奈
和
岐
）

馬ム
マ

見ミ

（
无
末
美
）
碓ウ
ス

井イ

（
碓
氷﹇
井
﹈宇
須
為
）、
下
座
郡 

靑ア
ヲ

木キ

（
安
乎
岐
）
鍬　
﹇
饗
﹈

（

饗
久
波
閇
）
三ミ
ナ
キ城（
美
奈
岐
）

筑
後
國　

生
葉
郡 

姬ヒ
メ

沼ヌ

（
比
女
奴
）、
御
井
郡府 
神ク
マ

代シ
ロ（
久
万
之
呂
）、
三ミ

ム
マ

郡 

夜ヤ

開ケ

（
夜
介
）、
三ミ

毛ケ

郡 

米ヨ
ナ

生フ

（
与
那
布
）

肥
前
國　

佐
嘉
郡 

深フ
カ

溝ン
ソ（
布
加
无
曽
）
小ヲ

津ツ

（
乎
ツ
）、
小
城
郡府 

甕ミ
カ

調ツ
キ（
美
加
豆

支
）、
松
浦
郡 

値チ

嘉カ

（
知
賀
）、
杵
島
郡 

彼ソ
ノ
キ杵（
曽
乃
岐
）

大
隅
國　

噌ソ

唹ヲ

郡或
府 

志
摩
国
用
嶋
字（
國
用
嶋
字
）

　

筑
前
國
怡
土
郡
「
飽ウ﹇
ア
﹈キ
タ田（
宗
﹇
安
﹈岐

多
）」
は
、「
宗
」
は
「
安
」
の
、
ウ
は
ア
の

誤
り
か
と
見
ら
れ
）
46
（

、
［急］「
安
久
多
」
と
は
ア
ク
﹇
飽
﹈
の
終
止
形
・
連
用
形
の

差
で
あ
る
。
早
良
郡
「
昆ヒ
﹇
毘
﹈伊（

伊
比
）」
は
、
一
字
地
名
の
二
字
化
に
関

連
し
て
、
長
音
ヒ
ー
を
表
す
例
で
あ
る
。
那
珂
郡
「
板イ
タ

引ヒ
キ（
坂﹇
板
﹈引
以
多
比﹇
キ
﹈）」

は
、
［急］「
板
曳
伊
多
比
支
」
が
参
照
さ
れ
る
。
宗
像
郡
「
席ム
シ

田ロ
タ（
席
内
无
之
呂
宇
治
）」

は
、
［急］「
席
内
牟
之
路
宇
知
」
か
ら
見
て
、「
内
」
を
「
田
」
に
誤
り
、
誤
っ
た

「
田
」
を
タ
と
訓
ん
だ
と
見
ら
れ
る
。
鞍
手
郡
「
生イ
ク

見ミ

（
以
久
美
）」
は
、
不
審

　
　
　

　
　
　

ク
ハ
ヘ

な
［急］「
伊
无
美
」
を
参
照
す
る
と
、
［高］ 

［名］
一
致
と
言
え
る
。「
新ニ
ヒ
ヘ 

分﹇
イ
﹈タ（
邇
比
位
多
）」

は
、
［急］「
比
支
多
」
の
イ
音
便
ニ
ヒ
イ
タ
か
と
見
ら
れ
る
。「
粥カ
イ

田タ

（
加
以
多
）」

は
、
促
音
と
見
ら
れ
る
［急］「
加
都
多
」
を
参
照
す
る
と
、
［高］ 

［名］
一
致
と
言
え
る
。

嘉
麻
郡
「
碓ウ

ス

井イ

（
碓
氷﹇

井
﹈宇
須
為
）」
は
、「
碓
氷
」
な
ら
ば
ウ
ス
ヒ
で
あ
る
の
で
、

「
為
」
か
ら
見
て
、
［急］「
碓
井
宇
須
井
」
と
合
わ
せ
て
「
碓
井
」
と
見
る
の
が
よ

い
。
下
座
郡
「
三ミ
ナ
キ城（
美
奈
岐
）」
は
、
［急］「
美
都
木
」
を
参
照
す
る
と
、
［高］ 

［名］
一

致
と
言
え
る
（
助
数
詞
ツ
と
見
て
ミ
ツ
キ
と
訓
む
方
が
よ
い
か
）。

　

大
隅
國
噌
唹
郡
「
志
摩
国
用
嶋
字（
國
用
嶋
字
）」
は
、
傍
訓
・
訓
注
は
な
い
が

注
に
よ
り
訓
が
知
ら
れ
、「
國
用
嶋
字
」
は
［高］ 

［名］
一
致
し
て
い
て
（
［急］
も
）、
一

字
地
名
「
嶋
」
の
二
字
化
で
あ
る
。

　

以
上
、
（イ） 

（い）
の
例
は
、
第
三
節
に
挙
げ
た
も
の
49
例
（
★

印
の
1
例
を
除

く
）
を
含
め
て
、
821
例
に
及
ぶ
。
そ
の
う
ち
、
高
山
寺
本
と
表
記
・
訓
が
一

致
す
る
名
博
本
の
例
（
左
実
線
部
）
は
第
三
節
に
挙
げ
た
29
例
（
★

印
の
1

例
を
除
く
）
を
含
め
て
575
例
に
及
び
、
ま
た
、
仮
名
遣
の
み
が
異
な
る
も
の

（
左
破
線
部
）
は
第
三
節
に
挙
げ
た
4
例
を
含
め
て
101
例
に
及
び
、
そ
し
て
、

表
記
の
漢
字
が
類
似
し
て
い
て
同
訓
で
あ
る
も
の
（
左
波
線
部
）
は
第
三
節

に
挙
げ
た
1
例
を
含
め
て
35
例
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
高
山
寺
本
の
訓
注
と
名

博
本
の
傍
訓
と
が
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
少
し
の
差
違
は
あ
っ
て
も
、
高

山
寺
本
系
の
訓
注
を
傍
訓
に
改
め
た
も
の
が
名
博
本
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
例
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、「
［高］ 

［名］
一
致
」
と
述
べ
た
66
例）

47
（

は
、
や
や

特
殊
な
も
の
が
高
山
寺
本
と
名
博
本
と
で
一
致
し
て
い
て
、「
［高］ 

［名］
仮
名
遣

の
差
の
み
」
と
述
べ
た
6
例
、
［高］ 

［名］
「
近
似
」
と
述
べ
た
1
例
も
加
え
ら
れ
、

大
東
急
本
と
も
一
致
す
る
例
を
差
し
引
く
と
し
て
も
、
高
山
寺
本
系
と
名
博
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本
と
の
関
係
を
見
る
の
に
重
要
な
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五
　

高
山
寺
本
の
訓
注
と
名
博
本
の
傍
訓
（
二
）

　

次
に
、
（ロ）
か
ら
（い）
を
除
い
た
（ろ）
の
例
を
挙
げ
る
。

山
城
國　

乙ヲ
ト

訓ク
ニ

郡 

鞆
岡（
止
毛
乎
賀
）
訓
世（
群
世
）、
紀キ

伊イ

郡 

深
草（
不
賀

乎
佐
）、
宇
治
郡 
岡
屋（
乎
賀
乃
也
）

大
和
國　

下
郡 
當
麻（
多
以
万
）

河
内
國　

丹タ
チ

比ヒ

郡 

八
下（
波
知
下
）

和
泉
國　

日ヒ

根子

郡 

呼
於（
乎
）

攝
津
國　

河カ
ハ

邊ノ
ヘ

郡 

楊
津（
夜
奈
以
都
）、
武
庫
郡 

兒
屋（
古
也
）、
有ア
リ

馬マ

郡

春
木（
波
留
木
）、
八ヤ
タ
ヘ部

郡 

長
田（
奈
以
多
）

　

山
城
國
乙
訓
郡
「
訓
世（
群
世
）」
の
「
群
」
は
、
撥
音
表
記
で
あ
る
。
紀
伊

郡
「
深
草（
不
賀
乎
佐
）」
に
つ
い
て
は
、
工
藤
氏
「
和
名
抄
地
名
新
考
（
三
）
48
（
）」

が
詳
し
い
。

　

大
和
國
葛
下
郡
「
當
麻（
多
以
万
）」
は
、
タ
ギ
マ
の
イ
音
便
で
あ
る
。

　

和
泉
國
日
根
郡
「
呼
於（
乎
）」
は
、
一
字
地
名
の
二
字
化
に
関
連
し
て
、

長
音
ヲ
ー
を
表
す
例
で
あ
る
。

　

攝
津
國
河
邊
郡
「
楊
津（
夜
奈
以
都
）」
は
、
ヤ
ナ
ギ
ツ
の
イ
音
便
ヤ
ナ
イ
ヅ

で
あ
る
。
八
部
郡
「
長
田（
奈
以
多
）」
は
、
［急］「
奈
加
多
」
と
あ
り
、
ナ
イ
タ
に

な
る
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
（「
以
」
を
「
加
」
の
誤
り
と
見
る
か
）。

伊
勢
國　

朝ア
サ
ケ明

郡 

杖
部（
波
世
津
加
ヘ
）、
奄ア
ン

藝キ

郡 

服
部（
波
止
利
）、
壹
志

郡 

岩﹇
宕
﹈野（
宕
野
太
岐
乃
）、
飯イ
ヒ

高タ
カ

郡 

英
太（
阿
加
太
）、
多タ

氣ケ

郡 

三
宅（
美
也

計
）

遠
江
國　

長ナ
カ

下シ
モ

郡 

長
野（
奈
加
乃
）
幡
多（
判
多
）

甲
斐
國　

山ヤ
マ

梨ナ
シ

郡 

林
部（
波
夜
之
）

相
模
國　

高タ
カ

座ク
ラ

郡 

岡
本（
乎
加
毛
度
）

武
蔵
國　

多タ

磨マ

郡 

小
川（
乎
加
波
）
川
口（
加
八
久
知
）
小
楊（
乎
也
支
）
新
田

（
邇
布
多
）、
都ツ

筑キ

郡 

高
幡（
多
加
波
多
）、
入
間
郡 

山
田（
夜
末
太
）

安
房
國　

平
郡
郡府 

砥
河（
止
加
波
）
達
良（
多

良
）
石
井（
以
波
為
）
狹
隈

（
左
之
﹇
久
﹈万

）
穗
田（
保
多
）、
安ア

房ハ

郡 

河
曲（
加
波
和
）、
朝ア
サ

夷イ
ナ

郡 

健
田（
太
津
﹇
計
﹈多

）

上
総
國　

畔ア

蒜ヒ
ル

郡 

小
河（
乎
加
波
）
甘
木（
安
万
支
）、
望マ
ウ

陀タ

郡 

鹿
津（
加
豆
）

　

伊
勢
國
朝
明
郡
「
杖
部（
波
世
津
加
ヘ
）」
の
「
ヘ
」
は
、
安
房
國
長
狭
郡
「
丈ハ

セ

 

部
ツ
カ
ヒ（
波
世
豆
加
比
）」
を
合
わ
せ
と
ら
え
る
と
、
清
音
ヘ
と
見
る
方
が
よ
い
と
考

え
ら
れ
る
）
49
（

。
奄
藝
郡
「
服
部（
波
止
利
）」
は
、
三
字
地
名
「
服
織
部
」
の
省
略

で
あ
る
。

　

遠
江
國
長
下
郡
「
幡
多（
判
多
）」
の
「
判
」
は
、
撥
音
表
記
で
あ
る
。

　

甲
斐
國
山
梨
郡
「
林
部（
波
夜
之
）」
は
、
一
字
地
名
「
林
」
の
二
字
化
で
あ

る
。

　

安
房
國
平
群
郡
「
狹
隈（
左
之
﹇
久
﹈万

）」
は
、
［急］「
佐
久
万
」
が
参
照
さ
れ
る
。
朝

夷
郡
「
健
田（
太
津
﹇
計
﹈多

）」
は
、
［急］「
多
介
太
」
が
参
照
さ
れ
る
。

近
江
國　

栗ク
リ

太モ
ト﹇

本
﹈
郡府 

梨
原（
奈
之
波
良
）、
甲カ
ウ

賀カ

郡 

山
直（
也
末﹇
ナ
ホ
﹈）、

野ヤ

洲ス

郡 

敷
智（
國
用
渕
字
）、
浅ア
サ

井イ

郡 

速
水（
波
世
﹇
也
﹈美

）

飛

國　

益マ
シ

田タ

郡 

秋
秀（
阿
岐
比
弖
）、
荒ア
ラ

城キ

郡 

高
家（
加
岐
ヘ
）

信
濃
國　

伊イ

那ナ

郡 

伴
野（
度
毛
乃
）
小
村（
乎
无
良
）
麻
續（
乎
美
）
福
智（
布

久
知
）、
安ア

曇ト
ミ

郡 

高
家（
多
支
ヘ
）

上
野
國　

甘カ
ン

樂ラ

郡 

新
屋（
邇
比
也
）、
緑ミ
ト

野リ
ノ

郡 

林
原（
波
也
之
八
良
）、
那ナ

波ハ
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郡 

池
田（
伊
計
太
）、
勢セ

多タ

郡 

深
田（
フ
カ
タ
）、
新ニ
ツ

田タ

郡 

祝
人（
ハ
フ
リ
）

陸
奥
國　

行ナ
メ

方カ
タ

郡 

真
野（
末
乃
）

　

近
江
國
甲
賀
郡
「
山
直（
也
末﹇
ナ
ホ
﹈）」
は
、
［急］「
也
末
奈
保
」
が
参
照
さ
れ
る
。

野
洲
郡
「
敷
智（
國
用
渕
字
）」
は
、
一
字
地
名
「
渕
」
の
二
字
化
で
あ
る
。
浅

井
郡
「
速
水（
波
世
﹇
也
﹈美

）」
は
、
［急］「
波
也
美
」
が
参
照
さ
れ
る
。

　

飛
驒
國
荒
城
郡
「
高
家（
加
岐
ヘ
）」
は
、
タ
キ
ヘ
の
訓
が
考
え
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
（
信
濃
國
安
曇
郡
「
高
家（
多
支
ヘ
）」
を
参
照
）
が
、
［急］「
加
木
倍
」

で
あ
る
（
［高］ 

［急］
と
も
に
「
加
」
を
「
多
」
の
誤
り
と
見
る
か
）。

若
狹
國　

大ヲ
ホ

飯イ

郡 

木
津（
岐
豆
）

越
前
國　

坂サ
カ

井ノ
イ

郡 

長
畝（
奈
宇
祢
）
河
口（
川
口
加
波
久
知
）

加
賀
國　

能ノ

美ミ

郡府 

山
上（
夜
末
加
美
）、
石イ
シ

河カ
ハ

郡 

椋
部（
久
良
波
之
）
三
嶋﹇
馬
﹈

（
三
馬
美
万
）
拜
師（
波
世
﹇
也
﹈之

）
井
手（
為
弖
）
味
知（
美
乎
﹇
千
﹈）

越
中
國　

礪ト

波ナ
ミ

郡 

高
柳（
高
楊
多
加
也
岐
）、
新ニ
ヒ

河カ
ハ

郡 
大
荊（
於
保
也
不
）

佐
渡
國　

雜サ
ハ

太タ

郡府 

石
田（
以
之
多
）、
賀
茂
郡 

殖
栗（
恵
久
利
）

　

越
前
國
坂
井
郡
「
長
畝（
奈
宇
祢
）」
は
、「
長
」
を
ナ
と
訓
ん
で
い
る
が
、

「
志
那
都
比
古
」（
記
神
代
）
と
対
照
さ
れ
る
「
級
長
戶
彦
命
」（
神
代
紀
上

・
第
五
段
一
書
第
六
）
の
例
が
参
照
さ
れ
る
。

　

加
賀
國
石
河
郡
「
椋
部（
久
良
波
之
）」
は
、
三
字
地
名
「
椋
橋
部
」
の
省
略

で
あ
る
。「
三
嶋﹇
馬
﹈（
三
馬
美
万
）」
は
、
［急］「
三
馬
美
万
」
が
参
照
さ
れ
る
。「
拜

師（
波
世
﹇
也
﹈之

）」
は
、
［急］「
波
也
之
」
が
参
照
さ
れ
る
。「
味
知（
美
乎
﹇
千
﹈）」

は
、
［急］「
美

知
」
が
参
照
さ
れ
る
。

丹
後
國　

與ヨ

謝サ

郡 

謁
叡（
安
知
江
）

但
馬
國　

氣
多
郡府 

樂
前（
左
止
乃
久
末
）、
城キ
ノ

﨑サ
キ

郡 

新
田（
邇
布
多
）

﹇ 
 

﹈

因
幡
國　

法ハ
フ

美ミ

郡府 

廣
城西
イ（
廣
城
比
呂
世
）

石
見
國　

ニ

摩マ

郡 

湯
泉（
由
）、
邑ヲ
ウ

知チ

郡 

邑
美（
於
保
美
）

　

但
馬
國
氣
多
郡
「
樂
前（
左
止
乃
久
末
）」
は
、
［急］「
佐

乃
久
万
」
が
参
照
さ
れ

る
。「
新
田（
邇
布
多
）」
は
、
第
四
節
に
見
た
隠
岐
國
周
吉
郡
「
新ニ

フ

野ノ

（
邇
比

乃
）」
が
参
照
さ
れ
る
。

　

因
幡
國
法
美
郡
「
廣
城西
イ（
廣
城
比
呂
世
）」
は
、「
城
」
を
セ
と
訓
む
の
が
困

難
で
、
［急］「
廣
西
比
呂
世
」
に
よ
る
の
が
よ
い
か
と
見
ら
れ
る
（「
廣
柵
」
も
し

く
は
「
廣
栖
」
の
誤
り
と
も
見
ら
れ
る
）
50
（
）。

　

石
見
國

摩
郡
「
湯
泉（
由
）」
は
、
一
字
地
名
「
湯
」
の
二
字
化
で
あ
る
。

邑
知
郡
「
邑
美（
於
保
美
）」
は
、
［急］「
於
布
美
」
と
あ
り
、
二
合
仮
名
オ
ホ
・
オ

フ
﹇
邑
﹈
の
差
で
あ
る
。

播
磨
國　

印イ

南ナ
ミ

郡 

含
藝（
加
奈
牟 

國
用
河
南
）、
赤ア
カ

穂ホ

郡 

筑
磨（
都
久
末
）
周

勢（
須
世
）、
完シ
﹇
宍 サ
﹈
粟ハ

郡 

柏
野（
加
之
八
乃
）
石
保﹇
作
﹈（
石
作
以
之
都
久
利
）
土
方﹇
万
﹈

（
比
知
末
）、
神カ

ン

﨑サ
キ

郡 

埴
岡（
波
尓
乎
賀
）
蔭
山（
加
介
也
末
）
川
邊（
加
波
乃
倍 

國
用

川
述
）
的
部（
以
久
波
）、
美ミ

ナ
キ

郡 

高
野（
多
賀
乃
）

美
作
國　

英ア
イ

多タ

郡 

讃
甘（
佐
奈
保
）、
勝カ
ツ

田マ
タ

郡 

飯
岡（
以
保
加
）、
苫ト
マ

東ヒ
カ
シ

 

郡

美
和（
三
禾
）

備
前
國　

和ワ

氣ケ

郡 

坂
長（
散
加
奈
賀
）、
磐イ
ハ

梨ナ
シ

郡 

物
理部
イ

 

（
毛
止
以
ヘ
）、
御ミ

野ノ

郡府 

廣
西（
比
呂
世
）
伊
福（
以
布
久
）
津
嶋（
豆
之
万
）、
上カ
ン
ツ

 

道ミ
チ

郡 

那
紀（
那
絁

奈
岐
）

備
中
國　

下シ
モ
ツ

 

道ミ
チ

郡 

湯
野（
由
乃
）、
浅ア
サ

口ク
チ

郡 

大
嶋（
於
保
之
末
）、
後
月
郡

荏
原（
夜
﹇
衣
﹈波

良
）
縣
主（
阿
加
太
）
出
部（
以
豆
ヘ
）
足
次（
安
之
幾
）、
英
賀
郡田
イ 

丹

部（
多
知
閇
）

﹇ 
 

﹈
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安
藝
國　

沼ヌ

田タ

郡 

真
羅（
信
羅
）

長
門
國　

大
津
郡 

向
國（
无
加
豆
久
邇
）

　

播
磨
國
印
南
郡
「
含
藝（
加
奈
牟 

國
用
河
南
）」
は
、「
含
藝
」
を
カ
ナ
ム
と
訓

む
の
が
困
難
で
あ
る
。
完﹇

宍
﹈粟

郡
「
土
方﹇

万
﹈（
比
知
末
）」
は
、「
土
方
」
の
表
記
で

［高］ 

［名］
一
致
し
て
い
る
（
［急］
も
）。
神
﨑
郡
「
川
邊（
加
波
乃
倍 

國
用
川
述
）」
は
、

カ
ハ
ノ
ベ
と
訓
む
と
見
ら
れ
る
）
51
（

。「
的
部（
以
久
波
）」
は
、
一
字
地
名
「
的
」

の
二
字
化
で
あ
る
。

　

美
作
國
英
多
郡
「
讃
甘（
佐
奈
保
）」
の
訓
は
、
不
明
で
あ
る
）
52
（

。

　

備
前
國
磐
梨
郡
「
物
理部
イ

 

（
毛
止
以
ヘ
）」
は
、
［急］「
物
部
無
訓
」
で
あ
り
、
三
字

地
名
「
物
理
部
」
の
省
略
で
、
モ
ト
リ
ベ
の
イ
音
便
で
あ
る
）
53
（

。
上
道
郡
「
那

紀（
那
絁
奈
岐
）」
の
「
絁
」
は
、
［急］「
那
紀
無
訓
」
と
合
わ
せ
て
、「
紀
」
の
誤

り
と
見
る
の
が
よ
い
か
）
54
（

。

　

備
中
國
後
月
郡
「
荏
原（
夜
﹇
衣
﹈波

良
）」
は
、
［急］「
江
波
良
」
が
参
照
さ
れ
る
。「
縣

主（
阿
加
太
）」
は
、
一
字
地
名
「
縣
」
の
二
字
化
か
と
見
ら
れ
る
。「
足
次（
安

之
幾
）」
は
、
［急］「
安
須
波
」
に
よ
る
の
は
難
し
く
、
ア
シ
ス
キ
の
約
ま
っ
た
も

の
か
、
あ
る
い
は
、
ア
ス
キ
の
母
音
交
替
か
と
見
ら
れ
る
。
英
賀
郡
「
丹
部

（
多
知
閇
）」
は
、
三
字
地
名
「
丹
比
部
」
の
省
略
で
、
省
略
さ
れ
た
「
比
」
に

当
た
る
ヒ
の
脱
落
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

安
藝
國
沼
田
郡
「
真
羅（
信
羅
）」
の
「
信
」
は
（
［急］「
新
良
」
の
「
新
」
も
）、

撥
音
表
記
で
あ
る
。

阿
波
國　

三ミ

好ヨ
シ

郡 

三
縄（
美
奈
波
）
三
津（
美
豆
）
三
野（
美
乃
）、
那
賀
郡

嶋
根（
之
末
祢
）
和
射（
知﹇
和
﹈射
讀
如
左
）

讃
岐
國　

大ヲ
ホ

内チ

郡 

引
田（
比
計
太
）
白
鳥（
之
良
止
利
）
入
野（
邇
野
乃
夜
）、
香

河
郡 

中
間（
奈
加
豆﹇
マ
﹈）、

阿ア

野ヤ

郡府 

鴨
部（
加
毛
）

伊
豫
國　

宇ウ

摩マ

郡 

津
根（
豆
祢
）、
新ニ
ヒ

居イ

郡 

嶋
山（
久
﹇
之
﹈末
夜
末
）、
濃ノ

満マ

郡野
間
イ

賞
多（
散
賀
多
）、
浮ウ
キ

穴ア
ナ

郡 

荏
原（
衣
波
良
）

　

阿
波
國
那
賀
郡
「
和
射（
知﹇
和
﹈射
讀
如
左
）」
は
、
［急］「
和
射
無
訓
」
と
合
わ
せ

て
「
和
射
」（「
知
」
は
「
和
」
の
誤
り
）
と
見
ら
れ
、
そ
し
て
、
播
磨
国
風

土
記
・
美
囊
郡
に
「
阿
波
國
和
那
散
」
と
あ
る
の
で
、
三
字
地
名
「
和
□

射
」
の
省
略
と
見
ら
れ
る
）
55
（

。

　

讃
岐
國
大
内
郡
「
白
鳥（
之
良
止
利
）」
は
、
シ
ロ
ト
リ
の
訓
［急］「
之
呂
止
利
」
も

あ
る
。「
入
野（
邇
野
乃
夜
）」
は
、
［急］「
布
乃
也
」
に
よ
り
、
ニ
フ
ノ
ヤ
と
見
ら

れ
る
）
56
（

。
香
河
郡
「
中
間（
奈
加
豆﹇
マ
﹈）」
は
、
［急］「
奈
加
都
万
」
が
参
照
さ
れ
る
。

阿
野
郡
「
鴨
部（
加
毛
）」
は
、
一
字
地
名
「
鴨
」
の
二
字
化
で
あ
る
。

筑
前
國　

糟カ
ス

屋ヤ

郡 

香
椎（
加
須
比
）、
宗ム
子

像カ
タ

郡 

海
部（
阿
末
）、
穗
浪
郡 

薦

田（
古
毛
多
）
堅
槃﹇
磐
﹈（
堅
磐
加
太
之
末
）、
上カ
ン
ツ
ア
サ

　

 

座ク
ラ

郡 

把
伎（
八
木
）

筑
後
國　

御ミ

原ハ
ラ

郡 

日
方（
比
加
多
）

肥
前
國　

三
根
郡 

千
栗（
知
利
﹇
久

久利
﹈）、

佐
嘉
郡 

山
田（
ヤ
マ
タ
）、
彼ソ
ノ
キ杵

郡

嶋
見（
之
末
美
）、
高タ
カ
ク米﹇

来
﹈
郡 

神
代（
加
无
之
呂
）

　

筑
前
國
糟
屋
郡
「
香
椎（
加
須
比
）」
は
、
シ
―
ス
の
母
音
交
替
と
見
ら
れ
る

が
、「
椎
」
と
「
推
」
と
の
混
同
と
い
う
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
穗
浪

郡
「
堅
槃﹇
磐
﹈（
堅
磐
加
太
之
末
）」
は
、
［急］「
堅
磐
加
多
之
万
」
に
よ
り
「
堅
磐
」
と
見

ら
れ
て
、
カ
タ
シ
ハ
の
訓
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
［高］ 

［急］
と
も
に

訓
カ
タ
シ
マ
で
あ
る
（「
万
」
を
「
方
」
の
誤
り
と
見
る
か
）。
上
座
郡
「
把

伎（
八
木
）」
は
、
［急］「
波
木
」
が
参
照
さ
れ
る
。

　

肥
前
國
三
根
郡
「
千
栗（
知
利
﹇
久

久利
﹈）」

の
「
利
久
」
は
、「
久
利
」
の
転
倒
と
見
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ら
れ
る
。

　

（ろ）
の
例
は
、
合
わ
せ
て
125
例
で
、
（イ） 

（い）
に
比
べ
て
少
な
い
。

六
　

高
山
寺
本
の
訓
注
と
名
博
本
の
傍
訓
（
三
）

　

そ
し
て
、
（ハ）
の
例
を
挙
げ
る
。

山
城
國　

宇
治
郡 

餘ア
マ

戸リ
ヘ 

山ヤ
マ

科シ
ナ

、
久
世
郡 

殖エ

栗ク
リ（
名
栗
）

河
内
國　

丹タ
チ

比ヒ

郡 
菅ス
カ

生フ

和
泉
國　

和
泉
郡府 

輕カ
ル

部ヘ

攝
津
國　

嶋
下
郡 

穗ホ

積ツ
ミ

　

山
城
國
久
世
郡
「
殖エ

栗ク
リ（
名
栗
）」
は
、「
名
栗
」
を
訓
注
と
見
る
か
と
も
思

わ
れ
る
が
、
延
喜
式
・
神
名
帳
に
「
雙
栗
神
社
」
の
例
も
あ
る
の
で
、「
名

栗
」
と
も
あ
っ
た
か
と
見
ら
れ
、
訓
注
と
は
別
の
注
記
と
見
て
、
こ
こ
に
挙

げ
て
お
く
。

伊
勢
國　

三
重
郡 

葦ア
シ

田タ

三
河
國　

寶ホ

飫ヨ

郡府 

美ミ

養ヤ

、
八ヤ

名ナ

郡 

多タ

米メ 

和ワ

太タ

遠
江
國　

山ヤ
マ

香カ

郡 

氣キ

比ヒ

（
氣
多
）、
佐サ

野ノ

郡 

幡ハ

羅ラ

、
蓁ハ
イ

原ハ
ラ

郡 
細ホ
ソ

江エ

駿
河
國　

志シ

太タ

郡 

刑ヲ
サ

部カ
ヘ

、
益マ
シ

頭ツ

郡 

朝ア
サ

夷ヰ
ナ

相
模
國　

足
下
郡 

垂タ
ル

水ミ
ツ

、
大ヲ
ホ

住ス
ミ

郡府 

和ワ
ツ
タ太

武
蔵
國　

久ク

良ラ
キ

°郡
岐
イ 

星ホ
シ

川カ
ハ

、
男ヲ
フ

衾ス
マ

郡 

多タ

留ル

、
播ハ
ン

澤サ
ハ

郡 

＊

榛ハ
ン

澤サ
ワ

、
チ
丶﹇

秩
﹈

父フ

郡 

巨コ

香カ 

美ミ

吉ヨ
シ

下
総
國　

餝

カ
ト
シ
カ

郡府 

度ト

毛ケ

、
埴ハ
ニ

生フ

郡 

麻ア
サ
リ在

　

伊
勢
國
三
重
郡
「
葦ア
シ

田タ

」
は　

［急］「
安
之
美
多
」
に
よ
る
と
、
三
字
地
名
「
葦

　

田
」
の
省
略
で
、
省
略
さ
れ
た
字
に
当
た
る
ミ
が
脱
落
し
た
も
の
と
見
ら

れ
る
。

　

三
河
國
八
名
郡
「
多タ

米メ

」
は
、
［急］「
多
木
無
訓
」
を
参
照
す
る
と
、
［高］ 

［名］
一

致
と
も
言
え
る
。

　

遠
江
國
山
香
郡
「
氣キ

比ヒ

（
氣
多
）」
は
、
［急］「
氣
多
無
訓
」
と
合
わ
せ
て
「
氣

多
」
の
誤
り
と
見
る
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

相
模
國
大
住
郡
「
和ワ
ツ
タ太
」
の
ワ
ツ
タ
の
ツ
は
、
促
音
で
あ
り
得
る
。

　

武
蔵
國
播
澤
郡
「
榛ハ
ン

澤サ
ワ

」
は
、
第
二
節
に
見
た
郡
名
と
同
様
に
撥
音
を
含

む
ハ
ン
で
あ
ろ
う
。

近
江
國　

犬イ
ヌ

上カ
ミ

郡 

田タ

可カ

、
坂サ

カ

田タ

郡 

朝ア
サ

妻ツ
マ

、
浅ア

サ

井イ

郡 

田タ

根子

、
伊イ

香カ
コ

郡

余ヨ

呉コ

、
高タ
カ

嶋シ
マ

郡 

角ツ

野ノ

美
濃
國　

各カ
ヽ

務ミ

郡 

芥ア
ク

見タ
ミ

、
土ト

岐キ

郡 

異イ

味ビ

信
濃
國　

水ミ
ノ
チ内

郡 

芹セ
リ

田タ

上
野
國　

群ク
ル

馬マ

郡府 

＊

群ク
ル

馬マ

、
吾ア
カ

妻ツ
マ

郡 

大ヲ
ホ

田タ

陸
奥
國　

曰ワ
タ

理リ

郡 

菱ヒ
シ

沼ヌ
マ

、
賀カ

美ミ

郡 

河カ
ハ

嶋シ
マ（

川
島
）

出

國　

飽ア
ク
ミ海

郡 

由ユ

理リ

　

美
濃
國
土
岐
郡
「
異イ

味ビ

」
の
ビ
は
、
傍
訓
に
濁
点
が
あ
り
、
マ
行
―
バ
行

の
子
音
交
替
と
見
ら
れ
る
。

若
狹
國　

遠ヲ
ニ

敷フ

郡府 

安ア

賀カ 

野ノ

里サ
ト

越
前
國　

足ア
ス
ハ

郡 

上カ
ン 

家
ツ
イ
ヘ

越
中
國　

射イ

水ミ
ツ

郡府 

阿ア

努ノ

、
イ
婦メ

イ

郡

子

 

高タ
カ

野ノ

越
後
國　

沼ヌ

垂タ
リ

郡 

賀カ

地チ

　

越
前
國
足
郡
「
上カ
ン
ツ

 

家イ
ヘ

」
の
カ
ン
は
、
カ
ミ
の
撥
音
便
で
あ
る
。

因
幡
國　

高タ
カ

草ク
サ

郡 

野ノ

坂サ
カ 

刑ヲ
サ

部カ
ヘ
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播
磨
國　

餝シ
カ

磨マ

郡府 

草ク
サ
ノ

上カ
ミ

備
中
國　

下シ
モ
ツ
ミ
チ道

郡 

曽ソ

能ノ

淡
路
國　

三ミ

原ハ
ラ

郡府 

倭シ
ト
リ文

讃
岐
國　

山
田
郡 

拜ハ
ヤ

師シ

　

ハ
↓
ワ 
1
例
、
ヒ
↓
ヰ 

1
例
、
ヱ
↓
エ 

1
例
、
オ
↓
ヲ 

3
例
、
の
例

が
あ
る
。

　

（ハ）
の
例
は
、
合
わ
せ
て
49
例
で
、
（イ） 

（い）
に
比
べ
て
は
無
論
の
こ
と
、
（ろ）
に

比
べ
て
も
少
な
い
。

　

さ
ら
に
、
（ニ）
と
し
て
、
次
の
例
が
あ
る
。

駿
河
國　

益マ
シ

頭ツ

郡 

西
刀
勢（
西
力﹇
刀
﹈勢
）

　

［急］「
西
刀
世
止
」
が
参
照
さ
れ
、
［高］「
勢
」・
［名］「
勢
」
は
訓
セ
ト
の
セ
を
表
す

と
見
ら
れ
て
、
［高］ 

［名］
が
か
な
り
近
似
し
た
例
で
あ
る
。
［名］
に
訓
注
の
跡
が
残

っ
て
い
る
珍
し
い
例
で
あ
る
。
（ロ）
に
入
れ
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
別
に
し
て

お
く
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
第
三
節
以
降
、
郷
名
に
つ
い
て
、
高
山
寺
本
の
訓
注
と

名
博
本
の
傍
訓
と
を
対
照
し
て
、
訓
注
等
な
い
し
傍
訓
の
あ
る
996
例
を
見
て

き
た
が
、
少
し
の
差
違
は
あ
っ
て
も
両
者
が
対
応
す
る
（イ） 

（い）
の
821
例
が
八
割

を
越
し
（
82
％
強
）
て
圧
倒
的
に
多
く
、
ま
た
、
そ
の
う
ち
、
711
例
（
87
％

弱
）
は
、
表
記
・
訓
が
一
致
す
る
も
の
（
575
例
）、
仮
名
遣
の
み
が
異
な
る

も
の
（
101
例
）、
表
記
の
漢
字
が
類
似
し
て
い
て
同
訓
で
あ
る
も
の
（
35
例
）

で
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
と
り
わ
け
「
［高］ 

［名］
一
致
」
と
述
べ
た
68
例）

57
（

か
ら
見

て
、「
［高］ 

［名］
仮
名
遣
の
差
の
み
」
と
述
べ
た
6
例
、
［高］ 

［名］
「
近
似
」
と
述
べ

た
2
例）

58
（

を
含
め
て
、
基
本
的
に
名
博
本
の
傍
訓
は
高
山
寺
本
系
の
訓
注
を
基

に
し
た
も
の
と
と
ら
え
て
間
違
い
な
い
と
見
ら
れ
る
。

　

榎
氏
・
宮
澤
氏
を
承
け
て
、
高
山
寺
本
の
「
郷
里
部
」
と
名
博
本
の
「
國

郡
部
」
と
を
対
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
右
の
よ
う
な
結
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。注

（
1
）　
﹇1992

・6 

名
古
屋
市
博
物
館
﹈

（
2
）　
『
倭
名
類
聚
抄
諸
本
の
研
究
』﹇2010

・4 

勉
誠
出
版
﹈〔
二
7
〕、
も
と

『　
　
　

 

国
語
研
究
』﹇1993

・10 

明
治
書
院
﹈

（
3
）　
「
名
博
本
の
内
容
は
、
一
見
し
て
他
の
和
名
抄
と
は
大
き
く
相
違
す
る
。
そ

れ
は
ま
ず
他
本
な
ら
ば
掲
出
語
が
あ
っ
て
そ
の
下
に
註
文
が
あ
る
の
に
、
名
博

本
で
は
、
そ
の
掲
出
語
だ
け
を
集
め
て
い
る
。
こ
れ
で
は
辞
書
で
は
な
く
単
語

集
で
あ
る
。」
と
も
述
べ
ら
れ
る
。

（
4
）　

名
博
本
で
は
巻
六

十
、
後
掲
の
大
東
急
本
（
・
元
和
本
）
で
は
巻
五

九

で
あ
る
。

（
5
）　

こ
の
他
に
、
高
山
寺
本
は
「
居
處
部
」
に
駅
名
を
掲
載
し
て
い
る
。

（
6
）　

本
来
は
、
国
名
欄
・
郡
名
欄
が
「
國
郡
部
」
で
、
郷
名
欄
が
「
郷
里
部
」
で

あ
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
郷
名
欄
の
み
で
あ
る
点
で
高
山
寺
本
と
名
博
本
と

は
共
通
し
て
い
る
と
も
言
え
る
が
、
高
山
寺
本
は
、
巻
六

十
の
残
欠
で
あ
る

の
で
、
国
名
欄
・
郡
名
欄
は
現
存
し
な
い
巻
五
に
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き

る
。
よ
っ
て
、
こ
の
点
で
の
高
山
寺
本
と
名
博
本
と
の
共
通
性
は
重
視
し
な
い

こ
と
に
し
た
い
。

（
7
）　

大
東
急
本
（
・
元
和
本
）
で
は
、
国
名
・
郡
名
の
多
く
に
も
訓
注
が
付
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
高
山
寺
本
で
は
、
駅
名
の
い
く
ら
か
に
も
訓
注
が
付
さ
れ
て

い
る
。

松
村
明
先
生

喜
寿
記
念
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（
8
）　
（
郷
名
欄
の
）
郡
名
の
あ
る
程
度
に
も
傍
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
（
第
二
節
に

後
述
）。

（
9
）　

犬
飼
隆
・
和
田
明
美
両
氏
編
『
語
り
継
ぐ
古
代
の
文
字
文
化
』﹇2014

・1 

青

簡
舎
﹈

（
10
）　

尤
も
、
高
山
寺
本
の
（
郷
名
欄
の
）
郡
名
の
傍
訓
は
、
後
に
第
二
節
に
見
る

よ
う
に
、
別
の
と
ら
え
方
の
方
が
よ
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
11
）　

天
理
図
書
館
善
本
叢
書
2
『
和
名
類
聚
抄 

三
宝
類
字
集
』﹇1971

・11 

八
木

書
店
﹈

（
12
）　

渡
辺
氏
・
宮
澤
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
高
山
寺
本
（
山
城
国
）
に
「
有

（
レ
）郡
謂
之
郡
家 

有（
レ
）驛
謂
之
驛
家 

以（
レ
）寄（
二
）諸
社（
一
）謂
之
神
戸 

不（
レ
）入（
二
）

班
田（
一
）謂
之
餘
戸 

異
名
同 
除
而
不（
レ
）載
」
と
あ
る
。

（
13
）　

こ
こ
で
は
、「
島
」
と
「
嶋
」
と
の
差
は
問
わ
な
い
こ
と
に
す
る
。

（
14
）　

以
下
、
一
字
地
名
の
二
字
化
に
つ
い
て
は
、
前
稿
（一）
「
地
名
の
二
字
化

―

和
名
類
聚
抄
の
地
名
を
中
心
に

―
」（「
地
名
探
究
」
10
（
京
都
地
名
研
究
会
）﹇20

14

・4

﹈）
参
照
。

（
15
）　
「
安
宿
部
」
の
省
略
の
例
も
あ
っ
て
、
ヤ
ス
ヘ
の
傍
訓
を
付
し
た
、
と
も
見

ら
れ
る
。
な
お
、
以
下
、
三
字
地
名
の
二
字
化
に
つ
い
て
は
、
注（
14
）前
稿
（一）

参
照
。

（
16
）　

大
東
急
本
と
元
和
本
と
で
は
郡
名
の
掲
載
順
序
が
異
な
り
、
［急］「
長
下
長
乃
加

美
」
の
訓
注
は
そ
の
こ
と
に
よ
る
誤
り
か
と
見
ら
れ
る
。

（
17
）　

前
稿
（二）
「
和
名
類
聚
抄
地
名
の
読
添
え
」（『
国
語
文
字
史
の
研
究
』
13
﹇20

12

・12 

和
泉
書
院
﹈）

（
18
）　

邨
岡
良
弼
氏
『
日
本
地
理
志
料
』﹇1966

・9 

臨
川
書
店
、
も
と1902

・12

―

1903

・9 

東
陽
堂
﹈
は
、「
志
米
波
」
と
し
、「
按
原
注
二

志
波
一0

今
補
二

米
ノ
字
一0

以
復
二

源
君
之
舊
一0

」
と
さ
れ
る
。

（
19
）　

本
居
宣
長
『
地
名
字
音
転
用
例
』
参
照
。
今
は
宣
長
に
よ
る
が
、
後
に
ト
ヨ

マ
郡
（
↓
ト
メ
郡
）
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
は
、「
未
﹇
末
﹈」「

米
﹇
末
﹈」

と
見
る
の
が
よ
い

か
と
も
思
わ
れ
る
。

（
20
）　
『
日
本
語
学
の
方
法　

工
藤
力
男
著
述
選
』﹇2005

・11 

汲
古
書
院
﹈、
も
と

「
歴
史
地
名
通
信
」
50
﹇2005

・1 

平
凡
社
﹈

（
21
）　

工
藤
氏
「
古
代
文
献
に
お
け
る
固
有
名
詞
の
語
形
の
変
容
」（『
日
本
語
史
の

諸
相　

工
藤
力
男
論
考
選
』﹇1998

・8 

汲
古
書
院
﹈、
も
と
「
岐
阜
大
学
教
育

学
部
研
究
報
告 

人
文
科
学
」
29
﹇1981

・2

﹈）
参
照
。
以
下
、
ウ
列
―
オ
列
の

母
音
交
替
の
例
に
つ
い
て
同
様
。

（
22
）　
「
（い）
」
に
つ
い
て
は
、
第
四
節
に
後
述
す
る
（
第
三
節
に
お
い
て
、
以
下
同

様
）。

（
23
）　

注（
14
）前
稿
（一）
に
は
「
谷
部
」
の
例
し
か
挙
げ
て
い
な
い
が
、
名
博
本
に
三

字
地
名
の
例
が
あ
っ
た
。

（
24
）　

注（
19
）『
地
名
字
音
転
用
例
』
参
照
。

（
25
）　

注（
14
）前
稿
（一）
に
は
「
宗
我
」「
宇﹇
宗
﹈部
」
の
例
し
か
挙
げ
て
い
な
い
が
、
名

博
本
に
三
字
地
名
の
例
が
あ
っ
た
。

（
26
）　
「
癸
」
と
示
し
た
の
は
「
関
」
か
ら
「
門
」
を
削
っ
た
形
の
字
体
で
あ
る
。

（
27
）　

ヲ
↓
ホ
と
も
見
ら
れ
る
。

（
28
）　

前
稿
（三）
「
和
名
類
聚
抄
地
名
の
「
部
」」（『
国
語
文
字
史
の
研
究
』
11
﹇20

09

・5 

和
泉
書
院
﹈）。
な
お
、
注（
17
）前
稿
（二）
に
は
、
ア
マ
「
海
」
を
「
海
人
」

の
省
略
と
と
ら
え
た
が
、
注（
9
）北
川
氏
論
文
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
尾
張
国

海
部
郡
を
「
戊
寅
年
十
二
月
尾
張
海
評
津
嶋
五
十
戸
」（
飛
鳥
京
跡
苑
池
遺
構

木
簡
、
荷
札
集
成
二
二
）・「
尾
治
國
海
郡
嶋
里
人
」（
平
城
宮
内
裏
西
南
隅
外

郭
木
簡
、
平
城
宮
七
―
一
一
三
○
一
）
と
示
す
木
簡
が
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は

他
の
例
も
含
め
て
修
正
し
た
。

（
29
）　

尤
も
、
［急］「
富
田
無
訓
」・
［元］「
高
田
無
訓
」
と
あ
る
の
で
、
断
定
は
で
き
な
い
。

（
30
）　

三
音
節
の
名
詞
被
覆
形
は
、
こ
の
ア
カ
ナ
﹇
茜
﹈
の
例
ぐ
ら
い
し
か
見
当
た

ら
な
い
。
ア
カ
ネ
﹇
茜
﹈
は
ア
カ
﹇
赤
﹈
＋
ネ
﹇
根
﹈
の
構
成
で
あ
る
の
で
、

被
覆
形
ア
カ
ナ
は
、
二
音
節
被
覆
形
カ
ナ
﹇
金
﹈
な
ど
と
の
類
推
に
よ
る
も
の

か
と
見
ら
れ
る
。
な
お
、
三
音
節
の
名
詞
被
覆
形
は
、
有
坂
秀
世
氏
「
国
語
に

あ
ら
は
れ
る
一
種
の
母
音
交
替
に
つ
い
て
」（『
国
語
音
韻
史
の
研
究
』﹇1944

・
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明
世
堂
書
店
﹈、1957

・10

増
補
新
版 

三
省
堂
﹈、
も
と
「
音
声
の
研
究
」

4
﹇1931

・12

﹈）
の
挙
げ
ら
れ
る
例
で
は
イ
ホ
ツ
﹇
五
百
箇
﹈
の
み
で
あ
り
、

イ
ホ
ツ
は
イ
ホ
﹇
五
百
﹈
＋
ツ
﹇
箇
﹈
の
構
成
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
助
数
詞

ツ
﹇
箇
﹈
の
被
覆
形
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

　

尤
も
、
注（
9
）北
川
氏
論
文
は
、「「
ア
カ
」
の
母
音
が
い
ず
れ
も
ａ
で
あ
る

の
で
、
ｎ
ｅ
が
そ
れ
に
影
響
さ
れ
て
ｎ
ａ
に
変
わ
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
説
明
は

付
こ
う
（
略
）。
い
わ
ゆ
る
順
行
同
化
で
あ
る
。」
と
さ
れ
て
、
別
の
解
釈
も
あ

る
。

（
31
）　

注（
9
）北
川
氏
論
文
は
、「
名
博
本
の
〈
ア
カ
ネ
ナ
ヘ
〉
は
、「
ネ
」
の
脇
に

異
文
注
記
の
「
ナ
」
が
書
か
れ
て
い
た
（
た
と
え
ば
〈
ア
カ
ネナヘ
〉
の
よ
う

に
）
の
が
書
写
の
過
程
で
訓
の
本
文
に
混
入
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。」
と

さ
れ
る
。

（
32
）　

後
に
挙
げ
る
注（
34
）参
照
。

（
33
）　

池
邊
彌
氏
『
和
名
類
聚
抄
郡
郷
里
駅
名
考
證
』﹇1981

・2

吉
川
弘
文
館
﹈
に

は
、「
鹿
」
字
に
対
し
て
「
唐
か
」
と
あ
る
。

（
34
）　

注（
9
）北
川
氏
論
文
は
、「「
々
」「
久
」「
シ
」
の
相
違
は
、
筆
文
字
で
「

」

「
久
」「
之
」
の
三
文
字
が
近
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
た
誤
写
と
推
測
さ
れ

る
。
写
本
に
お
い
て
こ
の
三
文
字
は
し
ば
し
ば
相
互
に
誤
写
を
起
こ
す
。」
と

さ
れ
る
。
な
お
、
注（
32
）箇
所
を
も
参
照
。

（
35
）　

［急］
郷
名
は
「
也
都
乃
之
呂
」
で
あ
る
が
、
郡
名
・
郷
名
と
も
ヤ
ツ
シ
ロ
と
見
る

の
が
よ
い
か
。

（
36
）　

注（
21
）書
、
も
と
「
萬
葉
」
90
﹇1975

・12

﹈

（
37
）　

［名］
は
「
衣
」
を
「
夜
」
と
見
た
か
と
見
ら
れ
る
。

（
38
）　

注（
33
）『
和
名
類
聚
抄
郡
郷
里
駅
名
考
證
』
に
指
摘
さ
れ
る
。
後
に
注

（
39
）に
挙
げ
る
前
稿
（四）
に
挙
げ
て
い
な
い
が
、
挙
げ
る
方
が
よ
か
っ
た
か
。

（
39
）　

前
稿
（四）
「
和
名
類
聚
抄
地
名
の
音
訓
混
用
」（『
国
語
文
字
史
の
研
究
』
14

﹇2014

・7 

和
泉
書
院
﹈）
で
は
、
ク
ラ
ベ
と
訓
む
方
向
で
考
え
た
が
、
こ
こ
に

改
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
40
）　

工
藤
氏
「
木
簡
に
よ
る
和
名
抄
地
名
の
考
察
」（
注（
20
）書
、
も
と
「
木
簡

研
究
」
12
﹇1990

・11

﹈）
参
照
。

（
41
）　

注（
18
）『
日
本
地
理
志
料
』
は
、「
勝
戶
ハ
盖
磯
ア
之
譌
、」
と
さ
れ
る
。

（
42
）　

注（
39
）前
稿
（四）
参
照
。

（
43
）　

注（
18
）『
日
本
地
理
志
料
』
は
、「
再
按
、
罵
恐
ハ
富
ノ
字
、
以
二

草
體
相
近
一

譌
、」
と
さ
れ
る
。

（
44
）　

被
覆
形
ニ
フ
・
露
出
形
ニ
ヒ
と
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
は
な
い
（
別

稿
「
上
代
特
殊
仮
名
遣
に
関
す
る
語
彙
」〔「
萬
葉
」
198
﹇2007

・6

﹈〕）。

（
45
）　
「
篦の

」
の
代
用
で
あ
ろ
う
か
。

（
46
）　
「
宗
」
を
「
宇
」
と
見
た
こ
と
も
あ
り
得
る
。

（
47
）　

第
三
節
に
挙
げ
た
7
例
を
含
む
。

（
48
）　
「
成
城
文
藝
」
187
﹇2004

・7

﹈

（
49
）　

注（
28
）前
稿
（三）
参
照
。

（
50
）　

注（
39
）前
稿
（四）
参
照
。

（
51
）　

前
稿
（五）
「
風
土
記
の
地
名
と
和
名
類
聚
抄
の
地
名
」（「
風
土
記
研
究
」
37

﹇2014

・7

、
予
定
﹈）
参
照
。

（
52
）　

注（
18
）『
日
本
地
理
志
料
』
は
、「
按
當
三

讀
云
二

佐
加
美
一0

」
と
さ
れ
る
。

（
53
）　

注（
28
）前
稿
（三）
参
照
。

（
54
）　

注（
39
）前
稿
（四）
参
照
。

（
55
）　

注（
14
）前
稿
（一）
に
挙
げ
て
い
な
い
。

（
56
）　

尤
も
、
音
＋
ノ
＋
音
の
例
は
異
例
で
あ
る
。
注（
39
）前
稿
（四）
参
照
。

（
57
）　

第
五
節
に
挙
げ
た
1
例
、
第
六
節
に
挙
げ
た
1
例
を
含
む
。

（
58
）　

第
六
節
に
挙
げ
た
1
例
を
含
む
。

（
付
記
）　

二
○
一
三
年
九
月
七
日
、
第
十
一
回
風
土
記
研
究
会
に
お
い
て

「
風
土
記
の
地
名
と
和
名
類
聚
抄
の
地
名
」
と
題
し
て
講
演
し
た
際

に
、
講
演
者
の
紹
介
を
し
て
い
た
だ
い
た
北
川
和
秀
氏
か
ら
、
名
古
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屋
市
博
物
館
本
を
と
り
挙
げ
る
必
要
は
な
い
か
と
、
講
演
の
後
に
御

質
問
が
あ
っ
た
。
訓
注
が
な
く
傍
訓
の
み
が
あ
る
そ
の
本
を
、
そ
れ

ま
で
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
軽
視
し
て
い
た
が
、
そ
の
御
質
問
に
よ
り

一
度
丁
寧
に
見
る
必
要
性
を
感
じ
た
の
で
、
検
討
し
て
み
た
結
果
が

こ
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
北
川
氏
に
感
謝
の

微
意
を
示
す
次
第
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
‥
和
名
類
聚
抄　

地
名　

名
古
屋
市
博
物
館
本　

高
山
寺
本

訓
注
・
傍
訓

（
二
○
一
四
年
四
月
二
三
日　

受
理
）
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